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研
究
ノ
ー
ト
附
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』翻
刻
は
し
が
き
　
近
世
の
皇
室
に
伝
来
し
た
書
籍
群
は
良
質
な
写
本
を
多
く
含
む
「
禁
裏
本
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
現
在
も
御
物
と
し
て
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
は
東
京
に
移
さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
の
蔵
書
と
し
て
伝
わ
り
、
ま
た
近
世
に
有
栖
川
宮
家
に
分
与
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
の
大
部
分
が
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
と
し
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
（
（
。
近
年
、
田
島
公
氏
が
中
心
と
な
っ
て
禁
裏
公
家
文
庫
本
の
総
合
的
研
究
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
蔵
書
群
の
持
つ
史
料
的
価
値
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（
（
（
。
蔵
書
群
そ
れ
自
体
の
研
究
が
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
史
料
が
属
し
て
い
た
蔵
書
群
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
そ
の
史
料
の
内
容
や
価
値
・
性
質
を
分
析
す
る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
。
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
史
料
を
つ
ま
み
食
い
的
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
蔵
書
群
を
総
体
と
し
て
把
握
し
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
に
近
世
皇
室
伝
来
本
を
扱
う
と
な
る
と
、
東
山
御
文
庫
本
や
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
は
あ
る
程
度
把
握
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
伝
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
環
境
に
あ
る
。
　
た
と
え
ば
図
書
寮
文
庫
所
蔵
分
に
つ
い
て
は
、「
御
所
本
」
と
呼
ば
れ
、
書
陵
部
が
刊
行
し
た
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
上
・
下
（
同
部
　
一
九
五
二
～
五
三
年
）
に
「（
御
）」
の
記
号
を
付
し
て
そ
の
書
目
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
同
目
録
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、「（
御
）」
の
記
号
を
持
つ
も
の
だ
け
が
「
禁
裏
本
」
に
相
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
「（
御
）」
の
記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
て
も
「
禁
裏
本
」
で
は
な
い
書
籍
も
存
す
る
な
ど
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
旧
禁
裏
本
を
把
握
す
る
上
で
は
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
近
世
禁
裏
本
の
全
体
像
を
解
明
す
る
上
で
も
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
書
陵
部
所
蔵
旧
禁
裏
本
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
宮
内
省
に
お
け
る
明
治
初
期
の
蔵
書
管
理
で
は
蔵
書
群
の
ま
と
ま
り
に
対
し
て
充
分
な
配
慮
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
（
（
（
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
資
料
を
精
査
し
、
旧
禁
裏
本
の
全
体
像
を
少
し
で
も
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
84
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必
要
と
な
る
。
筆
者
は
そ
の
作
業
を
行
な
う
過
程
で
、『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』
と
い
う
資
料
を
見
出
し
た
。
こ
の
資
料
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
先
に
掲
げ
た
課
題
に
少
し
で
も
迫
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
　
「
御
所
本
」「
在
来
本
」と
書
陵
部
蔵
書
　
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
資
料
は
、
様
々
な
過
程
を
経
て
同
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
〔
概
略
に
つ
い
て
は
、
伊
地
知
a
、
中
村
参
照
〕
が
、
そ
の
前
身
と
な
る
宮
内
省
図
書
寮
創
設
時
の
根
幹
と
な
っ
た
の
が
、「
御
所
本
」
や
「
在
来
本
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
資
料
群
で
あ
る
。
　
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
、
宮
内
省
内
に
新
た
に
図
書
寮
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
侍
講
局
・
侍
従
職
・
式
部
寮
・
主
殿
寮
な
ど
の
各
部
局
に
お
い
て
管
轄
さ
れ
て
き
た
書
籍
が
図
書
寮
に
お
い
て
原
則
一
元
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
〔
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
図
書
録
（
（
（
明
治
三
八
年
第
五
号
文
書
所
収
明
治
二
三
年
五
月
三
〇
日
付
宮
内
大
臣
達
（
（
（
〕。
そ
れ
ら
の
書
籍
は
、
部
局
設
置
後
に
必
要
に
応
じ
て
購
入
あ
る
い
は
寄
贈
・
献
納
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
近
世
以
前
の
写
本
・
版
本
類
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
割
合
で
京
都
御
所
内
の
御
文
庫
よ
り
運
ば
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
現
在
は
そ
れ
ら
の
中
の
一
部
分
が
「
御
所
本
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
ま
た
京
都
御
所
旧
蔵
本
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
御
歌
所
旧
蔵
本
が
「
御
歌
所
本
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
〔
宮
内
庁
書
陵
部
a
〕。
　
京
都
御
所
内
か
ら
の
書
籍
の
移
動
は
複
数
回
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
核
と
な
る
の
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
の
移
動
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
京
都
御
所
内
御
池
庭
・
内
庭
御
文
庫
よ
り
大
量
の
書
籍
が
東
京
に
回
送
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
書
目
は
『
図
書
録
』に
収
め
ら
れ
て
い
る〔
明
治
七
年
第
一
号
文
書
〕が
、そ
の
中
に
は
た
と
え
ば「
雑
々
　
秋
五
十
八
冊
　
一
箱
」
な
ど
と
い
っ
た
記
載
も
多
く
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
（
（
（
。
　
一
方
、
現
在
「
御
所
本
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
資
料
群
は
、「
皇
室
に
歴
代
受
け
継
が
れ
た
図
書
類
を
収
め
た
旧
禁
裏
御
文
庫
本
の
う
ち
の
約
半
数
が
、
明
治
の
東
京
遷
都
に
際
し
、
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
も
の
が
主
体
で
あ
る
。
そ
の
後
の
引
継
ぎ
の
活
字
本
等
も
加
え
、
約
一
〇
〇
〇
〇
点
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
〔
宮
内
庁
書
陵
部
b
一
三
頁
〕
よ
う
に
、
実
際
に
は
そ
の
す
べ
て
が
京
都
御
所
旧
蔵
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
以
降
に
御
物
と
さ
れ
た
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
る
〔
小
倉
b
〕。
ま
た
「
な
お
、
当
部
移
管
後
、
桂
宮
家
の
歌
書
類
と
一
括
誤
認
さ
れ
、
桂
宮
本
と
称
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、『
桂
宮
本
叢
書
』
の
名
で
刊
行
さ
れ
た
歌
書
類
は
、
大
部
分
が
御
所
本
で
あ
る
。」〔
宮
内
庁
書
陵
部
b
一
三
頁
〕と
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
御
所
本
」
は
図
書
寮
収
蔵
後
、
一
貫
し
て
「
御
所
本
」
と
認
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
〔
伊
地
知
・
橋
本
、
中
村
（
（
（
〕。
現
在
の
「
御
所
本
」
の
括
り
が
生
ま
れ
た
の
は
、『
和
漢
分
類
図
書
目
録
』
刊
行
の
た
め
の
整
理
時
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
（
ち
な
み
に
上
が
一
九
五
二
年
、
下
が
一
九
五
三
年
刊
行
）。
　「
御
所
本
」
と
は
別
に
、
図
書
寮
文
庫
の
蔵
書
の
中
に
は
「
在
来
本
」
と
称
さ
れ
る
一
群
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
確
に
定
義
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
が
、『
図
書
録
』
で
は
管
見
の
と
こ
ろ
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
「
事
務
成
蹟
摘
要
」
に
「
在
来
和
書
」
の
語
が
見
え
〔
同
年
第
一
二
号
の
内
〕、
ま
た
「
明
治
三
十
一
年
自
一
月
至
三
月
図
書
課
事
務
成
蹟
概
要
」
に
は
「
壬
生
本
」「
桂
宮
本
」「
松
岡
本
」
に
並
ん
で
「
在
来
神
書
」「
仝
歴
史
」「
仝
政
書
」「
仝
記
録
」
の
語
が
見
え
て
お
り
〔
同
年
第
八
号
〕、
個
別
に
図
書
寮
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
資
料
群
以
外
の
資
料
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
（
（
（
。
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
に
無
期
限
貸
与
し
た
書
籍
を
返
却
あ
る
い
は
譲
渡
し
た
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
時
の
公
文
書
で
も
「
在
来
本
」
の
分
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
〔
図
書
録
大
正
二
年
第
一
一
号
〕
か
ら
、
遅
く
と
も
明
治
二
〇
年
代
末
に
は
「
在
来
（
本
）」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
前
、『
図
書
録
』
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
第
八
号
文
書
で
は
、
図
書
寮
所
管
「
帝
室
文
庫
」
所
蔵
図
書
に
つ
い
て
「
第
一
号
文
庫
ノ
分
ハ
、
去
ル
廿
四
年
中
内
閣
ヨ
リ
ノ
献
納
ニ
依
リ
当
寮
ニ
於
テ
右
文
庫
ト
共
ニ
引
継
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
該
図
書
ハ
宸
翰
ヲ
始
メ
古
代
写
本
、
室
町
時
代
以
来
ノ
古
版
本
、
名
家
自
筆
本
、
宋
元
版
本
、
精
良
ナ
ル
明
清
版
本
、
朝
鮮
古
版
本
等
、
85
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御
府
幷
ニ
宮
家
ノ
御
旧
蔵
ヲ
始
メ
金
沢
文
庫
・
楓
山
文
庫
等
ノ
貯
蔵
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
数
一
千
余
部
貳
萬
九
千
九
百
余
冊
ノ
多
キ
孰
レ
モ
稀
覯
ノ
物
ト
ス
、
又
第
貳
号
文
庫
ノ
分
ハ
、
御
府
・
宮
家
ヲ
始
メ
毛
利
・
壬
生
・
古
賀
・
新
井
・
松
岡
等
故
家
ノ
旧
蔵
ニ
係
リ
、
神
書
・
政
書
・
経
書
・
歴
史
子
類
・
地
理
書
・
兵
書
・
歌
書
・
詩
文
集
・
字
書
等
ニ
シ
テ
、
古
写
・
古
版
・
自
筆
・
明
清
朝
鮮
版
等
ノ
諸
本
ニ
至
リ
テ
ハ
第
一
号
文
庫
ノ
蔵
書
ニ
譲
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
之
ニ
普
通
ノ
分
ヲ
加
フ
レ
バ
、
合
計
壱
万
八
千
余
部
拾
万
余
冊
ト
ナ
ス
、」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
既
に
京
都
御
所
旧
蔵
本
が
第
一
号
文
庫
と
第
二
号
文
庫
と
に
分
け
ら
れ
、
一
群
と
し
て
の
管
理
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
初
の
「
在
来
本
」
と
は
、現
在
の
「
御
所
本
」
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
る
。
　
な
お
、
大
正
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
『
参
攷
図
書
寮
史
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
）〔
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
五
四
頁
参
照
〕
巻
五
に
は
「
十（明
治
（九
年
二
月
四
日
官
制
改
革
あ
り
て
侍
講
及
文
学
御
用
掛
は
廃
官
と
な
れ
り
、
侍
講
の
職
は
御
府
の
図
書
を
掌
り
し
を
以
て
其
の
所
管
の
書
籍
並
に
文
学
御
用
掛
所
用
の
書
籍
は
本
寮
及
御
歌
所
に
引
継
ぎ
、
御
歌
所
は
後
年
に
至
り
復
之
を
本
寮
に
引
継
た
り
、」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
御
府
」
の
図
書
を
管
理
し
て
い
た
侍
講
局
の
書
籍
が
す
べ
て
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
御
歌
所
に
も
移
管
さ
れ
た
書
籍
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
以
上
を
踏
ま
え
て
整
理
す
る
と
、
明
治
初
年
に
京
都
御
所
よ
り
回
送
さ
れ
た
書
籍
群
は
、
東
京
書
籍
館
に
貸
与
さ
れ
た
一
部
〔
伊
地
知
b‌
c
参
照
〕
を
除
い
て
、
侍
講
局
そ
の
他
の
宮
内
省
内
の
部
局
に
お
い
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
図
書
寮
の
設
置
に
と
も
な
い
、
侍
講
局
管
理
分
の
大
部
分
が
図
書
寮
へ
、
一
部
が
御
歌
所
へ
集
積
さ
れ
た
（
さ
ら
に
そ
の
他
の
部
局
に
も
残
存
し
た
資
料
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
）、
し
か
し
図
書
寮
に
お
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
は
扱
わ
れ
ず
「
在
来
本
」
と
の
呼
称
が
な
さ
れ
、
後
に
な
っ
て
「
御
所
本
」
と
の
括
り
が
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、「
在
来
本
」
の
す
べ
て
が
「
御
所
本
」
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
御
所
本
」
の
中
に
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
皇
室
所
蔵
と
な
っ
た
資
料
も
存
在
し
た
、
す
な
わ
ち
非
「
在
来
本
」
で
あ
る
「
御
所
本
」
も
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
京
都
御
所
よ
り
回
送
さ
れ
た
書
籍
群
は
旧
京
都
御
所
本
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
逆
に
「
在
来
本
」
の
す
べ
て
が
京
都
御
所
回
送
本
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。「
在
来
本
」
の
中
に
は
、
明
治
以
後
に
宮
内
省
に
て
新
た
に
加
わ
っ
た
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
　
と
も
か
く
も
旧
京
都
御
所
本
の
一
部
が
東
京
に
回
送
さ
れ
、
侍
講
局
、
つ
い
で
図
書
寮
の
蔵
書
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
東
京
に
回
送
さ
れ
た
翌
年
の
明
治
八
年
五
月
に
東
京
書
籍
館
に
貸
与
さ
れ
た
約
三
〇
〇
〇
冊
も
含
め
（
（
（
、
こ
れ
ら
東
京
回
送
本
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
（
（1
（
。
そ
れ
を
検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
資
料
が
、
先
に
触
れ
た
『
図
書
録
』
明
治
七
年
第
一
号
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
の
紹
介
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
、今
回
は
ま
ず
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
（
（（
（
。
二
　
『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』の
作
成
時
期
　『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』（
以
下
、
必
要
に
応
じ
「
本
目
録
」
と
略
称
す
る
）
は
以
前
よ
り
、『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
』
の
書
名
で
宮
内
庁
書
陵
部
に
て
公
開
さ
れ
て
い
た
（
（（
（
が
、
宮
内
公
文
書
館
の
設
置
に
と
も
な
い
、
宮
内
省
が
作
成
し
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
同
館
の
管
理
と
な
り
、
現
在
は
「
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
」
の
名
称
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
（（
（
。
侍
講
局
に
て
作
成
さ
れ
た
文
学
御
用
掛
旧
蔵
本
で
あ
る
と
い
う
〔
H‌
P
に
て
公
開
の
宮
内
公
文
書
館
特
定
歴
史
公
文
書
等
目
録
〕。
一
冊
本
で
、
縦
二
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
九
セ
ン
チ
、
整
理
時
に
付
け
ら
れ
た
後
補
藍
色
表
紙
の
外
題
に
は
「
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
」、
原
表
紙
に
は
「
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
／
侍
講
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
宮
内
省
の
罫
紙
を
用
い
た
「
引
例
」
一
丁
、
本
文
一
五
二
丁
、
白
紙
六
丁
か
ら
な
る
。「
引
例
」
は
音
の
読
み
に
迷
い
そ
う
な
漢
字
に
つ
い
て
「
㋩
芳
㋠
貞
㋻
王
㋕
庚
合
耕
孝
綱
甲
」
な
ど
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
い
ろ
は
別
に
書
籍
が
列
挙
さ
れ
、つ
い
で
一
四
六
～
一
四
七
丁
に
「
目
録
外
」
の
書
籍
、
一
四
八
～
一
五
二
丁
に
「
仮
皇
居
へ
取
寄
之
分
」
の
書
籍
が
列
挙
さ
れ
て
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い
る
。
い
ろ
は
別
部
分
で
は
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
に
筥
入
り
の
書
籍
が
ま
ず
記
さ
れ
、
つ
い
で
「
雑
書
」
と
し
て
大
き
な
箱
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
書
籍
が
箱
ご
と
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
　
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、一
見
し
て
こ
の
中
に
は「
御
所
本
」で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
書
名
を
多
々
見
出
す
こ
と
が
で
き
、京
都
御
所
回
送
本
に
関
わ
る
書
籍
目
録
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、侍
講
が
管
理
し
て
い
た「
吹
上
御
文
庫
」に
京
都
御
所
回
送
本
が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、宮
内
公
文
書
館
所
蔵『
侍
講
日
記
（
（（
（
』明
治
八（
一
八
七
五
）年
四
月
二
日
条
に「
吹
上
御
文
庫
御
書
籍
京
都
ヨ
リ
　
　
御
取
寄
之
分
、左
之
通
リ
元
田
侍
講
指
図
ニ
依
テ
、
此
方
へ
引
取
候
事
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
認
で
き
る
。
　
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
、
本
目
録
が
何
時
の
時
点
で
の
書
籍
目
録
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
本
目
録
の
中
に
は
明
治
八
年
五
月
に
東
京
書
籍
館
に
貸
与
し
た
と
見
ら
れ
る
書
目
（
（（
（
は
見
出
せ
な
い
の
で
、
書
籍
館
へ
の
貸
与
後
に
作
成
さ
れ
た
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
ま
も
な
く
、
明
治
八
年
八
月
三
日
条
に
は
「
書
籍
比
較
目
録
　
一
冊
」
と
「
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
　
一
冊
」
が
「
取
調
之
儀
ニ
付
、
入
用
候
間
、
副
各
一
冊
ツ
ヽ
出
来
可
レ
致
旨
、
福
羽
侍
講
ヨ
リ
被
二
申
付
一
」
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
こ
の
と
き
ま
で
に
作
成
さ
れ
て
い
た
目
録
が
本
目
録
に
相
当
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
作
成
下
限
を
検
討
し
て
み
る
と
、『
図
書
録
』
明
治
一
四
年
第
一
号
文
書
に
は
『
桃
蘂
集
』
等
一
七
冊
を
宸
翰
掛
に
引
き
渡
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
本
目
録
四
二
丁
オ
、
八
三
丁
オ
、
九
三
丁
オ
、
一
三
五
丁
ウ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
（（
―
（（
、
（1
―
（（
、
（（
―
（（
、
（1
―
（（
）
の
で
、
そ
れ
ら
が
宸
翰
掛
に
引
き
渡
さ
れ
る
以
前
に
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
（（
（
。
ま
た
、
本
目
録
八
丁
オ
（
（
―
（
）
の
具
世
卿
筆
『
八
代
集
』
一
五
冊
は
現
函
架
番
号
五
五
七
―
四
九
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
侍
講
日
記
』
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
一
〇
月
二
九
日
条
に
吹
上
御
文
庫
よ
り
侍
講
局
に
取
り
寄
せ
た
こ
と
が
見
え
、『
図
書
録
』
明
治
二
五
年
第
一
五
号
文
書
に
は
同
年
に
帝
室
宝
器
主
管
原表紙1丁オ
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管
理
か
ら
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の『
八
代
集
』
は
侍
講
局
に
取
り
寄
せ
ら
れ
た
後
、
帝
室
宝
器
主
管
に
管
理
替
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
本
目
録
は
明
治
一
三
年
一
〇
月
以
前
の
作
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
『
侍
講
日
記
』
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
二
日
条
に
は
、吹
上
御
文
庫
に
「
山
陵
一
条
書
物
納
　
壱
箱
」「
御
辞
表
幷
勅
答
　
一
箱
」「
大
内
裏
図
考
証
五
十
冊
壱
箱
」
「
雑
々
　
　
壱
箱
」「
無
標
題
雑
書
壱
箱
」
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
目
録
に
は
見
え
な
い
。
従
っ
て
本
目
録
は
明
治
一
二
年
六
月
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
侍
講
局
図
書
諸
件
』
に
よ
れ
ば
、明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
一
〇
月
二
五
日
付
で
修
史
館
が
「
京
都
ゟ
御
取
寄
相
成
候
分
」
の
「
御
書
籍
目
録
　
　
　
壱
冊
」
を
借
覧
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
（（
（
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
そ
の
目
録
に
基
づ
い
て
、
翌
一
一
月
二
五
日
に
修
史
館
が
吹
上
御
文
庫
収
蔵
書
籍
の
借
覧
を
依
頼
し
て
い
る
が
、そ
の
時
に
挙
げ
ら
れ
た
書
目
の
中
に
は
「
雑
書
類
　
　
　
壱
筥
」
「
無
外
題
雑
書
　
　
八
十
冊
」
な
ど
と
あ
っ
て
当
目
録
の
記
述
（
共
に
一
四
六
丁
オ
（（
―
（1
、
（（
―
（（
）
と
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
侍
講
局
側
が
同
文
書
に
、
「
雑
書
類
　
無
外
題
雑
書
　
　
右
ハ
取
調
中
ニ
付
、
取
調
出
来
次
第
御
貸
渡
相
成
度
候
事
、」
と
書
き
入
れ
て
い
る
こ
と（
同
月
二
九
日
付
の
回
答
で
も
同
内
容
の
記
述
が
見
え
る
）
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
修
史
館
が
借
覧
し
た
目
録
は
本
目
録
と
同
内
容
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
目
録
と
な
れ
ば
、
確
証
は
無
い
も
の
の
、
先
に
指
摘
し
た
明
治
八
年
八
月
時
点
で
存
在
し
て
い
た
「
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
」
が
本
目
録
に
あ
た
る
蓋
然
性
が
高
い
。
　
な
お
、『
侍
講
日
記
』中
で
こ
れ
以
降
の
書
籍
目
録
作
成
に
関
す
る
記
事
を
探
す
と
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
一
二
月
一
六
日
・
一
七
日
条
に
は
「
勅
封
幷
宸
翰
類
目
録
」
浄
書
の
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
本
目
録
と
は
全
く
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
い
で
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
〇
月
一
日
条
に
「
宮
内
省
蔵
書
目
録
改
正
取
調
、
本
日
ヨ
リ
就
緒
」
と
見
え
て
お
り
、
こ
の
頃
に
改
正
目
録
が
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
二
月
二
七
日
条
に
は
「
図
書
寮
ヨ
リ
兼
テ
照
会
相
成
居
候
侍
講
局
所
管
御
書
籍
目
録
四
冊
謄
写
出
来
ニ
付
、
仮
綴
之
上
同
寮
へ
相
廻
シ
候
所
、
領
収
書
来
ル
、」
と
あ
り
、
そ
の
目
録
は
四
冊
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
本
目
録
が
明
治
一
四
年
以
前
の
目
録
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
　
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
目
録
は
明
治
一
一
年
一
〇
月
以
前
に
作
成
さ
れ
た
吹
上
御
文
庫
収
蔵
書
籍
目
録
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
明
治
八
年
五
月
以
降
、
同
年
八
月
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
三
　
吹
上
御
文
庫
本
と
京
都
御
所
回
送
本
の
関
係
　
次
に
、
本
目
録
掲
載
書
籍
が
す
べ
て
京
都
御
所
回
送
本
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
目
録
が
作
成
さ
れ
る
以
前
、
早
く
明
治
六
年
に
は
山
内
豊
範
よ
り
書
籍
三
万
七
一
六
三
冊
が
、
七
年
に
は
仙
石
家
よ
り
流
鏑
馬
馬
術
伝
書
二
二
三
冊
が
献
納
さ
れ
て
侍
講
で
管
理
さ
れ
、
ま
た
宸
翰
類
等
の
御
買
上
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
図
書
録
明
治
六
年
、
七
年
〕
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
書
を
本
目
録
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
『
侍
講
日
記
』
明
治
八
年
一
月
一
四
日
条
な
ど
に
も
書
籍
献
上
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
本
目
録
に
そ
れ
ら
の
書
目
は
見
出
せ
な
い
。『
侍
講
日
記
』
に
よ
れ
ば
、吹
上
御
文
庫
の
他
に
「
牛
乳
舎
脇
御
文
庫
」〔
明
治
八
年
五
月
四
日
条
〕「
賢
所
脇
御
文
庫
」〔
同
年
一
〇
月
二
・
三
・
九
日
条
〕
な
ど
の
御
文
庫
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
書
は
吹
上
御
文
庫
と
は
別
の
文
庫
に
収
納
さ
れ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
（
（（
（
。
よ
っ
て
本
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
が
す
べ
て
京
都
御
所
回
送
本
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
後
、『
侍
講
日
記
』
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
二
月
二
四
日
条
に
は
、
吹
上
御
文
庫
よ
り
仮
皇
居
へ
取
り
寄
せ
ら
れ
た
書
目
と
し
て
、本
目
録
に
見
え
な
い「
寿
印
札
附
　
　
六
箱
／
続
公
卿
補
任
　
　
廿
一
冊
　
　
続
公
卿
補
任
補
闕
一
冊
」
が
、
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同
月
二
五
日
条
に
は
「
公
卿
勅
使
　
壱
箱
　
　
諸
社
　
　
壱
箱
」「
雑
々
　
貳
箱
内
一
箱
破
損
／
自
天
明
二
年
　
至
寛
政
十
三
年
日
次
案
　
　
壱
箱
箱
破
損
」「
唐
詩
選
掌
故
　
　
四
冊
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、「
公
卿
勅
使
」「
諸
社
」「
大
系
図
」「
雑
々
」「
日
次
案
」
は
勅
封
と
さ
れ
て
お
り
、
他
書
と
は
別
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
（
（（
（
。
し
か
し
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
共
に
吹
上
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
旧
京
都
御
所
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（
。
先
に
同
年
六
月
二
日
に
吹
上
御
文
庫
に「
山
陵
一
条
書
物
納
　
壱
箱
」「
御
辞
表
幷
勅
答
　
一
箱
」「
大
内
裏
図
考
証
五
十
冊
壱
箱
」「
雑
々
　
　
壱
箱
」「
無
標
題
雑
書
壱
箱
」
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
吹
上
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
の
も
、
旧
京
都
御
所
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
（（
（
。
　
な
お
、
明
治
七
年
京
都
御
所
回
送
本
の
す
べ
て
が
本
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
目
録
以
外
の
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
の
東
京
書
籍
館
貸
与
本
四
一
四
部
約
三
〇
〇
〇
冊
（
（（
（
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
同
月
中
に
『
改
年
号
』
一
冊
『
改
元
号
記
』
一
冊
『
懺
法
講
』
二
冊
（『
坊
中
日
次
案
』
三
冊
の
計
四
部
七
冊
が
返
却
さ
れ
〔
総
務
課
重
要
雑
録
明
治
八
年
第
二
一
号
、
国
会
図
書
館
所
蔵
東
京
書
籍
館
文
書
諸
向
文
通
往
復
簿
（
（（
（
〕、
翌
九
（
一
八
七
六
）
年
一
月
に
『
仁
智
要
録
』
二
三
巻
『
教
訓
抄
』
一
〇
巻
の
二
部
三
三
巻
が
返
却
さ
れ
た
〔
総
務
課
重
要
雑
録
明
治
九
年
第
五
号
、
国
会
図
書
館
所
蔵
東
京
書
籍
館
文
書
明
治
九
年
（
（（
（
〕。
さ
ら
に
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
五
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
は
御
手
許
御
留
置
を
理
由
と
し
て
『
能
書
方
口
伝
抄
』
等
二
八
部
二
九
点
が
返
却
さ
れ
て
い
る
〔
総
務
課
重
要
雑
録
明
治
一
二
年
第
三
六
号
（
（（
（
〕。
残
り
の
書
籍
は
東
京
府
書
籍
館
・
文
部
省
東
京
図
書
館
な
ど
を
経
て
帝
国
図
書
館
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
が
（
（（
（
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
至
り
図
書
寮
よ
り
返
還
要
求
が
な
さ
れ
、
二
五
部
三
六
冊
が
返
却
〔
図
書
録
昭
和
一
一
年
第
七
六
号
〕、
残
り
が
現
在
も
国
会
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（
。
　
こ
れ
以
外
に
は
、
本
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
宮
内
省
内
の
他
部
局
に
て
管
理
さ
れ
た
書
籍
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は『
図
書
録
』
明
治
七
年
一
号
文
書
と
の
照
合
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
四
　
そ
の
後
の
吹
上
御
文
庫
本
　
最
後
に
本
目
録
所
載
の
書
目
―
吹
上
御
文
庫
本
―
が
そ
の
後
に
た
ど
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
も
若
干
触
れ
て
き
た
が
、
吹
上
御
文
庫
本
が
す
べ
て
図
書
寮
、
そ
し
て
書
陵
部
の
蔵
書
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
宸
筆
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
宸
翰
掛
等
へ
引
き
渡
さ
れ
た
り
、
そ
の
後
の
東
山
御
文
庫
本
の
整
理
に
と
も
な
っ
て
東
山
御
文
庫
本
と
同
種
の
も
の
と
判
断
さ
れ
、
東
山
御
文
庫
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
〔
註
（
（（
）（
（（
）
等
〕。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
宮
内
省
図
書
印
」
の
存
在
や
書
名
の
一
致
等
を
根
拠
と
し
て
現
在
一
八
部
程
度
を
推
測
し
て
い
る
〔
下
文
の
翻
刻
参
照
〕
が
、『
伊
勢
物
語
』
関
係
書
な
ど
さ
ら
に
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
　
二
つ
め
と
し
て
は
、
宮
内
省
内
の
他
部
局
や
京
都
帝
国
大
学
に
移
管
さ
れ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
侍
講
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
四
月
一
五
日
に
「
和
洋
典
籍
神
代
紀
葦
芽〔牙
〕以
下
九
拾
七
部
冊
数
五
百
九
拾
九
冊
」
が
太
政
官
文
庫
掛
へ
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
、
吹
上
御
文
庫
本
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
（
（（
（
。
つ
い
で
同
年
一
〇
月
一
四
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
三
回
に
渡
り
、「
書
名
七
拾
八
種
、
冊
数
千
六
百
八
拾
六
冊
ト
七
折
、
箱
数
三
個
、」〔
侍
講
日
記
同
月
一
四
日
条
〕、「
書
名
拾
三
種
、
冊
数
千
五
百
六
拾
八
冊
、
内
二
冊
ハ
追
テ
引
渡
ノ
筈
、
箱
数
拾
貳
個
、」〔
同
書
同
月
一
六
日
条
〕、「
書
名
七
拾
八
種
、
冊
数
六
百
八
拾
五
冊
ト
貳
折
、
箱
数
九
個
、」〔
同
書
同
月
二
九
日
条
〕
の
合
計
一
六
九
種
三
九
四
三
点
が
華
族
女
学
校
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
五
月
に
い
た
り
、
下
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〔
図
書
録
明
治
二
四
年
第
四
号
〕。
た
だ
し
そ
の
時
に
は
一
六
八
部
三
九
二
八
冊
と
計
算
さ
れ
て
お
り
、
数
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。
明
治
二
四
年
時
の
記
録
に
は
目
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
書
名
が
判
明
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
吹
上
御
文
庫
本
が
含
ま
れ
て
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い
る
か
ど
う
か
ま
で
は
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
本
目
録
と
対
照
さ
せ
る
と
、
一
〇
な
い
し
二
〇
部
程
度
は
吹
上
御
文
庫
本
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
書
目
が
存
在
す
る
。
　
同
年
一
〇
月
に
は
図
書
寮
蔵
書
の
う
ち
、
複
数
存
在
す
る
も
の
や
有
職
書
類
等
で
差
し
向
き
不
必
要
な
る
も
の
、
近
刊
に
係
る
尋
常
一
様
の
も
の
、
旧
幕
府
記
録
書
類
、
古
賀
本
中
の
蘭
書
な
ら
び
に
旧
刊
の
英
書
等
に
つ
い
て
は
学
習
院
・
華
族
女
学
校
・
帝
国
博
物
館
等
、
あ
る
い
は
調
度
局
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
り
〔
図
書
録
明
治
二
四
年
第
八
号
〕、
具
体
的
に
は
翌
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
一
月
に
、
学
習
院
へ
二
三
七
部
一
二
九
三
点
（
内
、
国
書
が
七
〇
部
四
九
九
冊
、
漢
書
が
一
八
部
三
七
八
冊
、
残
り
が
新
書
）、
華
族
女
学
校
へ
一
〇
九
部
一
五
四
四
冊
（
内
、
国
書
が
六
三
部
九
五
九
冊
、
漢
書
が
三
四
部
四
九
三
冊
、
残
り
が
新
書
）、
帝
国
博
物
館
へ
二
八
部
一
二
四
冊
（
内
、
国
書
が
五
部
三
八
冊
、
漢
書
が
八
部
五
六
冊
、
残
り
が
新
書
）
が
〔
図
書
録
明
治
二
五
年
第
一
号
〕、
三
月
に
調
度
局
へ
一
二
三
四
部
（
内
、
国
書
が
二
六
部
、
漢
書
が
三
七
部
、
残
り
が
新
書
）
が
引
き
渡
さ
れ
た
〔
図
書
録
明
治
二
五
年
第
四
号
〕。
調
度
局
引
き
渡
し
分
は
詳
細
が
不
明
で
あ
る
が
、
学
習
院
・
華
族
女
学
校
・
帝
国
博
物
館
に
つ
い
て
は
目
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
目
録
と
の
対
比
の
結
果
、
学
習
院
に
つ
い
て
は
三
〇
部
程
度
、
華
族
女
学
校
に
つ
い
て
は
二
〇
部
程
度
（
（（
（
、
帝
国
博
物
館
に
つ
い
て
は
数
部
程
度
が
吹
上
御
文
庫
本
に
該
当
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
（1
（
。
　
さ
ら
に
こ
の
後
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
月
に
帝
国
図
書
館
と
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
重
複
書
が
貸
与
さ
れ
〔
図
書
録
明
治
三
〇
年
第
四
号
の
内
、
明
治
三
一
年
第
八
号
の
内
〕、大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
そ
れ
ら
の
内
、二
二
一
部
（
松
岡
本
一
〇
四
部
、
在
来
本
一
一
七
部
）
二
三
一
二
冊
が
京
都
帝
国
大
学
に
譲
渡
さ
れ
た
〔
図
書
録
大
正
二
年
第
一
一
号
（
（（
（
〕。
こ
の
中
に
旧
禁
裏
本
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
が
存
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
〔
田
中
〕
が
、
本
目
録
と
対
比
さ
せ
る
と
、
そ
の
他
に
も
吹
上
御
文
庫
本
が
三
〇
部
以
上
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
三
つ
め
と
し
て
は
御
物
や
皇
后
御
料
と
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
侍
講
日
記
』
に
記
載
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
再
び
図
書
寮
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
動
き
が
追
え
な
い
も
の
も
あ
り
、
現
所
在
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。『
侍
講
日
記
』
の
記
載
は
下
文
の
翻
刻
に
備
考
と
し
て
付
し
た
。
　
こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
吹
上
御
文
庫
本
は
原
則
と
し
て
書
陵
部
に
現
蔵
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
多
く
は
目
録
記
載
に
よ
る
対
比
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
下
文
翻
刻
備
考
欄
に
記
し
た
所
蔵
先
も
し
く
は
函
架
番
号
が
正
し
い
と
も
言
い
切
れ
ず
、
対
応
す
る
可
能
性
の
あ
る
書
籍
が
複
数
存
在
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
適
当
な
対
応
関
係
が
見
出
せ
な
い
場
合
な
ど
、
多
々
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
本
目
録
が
東
京
に
回
送
さ
れ
た
旧
京
都
御
所
収
蔵
本
を
記
し
た
目
録
と
し
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
確
認
で
き
た
と
考
え
る
（
（（
（
。
本
目
録
の
存
在
に
よ
っ
て
東
京
に
回
送
さ
れ
た
旧
禁
裏
本
が
、
書
陵
部
御
所
本
や
国
会
図
書
館
本
（
の
一
部
）
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
多
く
存
在
し
て
い
る
（
い
た
）
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
な
お
、
本
稿
で
行
な
っ
た
よ
う
な
目
録
を
活
用
し
て
研
究
を
進
め
る
手
法
は
、
近
年
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
ま
だ
数
多
く
の
目
録
が
活
用
さ
れ
ず
に
埋
も
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
目
録
の
発
掘
お
よ
び
精
査
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』翻
刻
　
凡
例
•
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
体
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
。
•
翻
刻
の
鼇
頭
に
本
文
丁
数
を
記
し
、書
目
に
は
、イ
ロ
ハ
順
（
お
よ
び
「
目
録
外
」
「
仮
皇
居
へ
取
寄
之
分
」）
と
イ
ロ
ハ
順
等
内
に
お
け
る
通
し
番
号
か
ら
な
る
書
目
番
号
を
振
っ
た
。
•
各
行
の
下
部
に
「
函
架
番
号
」「
家
別
」「
備
考
」
と
し
て
対
応
す
る
現
蔵
等
の
推
定
デ
ー
タ
を
付
し
た
。
対
応
書
の
現
蔵
先
が
書
陵
部
の
場
合
は
函
架
番
号
を
、
東
山
御
文
庫
の
場
合
は
勅
封
番
号
を
記
し
、
学
習
院
に
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「
学
」、
華
族
女
学
校
に
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「
女
」、
帝
国
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「
博
」、
京
都
帝
国
大
学
に
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
は
「
京
大
」
と
記
し
、
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
が
確
認
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
請
求
番
号
を
記
し
た
。
書
陵
部
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
お
け
る
家
別
を
参
考
と
し
て
注
記
し
た
（
家
別
記
号
が
な
い
場
合
は
「
無
」
と
表
記
）。
な
お
例
え
ば
二
部
の
う
ち
の
一
部
の
み
対
応
書
が
判
明
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
の
分
し
か
記
さ
な
か
っ
た
の
で
、
注
意
さ
れ
た
い
。
•
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
見
や
す
さ
を
重
視
し
、
文
字
の
大
き
さ
や
字
間
・
行
間
は
必
ず
し
も
原
本
通
り
と
は
し
て
い
な
い
。
•
書
目
比
定
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
行
な
っ
た
。
①
　
ま
ず
書
陵
部
現
蔵
書
中
、
御
所
本
・
御
歌
所
本
・
桂
宮
本
（
（（
（
・
在
来
本
（
明
治
以
後
は
除
外
）
を
対
象
と
し
、
ａ
．
書
名
や
外
題
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
冊
数
も
合
致
す
る
書
が
一
点
し
か
な
い
場
合
、
ｂ
．
書
名
や
外
題
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
冊
数
も
合
致
す
る
書
が
複
数
存
在
す
る
が
、「
御
所
本
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
書
物
と
し
て
は
一
点
し
か
な
い
場
合
、
は
そ
れ
を
優
先
し
て
記
す
こ
と
と
し
た
。
②
　
①
に
該
当
す
る
書
籍
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
東
山
御
文
庫
本
や
学
習
院
・
華
族
女
学
校
・
博
物
館
・
京
都
帝
国
大
学
譲
渡
本
も
含
め
て
、
該
当
す
る
可
能
性
が
一
点
に
絞
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
あ
る
一
点
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
記
す
こ
と
と
し
た
。。
③
　
①
②
に
該
当
し
て
も
、
そ
の
他
の
所
見
に
よ
り
吹
上
御
文
庫
本
に
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
明
治
以
降
に
購
入
・
献
納
等
に
よ
り
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
、
桂
宮
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
も
の
）
は
適
宜
除
外
し
た
。
④
　
候
補
と
な
る
書
が
多
数
存
在
す
る
場
合
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
。
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丁
書
　
　
名
員 
数
函
架
番
号
家
別
備
　
　
考
（
オ
（
（
一
代
要
記
全
十
冊
　
一
筥
（1（
（
無
（
（
韻
会
小
補
全
三
十
一
冊
（（（
（（
無
（
（
韻
府
抜
粋
四
冊
　
一
筥
（（（
（（
無
（
（
韻
学
大
成
二
冊
　
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
伊
勢
物
語
三
冊
　
一
筥
（（（
（（（
（
御
）
（
（
同
一
冊
　
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（
（
同
一
冊
　
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（
（
同
全
一
冊
　
七
部
（（（
（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
女
（
（
同
五
冊
（
（1
同
四
冊
（
ウ
　
イ
印
第
壱
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
一
人
三
臣
和
歌
三
冊
（（（
―（（（
（
二
冊
）（
御
）
と（（（
―（（
（
一
冊
）（
御
）
か
（
（（
今
川
為
和
集
全
五
冊
（1（
（1（
（
御
）
（
（（
一
字
御
抄
全
八
冊
（（（
（（
無
（
（（
伊
勢
物
語
愚
案
抄
乾
坤
二
冊
（（（
（（1
（
御
）
（
（（
同
上
下
二
冊
（
（（
伊
勢
物
語
傍
註
上
下
二
冊
（
（（
一
字
抄
上
下
二
冊
（（（
（1
無
（
（（
同
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
オ
（
（（
伊
勢
物
語
抒
海
全
十
冊
　
二
部
（（（
（（
（
歌
）
（（（
（（（
（
歌
）
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イ
印
第
貳
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
　
内
（
（1
伊
勢
童
子
問
全
七
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
抄
上
中
下
三
冊
（
（（
同
八
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
は
八
部
各
一
冊
か
（（（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（（
（1
（
御
）
（
（（
一
人
三
臣
上
下
二
冊
（1（
（1（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
聞
書
四
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（（1
（（1
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
系
図
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
聞
書
抄
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（
ウ
（
（（
伊
勢
物
語
註
入
全
一
冊
学
　
イ
印
第
三
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
一
字
題
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
唯
心
房
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（1
右
筆
条
々
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
斎
宮
女
御
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
略
抄
一
冊
勅
（（（
―（
―（ヵ
（
（（
伊
勢
物
語
注
二
冊
（
（（
郁
芳
三
品
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
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（
オ
（
（（
一
葉
抄
上
下
二
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
同
全
一
冊
京
大
（
―（（/
ｲ
/（
（
（（
和
泉
式
部
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
京
大
（
―（（/
ｲ
/（
（
（（
和
泉
式
部
物
語
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
参
詣
記
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（1
石
清
水
社
御
法
楽
一
冊
（
（（
一
日
百
首
重
通
卿
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
伊
聞
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
院
御
会
延
享
、
寛
延
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
い
そ
の
玉
藻
全
一
冊
　
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（
ウ
（
（（
五
日
百
首
文
禄
五
年
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
一
夜
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
石
清
水
若
宮
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
京
大
（
―（（/
ｲ
/（1
（
（（
石
清
水
社
歌
合
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
院
中
御
日
次
自
貞
享
五
年
至
寛
延
二
年
二
冊
勅
（（（
―（（
―（
明
治
一
二
年
二
月
二
四
日
仮
皇
居
へ
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（
（1
伊
勢
物
語
愚
見
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
不
審
詞
略
註
一
冊
勅
（（（
―（
―（
（
（（
岩
淵
夜
話
前
後
二
冊
（（（
（（
無
（
（（
異
名
部
類
抄
全
一
冊
　
三
部
京
大
（
―（（/
ｲ
/（1
（
（（
伊
勢
集
一
冊
　
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
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（
オ
（
（（
郁
芳
門
院
安
芸
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
殷
富
門
院
大
輔
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
唯
独
自
見
集
上
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
家
経
朝
臣
集
三
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
京
大
（
―（（/
ｲ
/（
（
（（
伊
勢
大
輔
集
四
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
京
大
（
―（（/
ｲ
/（
（
（1
伊
勢
物
語
難
儀
註
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
遺
塵
和
歌
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
院
政
仁
御
製
御
和
韻
一
冊
（
（（
石
清
水
社
百
首
続
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
院
御
着
到
和
歌
享
保
六
年
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
ウ
（
（（
家
隆
卿
三
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
一
宮
紀
伊
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
伊
勢
物
語
塗
籠
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
石
清
水
八
幡
宮
神
宝
神
財
神
服
画
図
一
巻
（11
（（
無
　
イ
印
第
四
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
韻
府
古
篆
彙
撰
全
五
冊
（（（
（（
（
歌
）
（
（1
韻
鏡
一
冊
　
二
部
（（（
（（（
無
明
治
一
一
年
三
月
八
日
取
出（
侍
講
日
記
）
（
（（
藺
笠
の
し
つ
く
一
冊
　
二
部
（
（（
い
さ
よ
い
の
記
一
冊
（（（
（（
（
御
）
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（
オ
（
空
白
）
（
ウ
（
空
白
）
（
オ
（
（
論
語
抄
全
十
冊
　
一
筥
（（（
（11
無
　
ロ
印
第
壱
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
　
内
（
（
弄
花
抄
全
七
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（
六
百
番
歌
合
全
四
冊
　
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
歌
）
（
（
同
全
三
冊
（1（
（1（
（
御
）
（
（
六
条
修
理
大
夫
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
京
大
（
―（（/
ﾛ
/（
（
（
六
百
番
陳
状
一
冊
（1（
（（（
（
桂
）
（
（
六
条
院
宣
旨
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
（
露
色
随
詠
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
ウ
（
（
六
拾
番
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（1
六
帖
詠
草
全
七
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（
（（
六
条
家
二
代
和
歌
集
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
（
（（
麓
木
抄
一
冊
特
（（
（
御
）
　
ロ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
論
語
石
摺
二
帖
（（（
（（（
無
（
（（
論
語
集
解
全
二
冊
（（（
（1（
無
（
（（
論
語
集
解
義
疏
全
三
冊
（（（
（1（
無
（
（（
論
語
全
四
冊
　
二
部
（
オ
（
（（
同
全
二
冊
　
二
部
（（（
（（（
（
御
）
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（
（（
同
全
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
同
四
冊
　
端
本
（
ウ
（
空
白
）
（
オ
（
（
八
代
集‌
小
本
全
八
冊
　
一
筥
（（1
（（（
（
御
）
（
（
同‌
小
本
全
八
冊
　
一
筥
女
（
（
同
全
十
冊
　
一
筥
（
（
同
全
十
六
冊
　
一
筥
（
（
同
　
具
世
卿
筆
全
十
五
冊
　
一
筥
（（（
（（
（
御
）
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（
八
代
集
抄
全
二
十
五
冊
一
筥
（
（
稗
海‌
前
続
全
四
十
冊
　
一
筥
（1（
（（
無
（
（
万
姓
統
譜
全
六
十
八
冊
一
筥
（11
（（
無
（
（
破
邪
集
全
八
冊
　
一
筥
（（（
（（（
無
（
（1
博
物
典
彙
全
六
冊
　
一
筥
（1（
（（
無
（
ウ
（
（（
博
古
図
全
十
六
冊
　
一
筥
C（
（1
（
御
）
二
二
冊
中
の
一
六
冊
か
　
明
治
九
年
九
月
二
七
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（（
白
氏
長
慶
集
全
二
十
四
冊
一
筥
（（1
（（
無
（
（（
白
氏
文
集
全
十
六
冊
　
一
筥
（（1
（（
無
（
（（
同
全
十
冊
（
（（
同
六
冊
　
端
本
　
ハ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
芳
林
詩
田
全
三
冊
（（（
（（（
無
（
（（
万
代
早
引
節
用
集
上
下
二
冊
（（（
（1（
無
（
（（
白
氏
文
集
抄
序
一
冊
（
オ
（
（（
万
国
輿
地
図
説
上
中
下
三
冊
（
（1
白
雲
詩
集
全
一
冊
（（（
（（（
無
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（
（（
樊
川
外
集
一
冊
（（（
（（
無
五
冊
中
の
一
冊
（
（（
樊
川
文
集
四
冊
（（（
（（
無
五
冊
中
の
四
冊
（
（（
博
覧
古
言
全
五
冊
　
一
帙
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（
（（
博
物
誌
全
四
冊
（11
（（（
無
（
（（
俳
賦
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
万
宝
全
書
全
八
冊
（1（
（（
無
（
（（
浜
松
の
中
納
言
四
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
柏
玉
集
上
中
下
三
冊
　
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（
ウ
（
（（
柏
玉
集
全
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（1
同
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
花
園
院
御
集
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
花
園
院
御
製
一
冊
（（（
（（1
（
御
）
（
（（
栢〔柏
〕逍
冷
三
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
花
十
首
寄
書
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
（（
八
景
詩
歌
三
冊
（1（
（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（
（
御
）
勅
（1（
―（
―（（
明
治
一
九
年
三
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
侍
講
局
雑
書
）
（
（（
栢〔柏
〕聞
書
一
冊
勅
（（（
―（
―７
（
（（
浜
の
ま
さ
こ
全
三
冊
　
二
部
（（1
（（（
無
学
（
（（
八
十
番
歌
合
一
冊
（1（
（（
（（（
）（
御
）
（1
オ
（
（（
芳
雲
和
歌
集
類
題
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（1
浜
木
綿
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
八
代
集
秀
逸
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（
（（
佩
文
韻
府
二
冊
　
端
本
（1
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（
（
二
十
一
代
集
全
五
十
六
冊
一
筥
（（（
（1
無
（
（
同
全
五
十
六
冊
一
筥
（（（
（（（
（
歌
）
（
（
同
全
二
十
七
冊
一
筥
（（1
（（
無
（
（
同
全
三
十
六
冊
一
筥
（11
（
無
（
（
同
全
四
十
冊
一
筥
（
（
二
八
明
題
集
全
六
冊
一
筥
（1（
（（
（
桂
）
（
（
二
句
類
句
十
三
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
二
程
全
書
全
十
六
冊
　
一
筥
（（（
（（
無
（
（
日
本
国
地
理
測
量
幷
三
十
三
国
測
量
之
図
二
帖
　
一
筥
E（
（（
無
（
（1
日
本
紀
類
入
記
添
二
十
冊
一
筥
（（（
（
（
御
）
（（
ウ
（
（（
日
本
書
紀
全
十
七
冊
一
筥
明
治
一
一
年
三
月
八
日
皇
后
宮
御
料
に
上
る
（
侍
講
日
記
）
（
（（
日
本
逸
史
全
二
十
冊
一
筥
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（
（（
二
十
一
代
集
分
類
全
五
十
冊
一
筥
（（（
（
無
　
二
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（（
日
本
後
紀
略
全
二
十
冊
（（（
（1（
（
御
）
（
（（
二
程
治
教
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（
（（
日
本
書
紀
神
代
講
述
鈔
一
冊
学
（
（（
日
本
外
史
補
全
三
冊
二
部
二
帙
（
（（
同
全
九
冊
（（（
（（（
無
（（
オ
（
（（
日
本
文
鈔
上
中
下
三
冊
（（（
（（
無
（
（1
日
本
歳
時
記
全
四
冊
京
大
or女
（
（（
日
本
政
記
全
四
冊
一
帙
（（（
（（
（
御
）
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（
（（
日
本
王
代
一
覧
六
冊
一
壱
冊
欠
博
（
（（
日
本
国
開
闢
由
来
記
全
六
冊
学
（
（（
改正
日
本
輿
地
路
程
全
図
二
帖
対
応
書
は
二
部
各
一
帖
か
（
（（
入
学
問
答
全
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（
（（
女
房
家
歌
合
一
冊
（1（
（（
（（
）
（
御
）
（
（（
二
条
家
代
々
百
首
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
二
条
院
讃
岐
集
全
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
京
大
（
―（（/
ﾆ
/（
（（
ウ
（
（（
二
十
八
品
歌
三
冊
（
（1
二
拾
番
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
二
十
一
代
集
巻
頭
全
一
冊
二
部
（
（（
入
道
大
納
言
資
賢
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
如
願
法
師
集
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
二
条
大〔太
〕皇
大〔太
〕后
宮
大
貳
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
錦
木
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
入
道
民
部
卿
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
二
条
金
城
行
幸
一
冊
（
（（
二
四
代
集
上
下
二
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（
オ
（
（（
同
全
一
冊
二
部
（1（
（（1
（
御
）
学
（
（1
日
記
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
日
本
紀
和
歌
一
冊
（（（
（（
（
御
）
100
国立歴史民俗博物館研究報告
第 186集　2014年 3月
（
（（
西
宮
左
大
臣
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（
（
本
朝
画
史
全
五
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
本
朝
画
印
全
一
冊
（（（
（（（
無
（
（
鳳
岡
林
先
生
全
集
全
六
十
七
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
本
草
綱
目
全
三
十
八
冊
一
筥
（（（
（（
無
（
（
法
帖
類
八
帖
一
筥
（
（
北
史
全
三
十
冊
一
筥
（
（
北
斉
書
全
八
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（
本
朝
武
家
評
林
全
六
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
本
朝
武
家
高
名
記
五
冊
（（（
（1（
無
（（
ウ
　
ホ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（1
本
朝
通
記
前
篇
十
冊
五
ヨ
リ
十
一
迄
欠
（（（
（（（
無
（
（（
同
後
篇
十
七
冊
（（（
（（（
無
（
（（
輔
養
編
全
一
冊
（（（
（1（
無
（
（（
補
義
荘
子
因
全
六
冊
（（（
（1（
無
（
（（
保
建
大
記
打
聞
全
三
冊
六
部
（（（
（1
（
御
）
（（（
（（
無
（（（
（（（
無
（（（
（（1
無
女学
（
（（
保
建
大
記
一
冊
端
本
学
（
（（
本
朝
年
代
即
鑑
全
一
冊
二
部
（（1
（（
無
 
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［宮内庁書陵部所蔵京都御所旧蔵本の由来]……小倉慈司
学
（
（（
本
朝
書
籍
目
録
全
一
冊
（（
オ
（
（（
保
暦
間
記
全
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
鳳
箏
譜
一
冊
（（（
（1（
無
（
（1
本
朝
文
粋
一
冊
端
本
（
（（
本
朝
皇
胤
紹
運
録
全
一
冊
二
部
（（（
（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
本
朝
年
代
人
物
掌
覧
上
下
二
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（
（（
本
朝
編
年
小
史
全
三
冊
（（（
（（（
無
（
（（
宝
石
類
書
十
五
冊
（1（
（（
無
（
（（
宝
治
二
年
歌
合
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
（（
慕
風
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
法
華
序
品
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
（（
堀
川
院
百
首
上
中
下
三
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（
（（
同
三
冊
（
（1
堀
川
院
次
郎
百
首
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
歌
）
（
（（
同
全
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
法
花
二
十
八
品
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
堀
川
院
百
首
和
歌
全
一
冊
三
部
（1（
（（
（
御
）
（（（
（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
法
皇
御
製
二
冊
勅
（（（
―（
―（
明
治
一
四
年
一
一
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
図
書
録
）
（
（（
宝
治
百
首
上
中
下
三
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
（（
堀
川
院
類
聚
百
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
法
門
四
十
七
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
オ
（
（（
法
華
要
文
百
首
和
歌
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
堀
川
院
艶
書
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（1
宝
玉
集
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（
（（
堀
川
百
首
肝
要
抄
全
一
冊
（（（
（
無
（
（（
宝
治
御
百
首
四
冊
（
（（
方
輿
勝
覧
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
法
皇
御
所
勅
撰
千
首
和
歌
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
宝
治
歌
合
一
冊
（1（
（（
（（（
）
（
御
）
（
（（
法
住
寺
殿
歌
合
一
冊
（1（
（（
（（
）
（
御
）
（
（（
発
心
和
歌
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
二
部
脱
か
（（1
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
（（
慕
風
愚
吟
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
本
院
侍
従
集
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（1
宝
永
二
年
仙
洞
御
着
到
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（
（
丙
丁
録
一
冊
一
筥
（11
（（（
無
　
ヘ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（
便
蒙
対
類
編
全
一
冊
（（（
（（（
無
（
（
闢
邪
小
言
全
四
冊
（（（
（（（
無
（
（
弁
疑
録
全
四
冊
（（（
（1（
無
（
（
弁
乳
母
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（
別
雷
社
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（
碧
玉
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
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［宮内庁書陵部所蔵京都御所旧蔵本の由来]……小倉慈司
（（
オ
（
（
動
植
品
彙
全
二
十
七
冊
二
部
二
筥
（（（
（（（
無
（（（
（（（
無
明
治
九
年
六
月
一
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（
東
破〔坡
〕集
註
全
二
十
七
冊
一
筥
（
（
東
坡
全
集
全
三
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
杜
氏
通
典
全
四
十
九
冊
一
筥
（
（
杜
詩
集
註
全
二
十
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
東
国
通
鑑
全
五
十
七
冊
一
筥
（（（
―（（（
（
無
）or（（（
―（
（
無
）か
（
（
頭
書
字
彙
十
四
冊
一
筥
午
一
冊
欠
女
（
（
読
書
録
全
十
二
冊
一
筥
　
ト
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
ウ
（
（
童
蒙
入
学
問
全
一
冊
（
（1
童
蒙
頌
韻
略
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
童
蒙
抄
全
五
冊
（（（
（
無
（
（（
同
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
東
国
名
所
図
絵
全
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
読
史
管
見
全
六
冊
（（（
（1
無
（
（（
童
訓
略
頌
一
冊
勅
（（（
―（
―（1
明
治
一
九
年
三
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
侍
講
局
雑
書
）
（
（（
杜
律
集
解
全
五
冊
（（（
（1（
無
（
（（
灯
前
夜
話
上
下
二
冊
（
（（
杜
律
五
言
集
解
詳
説
全
六
冊
（（（
（1（
無
（（
オ
（
（（
童
子
問
上
中
下
三
冊
一
帙
（（（
（1（
無
（
（1
杜
工
部
集
全
八
冊
一
帙
（
（（
東
海
道
分
間
之
図
一
帖
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（
（（
東
斎
随
筆
一
冊
（11
（（
（
御
）
（
（（
土
佐
日
記
上
下
二
冊
二
部
（
（（
同
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
か
（
（（
土
佐
日
記
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
頓
阿
句
題
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
洞
裏
御
会
抜
書
一
冊
（（（
（1
（
御
）
（
（（
春
宮
御
会
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
ウ
（
（（
洞
院
摂
政
家
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（1
当
座
御
会
正
中
三
年
一
冊
特
（（
（
御
）
（
（（
頓
阿
法
師
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
東
照
宮
十
七
箇
条
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
当
世
百
歌
仙
全
一
冊
（（1
―（（（
（
無
）or（（（
―（（（
（
歌
）か
（
（（
藤
三
位
集
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
時
明
集
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
主
殿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
敏
行
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
朝
光
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
オ
（
（（
朝
忠
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（1
俊
忠
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
藤
六
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
独
言
一
冊
（11
（（（
（
歌
）
（
（（
独
看
和
歌
集
全
十
冊
（（（
―（（
（
歌
）or
（（1
―（（（
（
歌
）か
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（
（（
都
鳥
考
一
冊
（（（
（（
無
（
（（
東
野
州
家
集
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（
（（
と
り
か
へ
は
や
四
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
と
は
す
か
た
り
五
冊
（（（
（（
（
御
）
（1
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（
（
勅
撰
作
者
部
類
上
中
下
三
冊
一
筥
（（（
（（（
（
御
）（（（
―（（
の
可
能
性
も
（
（
同
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
御
）（（（
―（（（
の
可
能
性
も
（
（
同
全
五
冊
（（（
（（（
無
（
（
中
古
歌
仙
一
帖
一
筥
（
（
陳
書
全
六
冊
一
筥
（
（
寵
寿
堂
詩
集
全
八
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（
（
中
山
伝
信
録
六
冊
一
筥
　
チ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（
長
恨
歌
一
巻
（（
ウ
（
（
中
庸
全
一
冊
五
部
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
中
庸
発
揮（（（
―（（（
（
御
）？
（
（1
注
解
楚
辞
全
集
全
七
冊
（（（
（（1
無
（
（（
治
平
略
全
十
四
冊
（（（
（（
無
（
（（
長
元
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
親
長
卿
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
筑
後
国
高
良
法
楽
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
竹
園
月
次
和
歌
一
冊
特
（（
（
御
）
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（
（（
千
種
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
着
到
百
首
一
冊
（（
オ
（
（（
親
長
卿
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（1
竹
苑
抄
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
重
陽
御
会
抜
書
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
長
明
集
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
長
寿
院
内
府
九
十
賀
歌
二
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
聴
雪
集
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（
（（
勅
撰
一
字
抄
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（
（（
中
古
和
歌
類
題
集
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（
（（
千
ま
ち
の
抜
穂
全
一
冊
二
部
（
（（
長
秋
詠
草
上
下
二
冊
京
大
（
―（（/
ﾁ
/（
（（
ウ
（
（（
長
秋
詠
草
全
一
冊
（1（
（（（
（
御
）（（（
―（（（
も
あ
り
（
（1
中
納
言
宣〔兼
ヵ
〕輔
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
中
空
之
日
記
全
一
冊
女
（
（（
澄
覚
法
親
王
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
竹
亭
和
歌
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
中
殿
御
会
一
冊
（
（（
千
鳥
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
中
納
言
俊
忠
卿
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（
（（
長
秋
草
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
オ
（
（（
直
解
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
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（（
オ
（
（
六
家
集
類
句
全
十
二
冊
一
筥
（（（
（（（
（
歌
）
（
（
六
家
集
全
十
八
冊
二
部
二
筥
（1（
（（（
（
御
）
女
（
（
遼
史
全
十
二
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（
梁
書
全
十
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（
（
呂
氏
家
塾
読
詩
記
全
九
冊
一
筥
（（1
（（
（
桂
）
　
リ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（
（
陸
宣
公
全
集
全
八
冊
（（（
（（（
無
（
（
劉
向
列
女
伝
全
八
冊
（（
ウ
（
（
劉
向
新
序
全
五
冊
（（（
（（（
無
（
（
陸
宣
公
全
集
注
九
冊
壱
一
冊
欠
（（（
（（
無
（
（1
呂
氏
春
秋
全
五
冊
（（（
（1（
無
（
（（
略
韻
上
下
平
二
冊
（（（
（（
無
（
（（
劉
向
説
苑
纂
註
全
十
冊
（（（
（1（
無
（
（（
李
徳
裕
丹
箴
一
冊
（（（
（（（
無
（
（（
龍
山
鷹
百
首
注
一
冊
（（（
（（
（
御
）
現
書
名
「
鷹
百
首
注
」
（
（（
両
卿
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
隆
源
僧
正
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
龍
山
詠
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
（
（（
両
吟
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
龍
山
新
鷹
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（1
梁
塵
愚
案
抄
全
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
女
（
（（
六
部
抄
一
冊
東
山
ヵ
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（
（（
臨
永
和
歌
集
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
桂
）
（1（
（1（
（
桂
）
（
（（
林
葉
集
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（
（（
隣
女
集
三
冊
端
本
（（（
（
（
御
）
（
（（
柳
葉
和
歌
集
五
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（1
（
類
礎
全
二
十
五
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（1
（
同
　
七
冊
（（（
（1（
（
御
）
（1
（
類
題
和
歌
集
全
十
六
冊
一
筥
（1（
（1
（
御
）
（1
（
同
全
三
十
一
冊
三
部
三
筥
（（（
（（（
無
（（（
（（（
無
（（1
（（（
（
歌
）
（1
（
同
全
十
冊
二
部
二
筥
（（1
（（
（
御
）（（1
―（（（
の
内
十
冊
か
（1
（
同
全
六
冊
二
部
二
筥
（1（
（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（1
（
同
九
冊
端
本
（（1
（（（
無
（1
（
類
葉
鈔
十
三
冊
一
筥
（1
（
類
句
六
十
冊
一
筥
（（（
（1（
（
歌
）
（1
（1
類
聚
国
史
全
三
十
冊
一
筥
明
治
九
年
三
月
五
日
当
局
へ
取
寄（
侍
講
日
記
）対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
ウ
（1
（（
類
題
寄
書
全
三
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（1
（（
同
一
冊
端
本
（（（
（（（
（
御
）
　
ル
印
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
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内
（1
（（
類
字
仮
名
遣
全
一
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（（
（（（
無
（1
（（
類
集〔聚
〕卅
六
人
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
類
聚
百
首
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（（（
（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
類
題
目
録
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（
類
聚
和
歌
二
冊
（（（
（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
類
題
六
家
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
（1
（（
類
題
和
歌
作
例
集
上
下
二
冊
（1
（1
類
題
三
家
和
歌
集
全
四
冊
（（1
（（（
無
（1
（（
類
字
仮
名
遣
抜
書
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
類
聞
集
一
冊
（（1
（（1
無
（1
（（
類
題
和
歌
補
全
六
冊
（（1
（1（
無
（1
（（
類
題
草
根
和
歌
集
全
一
冊
（1
（（
類
字
名
所
和
歌
集
全
四
冊
（（1
（（（
無
（1
（（
同
全
一
冊
（（（
（1（
（
歌
）
（1
（（
類
聚
万
葉
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（
類
題
和
歌
補
闕
全
一
冊
（（1
―（（（
の
内
の
一
冊
か
（（
ウ
（1
（（
類
聚
目
録
二
冊
（（1
（（（
無
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（1
（1
類
聚
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
オ
（（
（
大
系
図
全
三
十
冊
一
筥
明
治
一
二
年
二
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
御
手
鑑
歌
合
二
帖
一
筥
（（
（
大
坂
内
海
図
二
葉
一
筥
E（
（（
無
　
ヲ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
大
鏡
八
冊
（（（
（1（
無
（（
（
同
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（
御
室
撰
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
御
室
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
御
点
取
　
元
文
五
年
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
ウ
（（
（
御
点
取
　
万
治
、寛
文
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（1
（
御
）
（（
（1
同
　
寛
延
元
年
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（（
（1
同
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
老
の
す
さ
ひ
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
着
到
部
類
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
点
取
部
類
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
点
取
類
聚
一
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（
（（
御
着
到
百
首
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
小
倉
百
首
批
釈
二
冊
（1（
（（（
無
（（
（（
小
野
篁
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
お
き
つ
波
全
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
大
ぬ
さ
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
尾
張
廼
家
苞
全
二
冊
（（（
（
無
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（（
（（
荻
の
し
お
り
上
下
二
冊
（（1
（11
（
歌
）
（（
（（
温
室
後
集
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
小
倉
山
庄
色
帋
和
歌
上
下
二
冊
（（
（（
同
全
一
冊
（（
（（
応
仁
三
年
三
月
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
を
し
ま
の
す
さ
ひ
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
お
ち
く
ほ
四
冊
（（（
（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
奥
入
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
オ
（（
（
和
漢
朗
詠
二
巻
一
筥
（1（
（（（
無
（（
（
和
漢
三
才
図
絵
全
八
十
一
冊
一
筥
（1（
（
無
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
王
文
格〔恪
〕公
集
全
八
冊
一
筥
（（（
（（
無
　
ワ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
和
名
類
聚
鈔
全
五
冊
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）対
応
候
補
書
複
書
数
あ
り
（（
（
倭
朝
姓
氏
譜
全
三
十
冊
（（（
（（
無
（（
（
和
論
語
全
十
冊
（（（
（（（
無
（（
（
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
上
中
下
三
冊
（（（
―（（
（
無
）or（（（
―（（
（
無
）か
（（
（
和
朝
名
勝
画
図
全
五
冊
（1
ウ
（（
（
倭
漢
歴
代
備
考
大
成
全
十
二
冊
（（1
（（
無
（（
（1
王
代
一
覧
上
中
下
三
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（
（（
和
歌
世
々
の
し
お
り
全
三
冊
（（（
―（（（
（
御
）or（（1
―（（（
（
御
）か
（（
（（
和
州
旧
跡
幽
考
全
四
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
我
身
に
た
と
る
姫
君
八
冊
（（（
（
（
御
）
（（
（（
和
漢
朗
詠
集
全
二
冊
八
部
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
二
部
（（1
（（（
（
御
）
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（（
（（
和
漢
朗
詠
集
抜
書
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（（
和
歌
名
所
追
考
五
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
和
歌
古
語
深
秘
抄
乾
坤
二
冊
（（1
（（（
無
（（
オ
（（
（（
和
歌
名
所
一
覧
全
七
冊
A
（
（1（（
（
歌
）
（（
（1
同
全
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
和
漢
朗
詠
集
註
全
二
冊
（（1
（（
無
（（
（（
和
歌
呉
竹
集
全
十
冊
（（（
（（
無
（（
（（
同
上
下
二
冊
学
（（
（（
倭
訓
栞
前
編
八
冊
（（（
（（（
（
歌
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
中
篇
五
冊
（（（
（（（
（
歌
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
和
訓
類
林
全
四
冊
（（（
（11
（
歌
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
和
歌
色
葉
集
上
中
下
三
冊
二
部
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
部
類
全
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
和
漢
朗
詠
国
字
抄
全
一
冊
（（1
（（（
無
　
ワ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（1
和
漢
三
五
韻
十
五
冊
一
帙
（（（
（1
無
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日
仮
皇
居
へ
持
参（
侍
講
日
記
）
（（
（（
和
歌
言
葉
の
千
種
全
二
冊
一
帙
（（
（（
和
歌
名
所
秋
の
寝
覚
全
五
冊
（（1
（（1
無
（（
（（
和
歌
八
重
垣
全
二
冊
一
帙
（（1
（1（
（
御
）
（（
（（
和
歌
う
ひ
ま
な
ひ
全
八
冊
（（1
―（（1
or（（1
―（（（
か
（（
（（
和
歌
新
呉
竹
集
上
下
二
冊
（（1
―（（（
の
内
か
（（
（（
和
歌
枕
詞
補
註
上
下
二
冊
（（1
（1（
（
歌
）
（（
オ
（（
（（
和
歌
景
物
便
覧
上
下
二
冊
（（
（（
和
歌
こ
と
は
の
栞
全
一
冊
（（1
（（（
無
113
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（（
（（
和
歌
ふ
る
の
山
ふ
み
全
四
冊
（（
（1
同
全
一
冊
三
部
（（1
（（（
無
女
（（
（（
和
歌
麓
の
塵
全
一
冊
　
ワ
印
第
三
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
和
漢
年
契
全
一
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
（（
和
漢
名
数
大
全‌
小
本
全
一
冊
二
部
（（
（（
和
魂
邇
教
全
一
冊
（1（
（（（
無
（（
ウ
（（
（（
和
歌
名
所
集
覧
上
中
下
三
冊
（（1
（（1
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
一
帙
（（
（（
和
漢
合
類
大
節
用
集
上
下
二
冊
一
帙
（（（
（（
（
歌
）
他
に
も
候
補
あ
り
（（
（（
王
海
僊
画
離
騒
九
歌
図
一
帖
（（（
（（1
無
（（
（（
和
歌
三
十
六
家
集
三
冊
（（1
（（（
無
（（
（1
和
歌
詞
寄
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
三
代
集
詞
解
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
和
歌
秘
蔵
鈔
本
末
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
和
歌
灌
頂
之
巻
一
冊
（1（
（（（
（
歌
）
（（
（（
和
歌
次
第
之
事
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
和
歌
初
学
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
分
類
全
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
京
大
（
―（（/
ﾜ
/（1
（（
（（
和
漢
名
所
詩
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
童
蒙
抄
上
下
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1
分
葉
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
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（（
（（
和
歌
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
題
林
抄
上
下
二
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
京
大
（
―（（/
ﾜ
/（（
（（
（（
和
歌
四
病
一
冊
（（
ウ
（（
（（
和
歌
御
会
三
冊
（（
（（
和
歌
九
品
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（
（（
和
歌
極
意
之
事
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
和
歌
知
顕
集
二
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（
（（
和
歌
会
次
第
二
冊
（（
（1
和
歌
会
所
体
聞
書
一
冊
（（
（（
和
歌
幷
御
遊
御
記
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
和
歌
覚
語
備
忘
一
冊
（（
（（
和
歌
之
条
々
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
和
歌
拾
題
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
和
歌
六
部
抄
全
六
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
同
全
一
冊
学
（（
（（
和
歌
仮
字
題
上
下
二
冊
（（1
（1（
無
（（
（（
和
歌
ぬ
さ
袋
全
一
冊
（（
（（
和
歌
七
部
抄
全
七
冊
（（（
（
無
（（
（1
和
歌
御
会
始
　
享
保
二
十
年
　
延
享
三
年
二
冊
（（
（（
和
字
正
鑑〔濫
〕抄
全
五
冊
（（
（（
同
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
和
漢
兼
作
集
一
冊
（1（
（（（
（
歌
）
（（
（（
和
歌
可
有
用
心
事
一
冊
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（（
ウ
（（
（（
和
歌
随
葉
集
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
和
歌
実
践
集
全
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
和
歌
月
の
し
る
べ
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
和
歌
無
底
抄
全
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
和
歌
十
体
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（
海
内
奇
観
全
十
冊
一
筥
一
帙
（（（
（（（
無
（（
（
漢
書
前
五
十
冊
一
筥
女
（（
（
同
後
六
十
冊
一
筥
学
or女
（（
（
合
纂
類
語
全
二
十
四
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（
漢
魏
叢
書
全
六
十
冊
一
筥
（（1
（（
無
（（
（
翰
林
五
鳳
集
全
十
四
冊
一
筥
（1（
（1
無
（（
（
韓
非
子
上
下
二
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
綱
鑑
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（
（
歌
）
（（
（
孝
経
大
全
全
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（1
孝
経
法
帖
六
帖
一
筥
（（（
（（（
無
（（
ウ
（（
（（
康
熙
字
典
全
十
五
冊
一
筥
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）対
応
候
補
書
　
複
数
あ
り
（（
（（
柿
本
明
神
和
歌
全
一
冊
一
筥
（1（
（（
（
御
）
　
カ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
河
海
抄
全
十
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
同
十
八
冊‌
一
二
貳
冊
欠
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
雅
俗
早
引
節
用
集
乾
坤
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
漢
地
名
所
部
類
一
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
漢
楚
軍
談
全
四
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
漢
和
三
五
韻
全
一
冊
学
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（（
オ
（（
（（
雅
俗
幼
学
新
書
全
二
冊
一
帙
（（（
（（
（
御
）
（（
（1
亀
山
殿
七
百
首
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
歌
辞
要
解
上
下
二
冊
（（1
（1（
（
歌
）
（（
（（
嘉
元
仙
洞
御
百
首
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
賀
茂
翁
家
集
全
五
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
歌
道
手
引
種
上
中
下
三
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
雅
言
集
覧
二
十
二
冊
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
九
冊
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（（
唐
物
語
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
歌
林
雑
木
抄
上
下
二
冊
（（1
（1（
無
（（
ウ
　
カ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
鎌
倉
実
記
全
二
冊
学
（（
（1
海
僊
画
譜
全
一
冊
（（
（（
河
内
名
所
図
会
全
六
冊
（（（
―（（
or（（（
―（
か
（（
（（
同
全
二
冊
（（
（（
監
本
四
書
全
五
冊
一
帙
（（
（（
雅
遊
漫
録
六
冊‌
六
　
一
冊
欠
（11
（（
無
（（
（（
春
日
社
御
法
楽
百
首
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
鴨
長
明
集
一
冊
三
部
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（1
（
御
）
（（
オ
（（
（（
歌
林
良
材
集
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
一
冊
三
部
（（（
（（
（
歌
）
（（（
（（
（
歌
）
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京
大
（
―（（/
ｶ
/（（
（（
（（
か
や
く
き
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
賀
算
記
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
嘉
元
百
首
上
中
下
三
冊
（（
（（
春
日
社
法
楽
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
歌
仙
類
聚
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
歌
仙
八
冊
（（
（（
か
な
つ
か
ひ
問
答
抄
全
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
歌
格
類
選
一
冊
女
（（
ウ
（（
（（
烏
丸
光
広
卿
家
集
全
二
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
亀
山
院
御
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
加〔賀
〕茂
女
集
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
兼
輔
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
兼
盛
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
柿
下
影
供
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
加
制
三
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
可
秘
集
一
冊
（（1
（11
（
御
）
（（
（（
神
楽
催
馬
楽
秘
註
全
一
冊
二
部
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
（1（
（
歌
）
（（
（（
歌
林
金
葉
鈔
上
中
下
三
冊
（（
オ
（（
（（
歌
林
名
所
考
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
烏
丸
光
栄
公
集
上
下
二
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
か
り
ね
の
す
さ
み
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1
兼
隆
集
一
冊
118
国立歴史民俗博物館研究報告
第 186集　2014年 3月
（（
（（
か
多
糸
一
冊
特
（（
（
御
）
　
カ
印
第
三
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
孝
経
聞
書
一
冊
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（（
菅
家
世
系
録
上
中
下
三
冊
（（（
（（
無
（（
（（
孝
経
全
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
孝
経
参
釈
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
孝
経
大
義
全
一
冊
（（（
―（（（
or（11
―（（（
か
（（
（（
学
庸
一
冊
二
部
（（
（（
閑
院
大
将
朝
光
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
庚
申
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
賀
陽
院
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
河
合
社
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
菅
家
御
集
一
冊
四
部
（1（
（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
覚
恕
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
春
日
社
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
歌
仙
伝
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（
（（
賀
茂
社
法
楽
勧
進
一
冊
（（（
（
（
御
）
（（
（（
耕
雲
千
首
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
仮
名
遣
六
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
六
部
各
一
冊
か
（1（
（（（
（
御
）
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（（
（（
歌
苑
連
署
事
書
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
合
点
百
首
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
仮
名
遣
捷
径
集
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
神
楽
譜
い
り
文
上
中
下
三
冊
（（（
―（1（
の
可
能
性
あ
り
（（
（（
仮
字
便
覧
一
冊
（（
（（
桂
大
納
言
家
集
一
冊
二
部
（（1
（（（
（
御
）
（（1
（（1
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
耕
雲
口
伝
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
柿
本
集
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
賀
茂
保
憲
女
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
加
称
美
之
詞
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
仮
名
題
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
芥
子
園
画
伝
十
六
冊
（（
（（
閑
居
友
上
下
二
冊
（1（
（1（
（
御
）
（1
オ
　
ヨ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
輿
地
図
説
拾
遺
二
冊
（（
（
よ
こ
笛
の
引
歌
一
冊
（（
（
代
世
賀
喜
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（
義
政
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（
頼
輔
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
余
材
抄
全
十
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
余
材
抄
序
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
義
孝
集
一
冊
四
部
（1（
（（（
（
御
）
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（（1
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
対
応
候
補
書
外
題｢
義
孝
朝
臣
集｣
、
あ
る
い
は
別
書
か
（1
ウ
（（
（
夜
の
鶴
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（
唐
音〔統
脱
〕籤
全
三
十
八
冊
一
筥
（（1
（（1
無
（（
（
丹
鶴
叢
書
百
四
十
六
冊
二
筥‌
（1（
―（
か
　
但
し
一
五
八
冊
（（
（
唐
鑑
音
註
全
六
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
（
太
平
記
全
二
十
一
冊
一
筥
後
太
平
記（（（
―（1（
か
（（
（
太
清
広
輿
図
一
帖
二
部
二
筥
（（（
（（（
無
B（
（1
無
（（
（
大
唐
六
典
全
八
冊
一
筥
（11
（（
無
他
に
伊
藤
長
胤
写
本
あ
り
（（
（
大〔太
〕平
御
覧
一
筥
　
五
十
五
一
冊
欠
（1（
（
無
明
治
九
年
一
〇
月
二
三
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
唐
書
全
五 百
二
冊
十
冊
一
筥
（（
（
唐
詩
類
苑
全
三
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（1
大〔太
〕平
広
記
全
百
冊
一
筥
五
〇
冊（1（
―（（
あ
り
（（
ウ
（（
（（
唐
類
函
全
四
十
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（（
唐
詩
十
集
全
十
七
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
卓
氏
藻
林
全
八
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
唐
僧
弘
秀
集
全
二
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
大
学
鈔
全
一
冊
一
筥
（（（
（（1
（
御
）
（（
（（
唐
柳
河
東
集
全
十
六
冊
一
筥
（（（
（1
無
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日
仮
皇
居
へ
持
参（
侍
講
日
記
）
（（
（（
大
日
本
「
国
（
貼
紙
（細
図
」
上
下
二
帖
一
筥
貼
紙
の
下
に
も
と
二
字
あ
り
（（
（（
大
日
本
史
全
二
百
冊
六
筥
（（（
―（（（
の
内
か
　
タ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
第
一
区
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（（
オ
（（
（（
大
日
本
国
開
闢
由
来
記
全
七
冊
（（（
（（（
無
（（
（1
唐
土
訓
蒙
図
彙
全
五
冊
（1（
（（
無
（（
（（
同
全
二
冊
（（
（（
唐
文
粋
全
二
十
冊
（（（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
（（
桃
蘂
御
集
天
地
人
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
　
第
二
区
（（
（（
唐
土
歴
代
州
郡
沿
革
地
図
一
帖
（（（
（（（
無
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
桃
蘂
集
八
冊
勅
（（（
―（
―（（
～（（
明
治
一
四
年
一
一
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
図
書
録
）
（（
（（
大
納
言
為
家
集
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
第
三
区
（（
ウ
（（
（（
大
扶
桑
国
考
上
下
二
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（（
玉
能
真
柱
上
下
二
冊
二
部
（1（
（（（
無
（1（
（（（
（
歌
）
（（
（（
戴
恩
記
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（1
大
日
本
輿
地
便
覧
乾
坤
二
帖
二
部
（（（
（（
無
（（（
（（（
無
（（
（（
大
嘗
会
日
記
四
冊
二
包
（（
（（
唐
詩
絶
句
全
一
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
内
裏
御
会
十
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部（
一
冊
と
九
冊
）
（（（
（（
（
御
）
　
第
四
区
（（
（（
唐
詩
選
全
二
冊
（（1
（
無
（（
（（
大
道
或
問
全
一
冊
五
部
（1（
（（
無
（1（
（（（
（
歌
）
学
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女
（（
オ
（（
（（
大
全
早
引
節
用
集
全
一
冊
（（
（（
唐
才
子
伝
全
三
冊
（（（
（（
無
（（
（（
大
学
啓
発
集
全
七
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
為
家
集
全
六
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（1
同
全
二
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
同
上
下
二
冊
学
or女
（（
（（
同
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
　
第
五
区
（（
（（
大
納
言
公
任
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
代
々
御
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
道
命
法
師
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
七
夕
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
代
々
集
部
立
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
隆
祐
朝
臣
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
内
裏
詩
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
大
槐
秘
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
大
神
宮
御
法
楽
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
重
朝
臣
家
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
尹
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
大
納
言
為
氏
卿
集
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
大
納
言
為
定
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
道
堅
法
師
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
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（（
（（
道
堅
法
師
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
内
裏
着
到
和
歌
抜
書
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（（
七
夕
御
会
抜
書
一
冊
（1（
（（（
（（
（1
内
裡
名
所
百
首
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
為
尹
千
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
題
会
庭
訓
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
七
夕
御
遊
記
一
冊
（（
（（
代
々
集
巻
頭
歌
一
冊
二
部
（1（
（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
内
裏
御
月
次
「
全
（
貼
紙
（」一
冊
（（
（（
丹
後
守
為
忠
家
百
首
一
冊
二
部
（（
（（
隆
信
朝
臣
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
田
多
民
治
集
一
冊
二
部
（1（
（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
大
貳
高
遠
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1
忠
岑
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
大
斎
院
御
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
忠
度
朝
臣
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
広
詠
草
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
玉
あ
ら
れ
全
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
オ
（（
（（
為
兼
卿
遠
所
詠
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
信
集
二
冊
（1（
（1
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（（
代
々
勅
撰
次
第
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
丹
後
前
司
茂
重
歌
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
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（（
（（
七
夕
侍
宴
三
首
応
制
一
冊
（（
（1
竹
取
物
語
一
冊
　
三
部
（1（
（1（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（（
（（（
（
歌
）カ
（（
（（
七
夕
草
紙
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
広
卿
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
惟
清
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
の
外
題｢
惟
清
抄｣
　
第
六
区
（（
ウ
（（
（（
大
神
宮
御
法
楽
一
冊
（（
（（
忠
度
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
為
兼
卿
三
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
玉
矛
百
首
解
上
下
一
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（（
（（
大
綱
抄
一
冊
（（（
（1
無
（（
（（
大
学
小
解
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（1
大
内
裏
御
図
一
枚
（（
（（
大
学
述
義
全
一
冊
　
二
部
（（（
（（（
無
（（
（（
大
学
全
一
冊
　
三
部
（（（
（（（
無
大
学
定
本（（（
―（（（
（
御
）か
（（
（（
大
貳
集
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
内
裏
歌
合
十
二
冊
（1（
（（
（（
）
（
御
）
対
応
書
は
一
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（（（
）
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（11
（
御
）
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（1（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
鷹
三
百
首
三
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
鷹
百
首
注
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
大
樹
着
到
百
首
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
尊
道
親
王
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
大
閤
亭
会
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（11
為
家
卿
一
夜
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
為
兼
卿
和
歌
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
鷹
百
首
四
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
特
（（
（
御
）
（（（
（
（
御
）
（（
（1（
題
林
愚
抄
一
冊
（（（
（（
無
（（
ウ
（（
（1（
為
忠
朝
臣
家
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
為
家
千
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（1（
多
武
峰
幷
河
原
院
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（1（
代
々
詩
歌
同
日
例
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（1（
大
貳
三
位
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
道
命
阿
闍
梨
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
為
冬
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
（（（
為
仲
朝
臣
集
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
玉
匣
一
冊
（（（
―（
or
（（（
―（（
か
（（
（（（
平
親
清
五
女
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）（1（
―（（（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
オ
（（
（（（
平
親
清
四
女
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
平
親
清
女
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）（1（
―（1（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
（（（
大
樹
会
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
竹
内
僧
正
句
題
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
内
裏
花
見
続
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
内
裏
御
屏
風
和
歌
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（1
滝
尻
王
子
和
歌
会
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
待
賢
門
院
堀
川
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
為
家
卿
集
一
冊
（1（‌
（（（
（（
）
（
御
）
（（
（（（
平
常
縁
詠
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
歴
朝
要
記
全
二
十
三
冊
一
筥
（（（
（
（
御
）
（（
（
歴
代
廟
陵
考
三
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
（
歴
史
綱
鑑
全
四
十
冊
一
筥
女
（（
（
礼
楽
合
編
全
十
六
冊
一
筥
（（（
（（（
無
　
レ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
令
義
解
全
十
冊
京
大
（
―1（/
ﾘ
（（
（（
（
同
全
十
一
冊
女
（（
（
鈴
屋
集
全
十
二
冊
（（
（
同
全
九
冊
（（（
（1（
（
御
）（（（
―（（
も
あ
り
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（（
ウ
（（
（
同
全
四
冊
（（
（1
礼
儀
類
典
引
用
書
十
冊
（（
（（
歴
世
女
装
考
全
四
冊
（（（
―（（（
or
（（（
―（（（
か
（（
（（
列
子
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
歴
代
草
書
選
全
五
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
聯
珠
詩
格
天
地
人
三
冊
（（（
（（
無
（（
（（
同
一
冊
勅
（（（
―（
―（（
明
治
一
九
年
三
月
宸
翰
掛
へ
引
渡
（
侍
講
局
雑
書
）
（（
（（
蓮
性
陳
状
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
冷
泉
家
歌
道
極
秘
書
全
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
霊
元
院
御
集
上
下
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
冷
泉
為
久
卿
御
集
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（1
連
珠
合
壁〔璧
〕集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
列
首
万
葉
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
蓮
性
法
師
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
冷
泉
為
村
卿
和
歌
一
冊
（（1
（（（
無
　
レ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
礼
義〔儀
〕類
典
十
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
歴
代
名
臣
奏
議
全
六
冊
一
帙
女
（（
（（
列
仙
全
伝
全
三
冊
（（
ウ
（（
（（
霊
元
院
御
製
全
六
冊
（（1
（（
（
御
）
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送
（
侍
講
日
記
）
（1
オ
（（
（
宋
史
全
百
一
冊
二
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（
捜
神
記
全
四
冊
一
筥
（（
（
宋
書
全
二
十
二
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
続
後
通
俗
三
国
志
前
三
十
三
冊
一
筥
（（（
（
無
五
八
冊
中
の
三
三
冊
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（（
（
宗
廟
以
下
諸
国
神
社
記
七
冊
一
筥
（11
（（（
無
　
ソ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
続
日
本
王
代
一
覧
全
十
冊
（（（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
（
宋
元
通
鑑
全
三
十
二
冊
四
帙
（（（
（（（
無
（（
（
増
補
和
漢
三
才
図
会
大
全
全
百
五
冊
（1（
（（
無
（1
ウ
（（
（
続
花
押
藪
全
七
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
全
七
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
（（
（1
続
蒙
求
乾
坤
二
冊
（（（
（11
無
（（
（（
増
補
年
代
考
記
大
全
全
四
冊
（（1
（（
無
（（
（（
増
補
元
明
史
略
全
四
冊
博
明
治
一
四
年
諸
規
取
調
所
引
渡
し
か（
侍
講
局
雑
書
）
（（
（（
続
草
庵
集
蒙
求
諺
解
全
三
冊
（（
（（
同
全
二
冊
　
ソ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
俗
説
贅
弁
二
冊
端
本
（1（
（1
無
（1（
―（1
の
内
（（
（（
俗
説
贅
弁
続
編
一
冊
端
本
（1（
（1
無
（1（
―（1
の
内
（（
オ
（（
（（
増
補
訓
蒙
図
彙
上
下
二
冊
（1（
（（
無
（（
（（
続
古
事
談
五
冊‌
三
　
一
冊
欠
（（1
（1
（
歌
）
（（
（（
同
一
冊
（（1
（（
（
御
）
（（
（1
続
装
束
図
抄
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
増
補
和
漢
名
数
上
下
二
冊
（1（
（1
無
（（
（（
仄
声
略
韻
全
一
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
続
幼
学
便
覧
全
一
冊
（（
（（
尊
円
親
王
百
首
一
冊
特
（（
（
御
）
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（（
（（
続
百
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
宋
世
百
首
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
素
然
詠
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
宋
雅
百
首
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
続
後
撰
和
歌
集
一
冊
（（
（1
続
古
今
竟
宴
御
記
一
冊
（（（
（1（
（
歌
）
（（
（（
増
補
和
歌
題
林
抄
全
十
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
同
全
二
冊
（（
（（
増
補
歌
枕
秋
祢
覚
全
一
冊
（（1
―（（（
or（（1
―（（（
か
（（
（（
増
補
和
歌
明
題
部
類
上
下
二
冊
二
部
（（1
（（（
（
歌
）
学
（（
（（
同
全
一
冊
三
部
（（1
（（（
（
歌
）
女
（（
（（
曾
根
好
忠
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
増
基
法
師
集
一
冊
二
部
（（1
（（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
帥
中
納
言
俊
忠
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
続
和
歌
明
題
部
類
全
一
冊
三
部
（（1
（（（
（
歌
）
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（1
曾
根〔祢
〕好
忠
家
集
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）（（1
―（（（
の
可
能
性
も
（（
（（
贈
従
三
位
元
就
詠
草
一
冊
（1（
（11
（
御
）
（（
（（
園
草
一
冊
（（
（（
帥
大
納
言
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
続
草
庵
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
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（（
（（
宗
祇
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
宋
雅
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
他
に（1（
―（（（
あ
り
（（
ウ
（（
（（
曾
丹
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
そ
と
ひ
集
一
冊
（（
オ
（（
（
通
俗
十
二
朝
軍
談
全
五
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
通
俗
三
国
志
全
五
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
隋
書
全
二
十
冊
一
筥
（（
（
通
鑑
要
小
本
全
三
十
二
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（
図
書
編
全
六
十
四
冊
一
筥
（1（
（（
無
　
ツ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
通
俗
戦
国
策
全
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（
通
語
上
中
下
三
冊
（（（
―（（
or
（（（
―（（（
か
（（
（
土
御
門
院
御
集
一
冊
四
部
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（
経
家
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
津
守
国
基
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
津
々
留
歌
二
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
津
守
国
冬
祈
雨
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
津
守
国
冬
五
十
首
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
貫
之
集
類
題
上
下
二
冊
（（
（（
津
国
名
所
景
物
和
歌
集
二
冊
（1（
（（1
無
（（
（（
津
国
名
所
見
渡
和
歌
一
冊
（1（
（（（
無
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（（
（（
経
正
朝
臣
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
土
御
門
院
御
詠
百
首
一
冊
（（
オ
（（
（（
経
盛
朝
臣
家
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（1
経
衡
集
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
徒
然
草
参
考
全
八
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
徒
然
草
全
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
（11
（（（
無
（（
（（
堤
中
納
言
十
冊
二
部
（（（
（
（
御
）
（（（
（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
　
子
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
年
中
行
事
大
成
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（
年
中
行
事
歌
合
全
一
冊
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（1
（
南
斉
書
全
三
十
冊
一
筥
（1
（
南
史
全
二
十
冊
一
筥
　
ナ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（1
（
長
崎
聞
見
録
全
五
冊
（（（
（（（
無
（1
（
南
浦
文
集
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
無
（1
（
中
臣
大
祓
図
会
上
中
下
三
冊
（1
（
内
大
臣
家
歌
合
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（
内
侍
所
御
法
楽
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（
内
侍
所
御
法
楽
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
ウ
（1
（
中
院
集
為
家
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1
（1
済
継
朝
臣
詠
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
難
題
百
首
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
名
寄
三
冊
（1
（（
中
御
門
大
納
言
殿
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（1
（（
奈
良
御
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
成
茂
宿
祢
集
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（
仲
文
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
奈
良
花
林
院
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
長
景
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
オ
（1
（（
な
る
と
の
中
将
一
冊
（1
（1
な
ら
乃
葉
一
冊
（1（
―（（（
（
桂
）あ
り
（1
（（
長
能
集
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（1
（（
成
仲
宿
祢
集
一
冊
書
名
に
誤
り
あ
る
か
（1
（（
中
院
詠
草
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
長
門
前
司
時
朝
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
瑯
琊
代
酔
全
十
六
冊
一
筥
（11
（（
無
　
ラ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
礼
記
全
十
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（
（
老
若
歌
合
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
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（（
（
老
若
五
十
首
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
羅
利
留
礼
呂
之
歌
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（
老
槐
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
　
ム
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
紫
式
部
集
一
冊
二
部
特
（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（（
（
夢
窓
国
師
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
室
町
亭
行
幸
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
宗
尊
親
王
御
詠
一
冊
｢
中
書
王
御
詠｣
（1（
―（（
（
御
）あ
り
（（
（
無
名
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（1
オ
（（
（
于〔耳
〕比
磨
利
帖
二
帖
一
筥
B（
（（
無
　
ウ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
宇
津
保
物
語
二
十
冊
二
部
（11
（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（
（
右
大
臣
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
歌
合
三
十
三
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
対
応
書
は
二
七
部
各
一
冊
お
よ
び
一
部
六
冊
か
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
六
冊
（（
（
う
き
木
全
五
冊
（1（
（（
（
御
）
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（（
（
歌
合
類
聚
全
六
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（
（
同
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
ウ
（（
（
歌
合
当
座
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（
免〔兎
〕道
紀
行
一
冊
（（
（1
歌
合
部
類
三
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
う
つ
ほ
の
と
し
か
け
一
冊
（（（
（（
（
御
）
他
に（（（
―（（
（
御
）も
あ
り
（（
（（
う
ち
の
大
納
言
物
語
上
下
二
冊
（（（
（1
（
御
）
（（
（（
雨
夜
談
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
ウ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
宇
治
拾
遺
物
語
全
七
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
雲
上
詠
一
冊
（（1
（（
無
（（
オ
（（
（（
歌
枕
名
寄
全
十
五
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
雲
葉
和
歌
集
一
冊
（（
（（
右
近
少
将
雅
顕
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
歌
枕
秋
寐
覚
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
無
明
治
九
年
五
月
一
〇
日
皇
后
宮
御
料
へ（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
全
一
冊
（（1
―（（（
か
（（
（（
宇
治
十
帖
抜
書
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
右
京
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
　
ノ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
農
家
益
全
一
冊
京
大
（
―（（/
ﾉ
/（
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（（
（
農
家
益
続
編
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（
農
家
益
後
篇
全
一
冊
京
大
（
―（（/
ﾉ
/（
（（
（
能
因
歌
枕
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
信
明
朝
臣
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
能
因
法
師
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（
信
実
朝
臣
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（
範
永
朝
臣
集
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
花
鳥
余
情
全
十
五
冊
一
筥
（11
（1
（
御
）
（（
（
同
十
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
一
四
冊
か
（（
（
皇
朝
史
略
正
続
全
十
五
冊
一
筥
（（（
―（（
or
（（（
―（（
か
（（
（
皇
朝
類
苑
全
十
三
冊
一
筥
（（1
（（
無
（（
（
群
書
備
考
全
四
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（
広
益
略
韻
全
三
十
一
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（
公
卿
補
任
三
十
六
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
五
月
一
〇
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
皇
朝
宝
訓
全
三
十
二
冊
一
筥
四
帙
（（
（
群
書
治
要
四
十
七
冊
一
筥
四
十
三
廿
三
冊
欠
（（1
（（
無
（（
ウ
　
ク
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（1
花
史
左
編
全
五
冊
（（（
（（
無
（（
（（
皇
朝
戦
略
編
全
三
冊
（（
（（
鶴
林
玉
露
全
九
冊
（11
―（（（
or（11
―（（（
か
（（
（（
群
書
一
覧
全
六
冊
二
部
対
応
候
補
書
多
数
あ
り
（（
（（
会
玉
篇
大
全
全
三
冊
明
治
九
年
四
月
九
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
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（（
（（
皇
王
大
記
全
十
二
冊
（（（
（（
無
（（
（（
皇
典
文
彙
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
冠
辞
考
全
十
冊
（（（
―（（
or（（（
―（（（
か
（（
オ
（（
（（
寛
平
皇
后
歌
合
一
巻
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
寛
文
三
年
御
会
始
一
冊
勅
（（（
―（
―（
？
（（
（1
黄
葉
集
上
下
二
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
同
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
愚
問
賢
注
六
窓
抄
全
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
一
冊
の
誤
り
も
し
く
は
四
冊
欠
本
か‌‌
ま
た
京
大
に
愚
問
賢
注
五
冊
本
あ
り
　
ク
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
公
事
根
元
集
釈
上
中
下
三
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り（
含
京
大
）
（（
（（
公
事
根
源
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
明
治
一
一
年
七
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
全
一
冊
明
治
一
一
年
七
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
ウ
（（
（（
広
益
俗
説
弁
三
十
三
冊
（1（
（1
無
（1（
―（1
の
内
（（
（（
国
之
真
柱
全
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（（
花
押
藪
全
七
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
（（
（（
勧
懲
故
事
全
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（1
花
彙
前
後
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
皇
年
代
私
略
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
雲
図
書
一
冊
（11‌
（（
（（
）
無
（（
（（
広
益
秘
事
大
全
全
五
冊
（（
（（
雲
隠
説
一
冊
（（
（（
花
洛
往
古
図
一
枚
（（（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
オ
（（
（（
皇
年
代
略
記
一
冊
（（（
（（
（
御
）
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（（
（（
愚
見
抄
一
冊
（（
（（
寛
延
二
年
七
夕
一
冊
（（（
―（（1
（
御
）or
（1（
―（11
（
御
）か
（（
（（
寛
正
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
公
事
五
十
番
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
三
冊
、
三
部
各
一
冊
の
誤
り
か
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
関
白
家
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（（
（（
君
臣
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
邦
高
親
王
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
愚
問
賢
注
抄
出
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
愚
問
賢
注
全
五
冊
（（（
（（（
無
（（
ウ
（（
（（
同
全
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
同
一
冊
（（1
（（1
（
歌
）
（（
（（
愚
問
賢
注
抄
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
寛
永
歌
合
間
事
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
久
世
舞
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
光
台
院
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
光
明
峯
寺
入
道
摂
政
家
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合
二
冊
特
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
花
鳥
風
月
物
語
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
愚
藻
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
オ
（（
（（
国
信
卿
家
歌
合
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
愚
秘
鈔
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
活
語
初
の
栞
一
冊
（（（
（（（
無
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（（
（（
寛
平
菊
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（1
九
条
右
丞
相
集
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
　
―
（（
オ
（（
（
野
泉
帖
二
帖
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
陽
明
全
書
全
二
十
冊
一
筥
あ
る
い
は（1（
―（（
陽
明
先
生
文
録
か
（（
（
八
雲
御
鈔
全
七
冊
一
筥
（11
（（
（
御
）（（（
―（（（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
（
同
全
七
冊
（（（
（（（
（
御
）（11
―（（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
（
同
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（
同
全
三
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（（
（
同
全
一
冊
（1（
（（（
（
桂
）
　
ヤ
印
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（
大
和
名
所
図
会
全
七
冊
（（（
―（（
（
歌
）or（（（
―（（
か
（（
ウ
（（
（
楊〔揚
〕子
法
言
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（1
大
和
本
草
綱
目
全
四
冊
（（
（（
夜
譚
随
録
十
二
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（（
陽
成
院
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
八
幡
若
宮
撰
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
八
雲
一
言
記
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
陽
光
院
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
八
雲
御
抄
名
所
部
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
夜
霍
鈔
一
冊
（（
（（
家
持
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
オ
（（
（（
山
田
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
八
雲
抄
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
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（（
（（
大
和
物
語
一
冊
三
部
（1（
（（
（
御
）
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
大
和
物
語
抄
一
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
同
全
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
万
葉
集
十
七
冊
一
筥
　
一
二
四
欠
（1（
（（
（
御
）
（（
（
同
全
六
冊
（（（
（（（
無
（（
（
同
全
十
五
冊
（（
（
万
葉
集
抄
全
二
十
冊
一
筥
関
東
大
震
災
に
て
焼
失
か
（（
（
同
二
十
九
冊
一
筥
（（1
（（（
（
御
）
（（
（
同
上
下
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
同
全
七
冊
（（
（
孟
津
抄
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
毛
詩
補
伝
全
十
六
冊
一
筥
（（（
（（1
無
（（
（1
万
葉
類
句
全
十
五
冊
一
筥
（（（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
増
鏡
全
十
冊
一
筥
（（
（（
同
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
万
葉
集
略
解
全
三
十
冊
（（（
（（（
（
歌
）
　
マ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
毛
詩
抄
全
六
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
万
葉
代
匠
記
全
十
五
冊
（（（
―（（
か
　
他
に
も
候
補
あ
り
（（
（（
枕
双
紙
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
毎
月
抄
一
冊

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（（
（（
万
葉
集
類
句
全
五
冊
（（（
（（（
無
（1
オ
（（
（（
雅
喬
卿
詠
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（1
雅
世
卿
家
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
雅
世
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
雅
兼
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
雅
俊
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
雅
章
卿
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
万
葉
草
木
異
名
詠
歌
一
体
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
万
葉
集
難
字
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
万
葉
和
歌
集
全
十
冊
（1（
（（
無
（1
ウ
　
マ
印
第
二
歌
書
雑
々
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
ま
さ
な
草
全
一
冊
二
部
（（1
（（（
無
（（1
（（（
無
（（
（（
匡
衡
朝
臣
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（1
雅
成
親
王
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
万
時
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
雅
経
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
万
葉
長
歌
類
句
全
五
冊
一
帙
（（1
（（（
無
（（
（（
万
葉
集
穂
抄
全
七
冊
（（1
（（1
（
御
）
（（
（（
万
葉
類
字
抄
全
八
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
オ
（（
（（
漫
吟
集
類
題
全
一
冊
（（1
（（1
（
歌
）
一
冊
は
四
冊
の
誤
り
か
（（
（（
ま
さ
き
の
か
つ
ら
全
五
冊
（（1
（1（
（
歌
）
（（
（（
万
葉
一
冊
　
マ
印
第
三
雑
書
　
　
壱
箱
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内
（（
（（
万
葉
類
句
一
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（
（1
毛
詩
鄭
箋
全
五
冊
（（
（（
孟
子
全
四
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
全
二
冊
（（
（（
松
浦
宮
物
語
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
源
氏
物
語
五
十
三
冊‌
一
筥‌‌‌‌‌‌‌‌
絵
合
一
冊
欠
（（（
（
（
御
）
（（
（
同
五
十
三
冊‌
一
筥‌‌‌‌‌‌
桐
壺
一
冊
欠
（（
（
同
五
十
三
冊‌
一
筥‌‌‌‌‌‌
蓬
生
一
冊
欠
（（（
（（
（
御
）
（（
（
同
五
十
四
冊
一
筥
（（
（
同
五
十
一
冊
一
筥
特
（
（
桂
）
（（
（
同
五
十
四
冊
一
筥
小
本
（（
（
同
う
つ
し
四
十
包
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（（
（
同‌
表
紙
な
し
四
十
二
冊
一
筥
端
本
（（（
（1（
（
御
）
（（
（
源
氏
物
語
抄
五
十
四
冊
一
筥
（11
―（（
源
氏
物
語
講
釈
か
（（
（1
源
氏
物
語
一
簀
抄
全
七
十
四
冊
二
筥
（（（
（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
源
氏
抄
二
十
五
冊
一
筥
（（
（（
経
典
余
師
九
冊
一
筥
（（
（（
経
解
全
六
百
二
冊
六
筥
B（
―（
　
五
九
三
冊
あ
り
（（
（（
元
史
全
五
十
冊
一
筥
　
ケ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
蛍
蠅
抄
全
六
冊
二
部
（（1
（（
（
歌
）
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（（
（（
経
世
宏
辞
全
八
冊
（（（
（（
無
（（
（（
元
々
集
天
地
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
言
塵
集
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
同
一
冊
（（
（1
顕
注
蜜
勘
抄
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
中
下
二
冊
（（
（（
玄
旨
法
師〔印
〕百
首
　
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
慶
長
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
慶
長
度
千
首
御
会
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
花
い
と
み
歌
目
付
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
卿
相
侍
臣
歌
合
三
冊
特
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
特
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
建
仁
二
年
九
月
十
三
夜
歌
合
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
月
卿
雲
客
妬
歌
合
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
源
氏
秘
訣
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
現
書
名
「
源
語
秘
訣
」
（（
（1
源
三
位
頼
政
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
和
歌
集
一
冊
（（
（（
源
氏
物
語
大
意
上
下
二
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
源
氏
物
語
釈
一
冊
（（（
（（（
（
桂
）
（（
（（
源
氏
物
語
余
釈
二
冊
（（
（（
源
氏
物
語
評
釈
十
冊
（（
（（
源
氏
物
語
々
釈
一
冊
（（
（（
乾
元
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
慶
運
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
オ
（（
（（
瓊
玉
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
源
氏
物
語
系
図
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
最
要
抄
上
下
二
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
海
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
物
語
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
物
語
不
審
条
々
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
物
語
年
立
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
物
語
目
録
一
冊
（（
（（
源
語
秘
訣
一
冊
（（
（（
源
氏
物
語
表
白
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
玄
旨
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
源
氏
物
語
聞
書
二
冊
（（（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
談
義
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
和
秘
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
源
氏
物
語
八
景
一
冊
（（（
（1（
（
御
）
（（
（（
源
氏
八
景
一
冊
特
（（
（
御
）
　
ケ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
　
内
（（
（（
玄
々
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
源
太
府
卿
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
他
に（1（
―（（（
も
あ
り
（（
オ
（（
（（
源
氏
物
語
歌
三
冊
（（（
（1
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（（（
（1（
（
御
）
（（（
（1（
（
御
）
（（
（（
桂
園
一
枝
拾
遺
上
下
二
冊
（（（
―（（（
（
御
）or（（（
―（
（
無
）あ
り
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（（
（（
桂
園
一
枝
雪
月
花
三
冊
（（（
―（（（
（
御
）or（（（
―（
（
無
）あ
り
（（
（1
源
順
集
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
源
中
納
言
懐
旧
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
稽
古
要
略
全
一
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（
（（
源
氏
物
語
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
兼
好
法
師
集
一
冊
二
部
（（（
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
萱
斎
院
御
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
建
保
名
所
三
百
首
一
冊
（（
ウ
（（
（（
源
氏
抜
書
一
冊
（（
（（
建
保
名
所
百
首
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
鈐
録
全
二
十
冊
（（（
（（（
無
（（
オ
（
空
白
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
夫
木
和
歌
抄
全
三
十
七
冊
一
筥
（（（
（（（
（
歌
）
明
治
九
年
四
月
二
日
御
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
扶
桑
拾
葉
集
全
三
十
五
冊
一
筥
（（（
（（（
無
他
に（（（
―（（（
も
あ
り
（（
（
同
全
三
十
二
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日
仮
皇
居
へ
持
参（
侍
講
日
記
）
（（
（
分
類
集
句
十
一
冊
一
筥
（11
（（
（
歌
）
（（
（
分
類
句
全
百
冊
一
筥
（（（
（（
（
歌
）
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
風
林
新
葉
和
歌
集
二
十
一
冊
一
筥
（（（
（1（
（
御
）
（（
（
文
苑
英
華
全
百
一
冊
一
筥
（（（
（（1
無
（（
（
文
献
通
考
全
正
続
二
百
二
十
冊
一
筥
　
二
十
二
帙
C（
（（
（
御
）
正
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C（
（1
無
続
（（
（
同
七
十
冊
一
筥
　
端
本
（（（
（
無
（（
（1
文
体
明
弁
全
四
十
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
ウ
（（
（（
文
献
通
考
纂
全
三
冊
一
筥
（（（
（1（
無
フ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（（
扶
桑
隠
逸
伝
上
中
下
三
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
風
土
記
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
文
鏡
秘
府
論
全
一
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
服
色
図
解
一
冊
（（
（（
文
明
歌
合
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
伏
見
院
御
詠
草
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
オ
（（
（（
藤
か
や
つ
の
百
首
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（（
文
応
三
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
文
明
千
首
一
冊
（1（
（11
（
御
）
（（
（1
文
保
御
百
首
六
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
分
類
句
集
抜
書
上
下
二
冊
二
部
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
傅
大
納
言
殿
母
上
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
伏
見
院
御
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
藤
原
長
綱
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
部
類
現
葉
和
歌
集
全
三
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
同
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
夫
木
集
抜
書
全
一
冊
（（1
（（（
無
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（（
（（
部
全
　
功
成
和
歌
全
四
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
文
亀
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（1
藤
原
惟
規
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
深
養
父
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
伏
見
院
御
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
伏
見
院
御
製
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
藤
川
百
首
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
文
栞
全
二
冊
（（
（（
冬
百
首
一
冊
（（（
（（
（
御
）
現
書
名
「
宗
良
親
王
詠
千
首
」
（（
オ
（（
（（
藤
原
清
輔
朝
臣
家
集
上
下
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
ウ
（
空
白
）
（1
オ
（1
（
湖
月
抄
全
六
十
冊
一
筥
候
補
書
多
数
あ
り
（1
（
同
全
二
十
一
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（1
（
同
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
対
応
候
補
書
は
二
一
冊
（1
（
国
史
略
全
五
冊
二
筥
　
二
部
（（（
（（
（
御
）
女
（1
（
国
史
略
全
二
冊
一
帙
（1
（
古
史
伝
全
八
冊
一
筥
（1
（
同
全
四
冊
京
大
（
―1（/
ﾕ
/（
（1
（
古
史
成
文
三
冊
二
筥
　
二
部
（（（
（（
（
歌
）
（（（
（1（
無
（1
（
古
史
徴
七
冊
二
部
（（（
（（（
（
歌
）
（1
（1
弘
安
格
式
全
一
冊
一
筥
（（1
（
無

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（1
ウ
（1
（（
古
今
著
聞
集
全
十
冊
一
筥
（11
（（
（
御
）
（1
（（
同
全
五
冊
（1
（（
孔
聖
全
書
全
四
冊
一
筥
（（（
（（
無
（1
（（
古
今
春上
下
一
冊
一
筥
（（1
（（（
無
（1
（（
古
今
画
譜
全
八
冊
二
筥
二
部
（1
（（
同
一
冊
端
本
（（（
（（1
無
（1
（（
五
経
全
十
二
冊
一
筥
十
一
冊
の
誤
で
あ
れ
ば
女
（1
（（
同
全
五
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
五
経
袖
珍
集
註
全
二
十
六
冊
一
筥
（（（
（
（
御
）
大
正
一
二
年
侍
従
職
引
継
本
（1
（1
五
経
大
全
全
七
十
冊
一
筥
（（1
（
無
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
オ
（1
（（
古
今
合
壁〔璧
〕事
類
全
五
十
一
冊
一
筥
（1（
（（
無
（1
（（
五
車
韻
瑞
全
二
十
五
冊
一
筥
（（（
（（
無
（1
（（
同
四
十
九
冊
一
筥
　
十
三
一
冊
欠
（1
（（
五
経
制
典
全
三
十
二
冊
一
筥
（（（
（（
無
（1
（（
古
澗
略
韻
全
三
十
冊
一
筥
（（（
（（
無
（1
（（
洪
直
卿
寓
菴
集
全
三
冊
一
筥
（1
（（
古
逸
詩
載
三
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（1
（（
古
詩
別
選
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
後
漢
明
帝
記
一
巻
一
筥
（11
（1
無
（1
（1
五
代
史
全
十
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
九
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
ウ
（1
（（
古
文
前
集
諺ゲン
解
全
十
七
冊
一
筥
（（（
（（
無
（1
（（
古
文
真
宝
乾
坤
二
冊
一
筥
（（（
（（
（
御
）
（1
（（
同
乾
坤
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（1
（（
古
今
六
帖
全
六
冊
一
筥
（1（
（（
（
御
）
あ
る
い
は（（（
―（
か
（1
（（
同
全
六
冊
（（（
（
（
御
）
あ
る
い
は（1（
―（（
か

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（1
（（
同
全
一
冊
六
を
擦
消
し
て
一
に
訂
正
　
コ
印
雑
書
　
　
戸
棚
壱
棹
内
左
一
区
（1
（（
江
源
武
鑑
全
十
冊
（（（
（（（
無
（（
オ
（1
（（
後
鳥
羽
院
御
集
全
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）（1
―（1
に
対
応
す
る
可
能
性
も
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
同
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（1
（1
同
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
　（1
―（（
に
対
応
す
る
可
能
性
も
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（
後
鳥
羽
院
御
抄
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（1
（（
後
撰
和
歌
集
標
註
全
四
冊
（（（
（（（
無
　
左
二
区
（1
（（
古
今
選〔撰
〕
上
中
下
三
冊
（（（
（1（
無
（1
（（
古
今
和
歌
集
切
紙
伝
受
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
歌
）
（1
（（
古
今
和
歌
集
正
義
全
九
冊
（（（
（（（
（
歌
）
他
に
も
候
補
書
あ
り
（1
（（
古
今
集
聞
書
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（1
（（
古
今
切
帋
伝
一
冊
（1（
（（（
無
（1
（（
後
十
輪
院
内
府
集
全
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
左
三
区
（1
（（
古〽
今
和
歌
集
十
七
冊
（1
（1
同〽
八
冊
　
左
四
区
（1
（（
古〽
今
和
歌
集
上
下
二
冊
二
部
（（1
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
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（1
（（
同
上
下
一
冊
三
部
（1（
（（1
（
御
）
七
部
を
三
部
に
訂
正
（1
（（
同
五
冊
（1
（（
五
十
音
小
説
一
帖
（（（
（（（
無
（（
オ
　
左
五
区
（1
（（
後
醍
醐
院
年
中
行
事
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（1
（（
後
水
尾
院
御
製
詩
一
冊
勅
（（（
―（
―（
明
治
一
四
年
一
一
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
図
書
録
）
（1
（（
後
水
尾
院
御
製
集
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
後
水
尾
院
御
講
勢
語
全
一
冊
（（1
（（（
無
（1
（（
後
小
松
院
御
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（1
五
十
首
和
歌
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
二
冊
F（
―（（（
（
桂
）or（1（
―（（1
か
（1
（（
五
首
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（1
（（
後
光
明
院
御
製
詩
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
無
一
冊
二
部
勅
（（（
―（
―（
―（?
明
治
一
九
年
三
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
侍
講
局
雑
書
）
（1
（（
古
来
風
体
鈔
上
下
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
ウ
（1
（（
古
来
風
体
鈔
全
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（1
（（
古
来
風
体
抄
　
毎
月
抄
　
　
　
近
来
風
体
抄
一
冊
（（（
（
（
御
）
（1
（（
後
陽
成
院
御
製
五
十
首
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（
後
水
尾
帝
御
詠
草
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（1
（（
後
水
尾
院
御
集
一
冊
二
部
特
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
も
う
一
部（1（
―（（（
あ
り
（1
（（
後
水
尾
院
御
製
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
　
も
う
一
部（1（
―（（（
あ
り
（（1
（（（
（
御
）
（1
（1
権
中
納
言
実
材
卿
母
集
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（1
（（
後
光
厳
院
御
百
首
一
冊
（1
（（
後
伏
見
院
御
詠
草
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
後
伏
見
院
御
製
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
オ
　
左
六
区
（1
（（
弘
安
源
氏
論
義
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
公
宴
御
着
到
和
歌
一
冊
一
帙
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
古
言
梯
全
一
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（1
（（
新訂
坤
輿
略
全
図
一
帖
（（（
（1（
無
（1
（（
古
道
訓
蒙
頌
全
一
冊
（1（
―（（（
or（1（
―（（（
か
（1
（（
国
朝
佳
節
録
全
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（1
公
宴
御
会
和
歌
一
冊
（1（
―（（（
or（1（
―（（1
か‌
明
治
一
三
年
五
月
二
二
日
取
出
か（
侍
講
日
記
）
（1
（（
厚
顔
抄
上
中
下
三
冊
（（（
（（
無
（1
（（
詞
葉
新
雅
全
一
冊
二
部
（（
ウ
（1
（（
五
社
百
首
六
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
六
部
各
一
冊
か
（1（
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（（1
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
五
十
首
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
か
（1
（（
御
会
部
類
記
一
冊
（（1
―（（（
詩
歌
御
会
部
類
記
（
歌
）or
（（（
―（（
晴
御
会
部
類
記（
無
）か
（1
（（
公
宴
月
次
御
会
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
五
代
帝
王
物
語
一
冊
（（1
（（
（
御
）
一
行
に
詰
め
て
記
す
（1
（（
公
宴
部
類
記
一
冊
一
行
に
詰
め
て
記
す
　
左
七
区
151
［宮内庁書陵部所蔵京都御所旧蔵本の由来]……小倉慈司
（1
（（
国
基
題
詠
集
全
一
冊
（（（
（（
無
（1
（1
古
語
拾
遺
一
冊
（（1
（（
（
御
）
（1
（（
古
今
和
歌
集
遠
鏡
全
一
冊
員
数
に
誤
り
あ
る
か
（1
（（
五
句
類
葉
集
一
冊
（（1
（（（
無
（（
オ
（1
（（
古
今
秘
注
鈔
一
冊
（1
（（
公
宴
御
会
抜
書
一
冊
（（（
（1
（
御
）
（1
（（
後
三
十
六
人
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
古
歌
集
一
冊
（1（
（（（
無
（1
（（
公
宴
御
着
到
百
首
和
歌
一
冊
（1（
（
（
御
）
着
は
訂
正
し
て
書
す
（1
（（
古
今（衍
カ
（集
句
題
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
小
馬
命
婦
集
一
冊
二
部
（1（
（（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1
（11
権
中
納
言
敦
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（1（
江
帥
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
師
を
帥
に
訂
正
（1
（1（
権
中
納
言
定
頼
集
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（1
（1（
是
則
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（1（
興
風
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（1（
惟
宗
光
吉
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（1（
後
拾
遺
和
歌
抄
二
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（1（
紅
塵
灰
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（1（
五
十
番
歌
合
二
冊
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
か
　（1（
―（（（
・（1（
―（（（
・（（（
―（（（
の
内
か
（1
（1（
馬
内
侍
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（1
小
侍
従
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
左
八
区
（1
（（（
古
今
栄
雅
抄
全
八
冊
（（（
（（1
（
御
）
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（（
オ
（1
（（（
同
上
中
下
三
冊
学
（1
（（（
後
撰
和
歌
集
全
一
冊
二
部
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（（
同
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
拾
遺
和
歌
集
下
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（（
言
葉
集
一
冊
（1
（（（
権
僧
正
道
我
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
撰
和
集
聞
書
注
一
冊
（（（
（（（
（
桂
）
書
名
マ
マ
（1
（（（
後
鳥
羽
院
御
消
息
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（1
惟
成
弁
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（（
古
歌
御
注
少
々
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（1
（（（
惟
宗
広
言
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
左
九
区
（1
（（（
古
事
談
二
冊
（1
（（（
古
今
名
物
類
聚
全
十
八
冊
（（（
（（
（
歌
）
（1
（（（
五
百
番
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（（
後
撰
二
冊
　
左
十
区
（1
（（（
後
二
条
院
御
歌
合
一
冊
特
（（
（
御
）
（1
（（（
後
花
園
院
御
集
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
奈
良
院
御
製
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（1
（（1
後
小
松
院
百
首
御
歌
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
土
御
門
院
御
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
花
園
院
御
百
首
部
類
一
冊
（1（
（（
（
御
）
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（1
（（（
後
奈
良
院
御
着
到
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（（
後
柏
原
院
御
着
到
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
花
園
院
御
製
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
陽
成
院
御
着
到
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（1
（（（
後
柏
原
院
御
百
首
部
類
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
柏
原
院
御
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
後
花
園
院
五
十
首
幷
後
柏
原
院
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
ウ
　
左
十
一
区
（1
（（1
五
十
四
番
歌
合
一
冊
特
（（
（
御
）
（1
（（（
権
大
納
言
俊
光
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（（
古
今
集
句
題
百
首
一
冊
古
今
集
句
題
和
歌（（（
―（（
（
桂
）or（（（
―（（
か
（1
（（（
後
普
光
園
院
摂
政
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（（
公
宴
御
会
十
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（（
弘
長
百
首
一
冊
二
部
（1（
（1（
（
御
）
（1
（（（
後
十
輪
院
内
府
五
十
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（（
後
十
輪
院
詠
藻
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
左
十
二
区
（（
オ
（1
（（（
後
伏
見
院
御
記
一
巻
（
一
行
空
白
）
（1
（（（
古
今
集
仮
名
題
歌
一
冊
（（（
（（
無
対
応
書
現
書
名
「
三
代
集
仮
名
題
歌
」
（1
（（1
古
今
集
句
題
和
歌
一
冊
（（（
（（
（
桂
）
他
に
和
歌
句
題（（（
―（（
（
御
）あ
り
　
右
一
区
（1
（（（
古
事
記
伝
全
十
五
冊
三
帙
（（（
（（（
（
歌
）
右
二
区
（1
（（（
古
梅
園
墨
譜
全
四
冊
一
帙
（（（
（（（
無
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（1
（（（
古
梅
園
墨
譜
後
編
全
五
冊
一
帙
（（（
（（（
無
（1
（（（
五
雑
爼
全
十
六
冊
（11
（（
無
組
を
爼
に
訂
正
（（
ウ
　
右
三
区
（1
（（（
国
語
定
本
全
六
冊
（（（
―（
or（（（
―（（
か
（1
（（（
古
文
尚
書
標
註
全
六
冊
（（（
（（（
無
（1
（（（
国
史
纂
論
全
五
冊
女
or博
　
右
四
区
（1
（（（
古
文
真
宝
諺
解
大
成
「
全
（
貼
紙
（
十
冊
」
（（（
（（
無
（1
（（（
訂正
古
訓
古
事
記
上
中
下
三
冊
二
部
（（（
―（
と（（（
―（（
か
、
他
に
女
・
学
も
あ
り
　
右
五
区
（1
（（1
呉
越
春
秋
乾
坤
二
冊
（（（
（
無
（1
（（（
穀
梁
伝
全
二
冊
京
大
（
―（（/
ｺ
/（
（（
オ
（1
（（（
梧
窓
漫
筆
上
下
二
冊
（11
―（（（
or（11
―（（（
か
（1
（（（
同
後
編
上
下
二
冊
（11
―（（（
or（11
―（（（
か
（1
（（（
同
三
編
上
下
二
冊
（11
―（（（
or（11
―（（（
か
（1
（（（
艮
斎
間
話
上
下
二
冊
（11
（（（
（
歌
）
民
を
艮
に
訂
正
（1
（（（
艮
斎
間
話
続
上
下
二
冊
（11
（（（
（
歌
）
民
を
艮
に
訂
正
　
右
六
区
（1
（（（
公
羊
伝
全
二
冊
京
大
（
―（（/
ｸ
/（
（1
（（（
古
文
前
集
全
一
冊
二
部
（1
（（（
古
文
後
集
全
一
冊
三
部
　
右
七
区
（（
ウ
（1
（（1
胡
曾
詩
鈔
全
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（（
古
文
後
集
鈔
　
全
前
後
十
三
冊
前
編
を
前
後
に
訂
正
　
右
八
区
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（1
（（（
古
文
孝
経
全
一
冊
二
部
女
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄（
侍
講
日
記
）
（1
（（（
五
畿
内
掌
覧
二
帖
一
冊
本
四
部
あ
り
（1
（（（
五
倫
書
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
無
（1
（（（
呉
文
正
較
定
孝
経
全
一
冊
（（（
（（（
無
　
右
九
区
（1
（（（
古
今
類
句
全
三
十
六
冊
（（（
（（（
　
右
十
区
（1
オ
（1
（（（
今
昔
物
語
全
五
冊
京
大
（1
―1（/
ｺ
/（1
　
右
十
一
区
（1
（（（
言
葉
の
や
ち
ま
た
上
下
二
冊
（（（
（1（
（
歌
）
他
に
京
大
あ
り
（1
（（（
古
今
和
歌
集
打
聴
全
八
冊
（（（
（（（
（
歌
）
　
右
十
二
区
（1
（（1
古
語
深
秘
抄
全
十
冊
（（1
（1（
（
歌
）
（1
（（（
古
今
集
打
聴
全
九
冊
（（1
（（（
無
（1
（（（
古
今
集
五
冊
（（（
―（（
（
御
）か
（1
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
栄
花
物
語
全
二
十
冊
二
筥
　
二
部
（（（
（
無
（（（
（1（
無
（（
（
同
全
二
十
一
冊
一
筥
（（（
―（（
or
（（（
―（（
か
（（
（
同
四
十
冊
一
筥
　
一
壱
冊
欠
京
大
（
―1（/
ｴ
/（
（（
（
同
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（
延
喜
式
全
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
同
全
六
十
一
冊
四
筥
（（（
（（
無
156
国立歴史民俗博物館研究報告
第 186集　2014年 3月
（（
（
同
十
冊
一
筥
明
治
九
年
四
月
九
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
同
全
二
十
冊
（（
（
同
四
十
七
冊
女
（（
（1
詠
歌
本
記
上
下
二
冊
一
筥
（（（
（（1
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
円
機
活
法
十
四
冊‌
一
筥
　
‌
損
シ
本
ア
リ
（（
（（
瀛
奎
律
髄
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
淵
明
集
全
四
冊
一
筥
対
応
書
は
二
部
各
二
冊
か
　
二
冊
本（（（
―（（
あ
り
　
エ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（（
永
代
大
雑
書
万
歴〔暦
〕大
成
全
一
冊
（1（
（（
無
（（
（（
詠
三
首
和
歌
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
遠
情
抄
一
冊
（（
（（
詠
歌
大
概
代
講
鈔
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
恵
慶
法
師
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
恵
慶
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
か
（（1
（（（
（
御
）
（（
（1
右
衛
門
督
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
栄
雅
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
三
十
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
栄
雅
和
歌
集
全
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
詠
歌
大
概
抄
全
三
冊
（1（
（11
（
御
）
（（
（（
同
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
十
二
冊
特
（（
（
御
）
対
応
書
は
一
二
部
各
一
冊
か
（（（
（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
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（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
京
大
（
―（（/
ｴ
/（（
（（
（（
詠
歌
一
体
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
無
（（（
（（
無
（（
ウ
（（
（（
詠
歌
大
概
十
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
一
五
部
各
一
冊
か
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
学
（（
（（
栄
雅
三
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
（
詠
歌
大
概
抄
百
人
一
首
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
字
訓
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
音
義
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
制
之
詞
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
（（
延
文
百
首
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
百
首
和
歌
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
遠
島
御
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
歌
註
二
冊
（（
オ
（（
（（
詠
歌
大
概
愚
抄
二
冊
特
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
註
一
冊
（（
（1
詠
歌
大
概
聞
書
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
同
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
序
註
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
詠
史
歌
集
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
三
冊
を
二
冊
に
訂
正
（（
（（
詠
千
首
和
歌
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
か
（（
（（
絵
本
鶯
宿
梅
全
一
冊
（（
（（
延
文
御
百
首
三
冊
（（
（（
永
享
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
影
供
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
京
大
（
―（（/
ｴ
/（
（（
（（
円
明
寺
関
白
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
永
享
五
年
詠
草
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
越
前
々
司
平
時
広
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
詠
草
写
一
冊
勅
（（（
―（
―（
明
治
一
四
年
一
一
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
図
書
録
）
（（
（（
延
宝
四
年
ヨ
リ
貞
享
四
年
至
会
始
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
詠
歌
大
概
御
抄
一
冊
特
（（
（
御
）
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（（
（（
詠
歌
こ
ゝ
ろ
の
た
ね
全
一
冊
（（1
（1（
（
歌
）
二
冊
の
誤
り
か
（（
（（
撰
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
円
雅
和
歌
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
オ
（（
（（
栄
花
物
語
抄
三
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（
（
歌
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
栄
花
物
語
系
図
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（1
詠
百
未
抄
一
冊
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
帝
鑑
図
説
全
十
二
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（
同
全
六
冊
（1（
―（（（
（
御
）or
（（（
―（（
（
御
）
（（
（
帝
範
一
巻
一
筥
（（
（
同
一
冊
壱
筥
（（（
（（1
（
御
）
（（
（
同
全
一
冊
三
部
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
の
一
冊
女
（（
（
天
神
垂
跡
要
記
全
五
冊
壱
筥
（1（
（（（
無
（（
（
趙
子
昂
法
帖
上
中
下
三
帖
一
筥
冊
を
帖
に
訂
正
（（
（
篆
書
百
体
千
字
文
二
冊
一
筥
（（（
（（（
無
　
テ
印
雑
書
　
　
壱
箱
（（
ウ
内
（（
（
天
朝
無
窮
暦
箸
〔
著
〕述
暦
書
類
目
録
一
冊
添
　
　
　
　
　
　
　
　
前
編
全
七
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（1
帝
王
編
年
記
全
二
十
七
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
帝
王
系
図
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
趙
註
孟
子
全
四
冊
（（（
（（1
無
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
伝
習
録
全
七
冊
（（（
（1（
無
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（（
（（
天
地
人
総
系
図
一
冊
（（（
（
無
（（
（（
鉄
槌
全
四
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
迪
彝
篇
全
一
冊
二
部
（（（
（（
（
歌
）
（（（
（
（
歌
）
（（
（（
田
令
図
解
抄
一
冊
（（（
（（（
無
（（
オ
（（
（（
天
神
記
図
会
一
冊
端
本
（（
（（
田
上
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
点
取
和
歌
二
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
（（
殿
中
十
五
番
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
定
家
卿
相
談
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
点
取
類
聚
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（（
亭
子
院
御
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
定
家
卿
鷹
歌
一
冊
（（（
―（1
鷹
三
百
首（
無
）or
（（（
―（（（
鷹
三
百
首
注（
桂
）か
（（
（（
手
引
糸
上
下
二
冊
（（1
（（1
無
（（
（（
手
尓
葉
一
冊
（（
ウ
（（
（（
て
に
を
は
係
辞
弁
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
亭
子
院
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（1
殿
上
蔵
人
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
朝
覲
行
幸
御
会
和
歌
一
冊
（（（
―（（（
か
（（
（（
て
に
を
は
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
オ
　
ア
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（
鶯
邨
画
譜
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（
晏
子
春
秋
全
二
冊
二
部
（（（
（（（
無
女
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（（
（
赤
染
衛
門
集
三
冊
（（（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（
近
江
御
息
所
歌
合
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
安
芸
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
安
法
々
師
集
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（
（
顕
綱
朝
臣
集
一
冊
四
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（
（
海
人
手
子
良
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（
粟
田
口
別
当
入
道
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
在
良
朝
臣
集
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
有
房
中
将
集
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
有
房
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
亜
槐
集
全
四
冊
（（1
（（1
無
（（
（（
同
全
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
あ
尹〔ゆ
〕ひ
抄
全
二
冊
一
帙
（（（
（（（
（
歌
）
対
応
候
補
書
は
一
冊
（（
（（
明
日
香
井
集
上
下
二
冊
（1（
（11
（
御
）
（（
（（
あ
ま
の
か
る
も
四
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
赤
人
集
一
冊
（（1‌
（（
（（（
）
（
御
）
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（（
オ
（
空
白
）
（（
ウ
（
空
白
）
（（
オ
（（
（
狭
衣
全
四
冊
二
筥
二
部
（11
（（
（
御
）（1（
―（1（
or（（（
―（（（
か
（（
（
同
全
八
冊
女
（（
（
同
全
六
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（
同
十
三
冊
二
冊
欠
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（
山
下
水
全
二
十
二
冊
一
筥
（（1
（（（
（
御
）
（（
（
再
昌
艸
三
十
七
冊
一
筥
特
（
（
御
）
（（
（
三
十
六
人
家
集
三
十
五
冊
一
筥
（1（
（
（
御
）
（（
（
同
三
十
八
冊
一
筥
（（1
（（
（
御
）
（（
（
同
三
冊
女
（（
（1
草
根
集
十
七
冊
一
筥
（（1
（（
（
御
）
（（
ウ
（（
（（
草
根
集
九
冊‌
春
下
秋
上
欠
（1（
（11
（
御
）
（（
（（
同
全
三
冊
（（
（（
同
全
八
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
三
略
六
巻
一
筥
B（
（（
無
（（
（（
冊
府
元
亀
全
二
百
五
十
二
冊
一
筥
（1（
（（
無
明
治
九
年
一
〇
月
二
三
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
三
才
図
絵
五
十
冊
一
筥
（1（
（（
無
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日
仮
皇
居
へ
持
参（
侍
講
日
記
）
（（
（（
左
繍
全
十
六
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
同
全
十
六
冊
女
（（
（（
山
陵
志
一
冊
一
筥
明
治
一
〇
年
一
月
一
四
日
御
所
へ
持
参（
侍
講
日
記
）（（（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
（1
左
伝
注
疏
正
義
全
二
十
冊
一
筥
学
（11
オ
（（
（（
荘
子
註
全
八
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
荘
子
大
全
全
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
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（（
（（
同
全
八
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
三
体
詩
備
考
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
山
谷
詩
集
全
十
一
冊
一
筥
（11
（（
無
（（
（（
同
全
一
冊
　
サ
印
雑
書
　
　
戸
棚
壱
棹
内
左
一
区
（（
（（
草
本〔木
〕図
説
前
篇
　
全
五
冊
（（（
―（（（
（
歌
）四
冊
か
（11
ウ
　
左
二
区
（（
（（
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
全
三
冊
（（
（（
西
行
法
師
家
集
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
　
左
三
区
（（
（1
作
者
部
類
二
十
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
現
状
二
一
冊
（（
（（
三
源
一
覧
十
冊
（1（
（（
（
御
）
　
左
四
区
　
左
五
区
（（
（（
散
木
奇
謌
集
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
本
を
木
に
訂
正
（（
（（
沙
玉
集
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
オ
（（
（（
細
流
抄
全
十
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
桜
町
院
御
集
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
山
家
和
歌
集
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
　
左
六
区
（（
（（
算
法
新
書
全
一
冊
（（
（（
草
野
集
全
四
冊
一
帙
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄
、
二
七
日
皇
后
宮
御
料
へ（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
全
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（1
催
馬
楽
譜
入
あ
や
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）（（（
―（1（
の
可
能
性
も
あ
り
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左
七
区
（（
（（
草
庵
和
歌
集
蒙
求
諺
解
全
正
続
五
冊
続
は（（1
―（（1
or（（1
―（（（
か
（1（
ウ
（（
（（
同
一
冊
（（
（（
草
庵
集
全
一
冊
三
部
（（（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
京
大
（
―（（/
ｿ
/（（
　
左
八
区
（（
（（
嵯
峨
の
止〔山
〕ふ
み
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
三
代
調
類
題
全
六
冊
（（（
（1
（
歌
）
他
に（（1
―（（（
あ
り
（（
（（
纂
題
和
歌
集
六
冊
（（1
（（（
無
　
右
一
区
（（
（（
三
楠
実
録
全
二
十
二
冊
（（（
―（（
or（（（
―（（（
か
　
右
二
区
（（
（（
三
楠
実
録
全
四
冊
女
（1（
オ
（（
（（
貞
丈
雑
記
全
四
冊
一
帙
（（（
（（（
無
　
右
三
区
（（
（1
三
玉
集
類
題
全
七
冊
京
大
（
―（（/
ｻ
/（（
（（
（（
同
全
二
冊
（（
（（
同
全
三
冊
二
部
　
右
四
区
（（
（（
艸
茅
危
言
全
十
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
祭
神
鎮
座
部
類
一
冊
（1（
（
無
（（
（（
覚
綱
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
草
庵
集
類
題
全
一
冊
（（1
（（（
無
（1（
ウ
（（
（（
三
家
類
題
抄
全
一
冊
165
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（（
（（
山
家
集
類
題
全
一
冊
（（
（（
左
京
太
夫
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
実
家
卿
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
実
方
集
七
冊
（1（
（（（
（
御
）
斤
を
方
に
訂
正
　
対
応
書
は
七
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1
（
御
）
（（1
（（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
三
位
中
将
公
衡
集
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
三
代
集
類
題
全
一
冊
二
部
　
右
六
区
（（
（（
刪
補
和
漢
年
契
全
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
三
玉
挑
事
抄
全
二
冊
（（1
（（（
無
（1（
オ
（（
（（
蔵
玉
和
歌
集
一
冊
（（1
―（（（
（
歌
）or（（1
―（（（
（
無
）か
（（
（（
三
子
伝
心
録
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
山
陽
詩
抄
一
冊
端
本
（（
（（
嵯
峨
野
物
語
一
冊
（（
（1
相
摸
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
三
集
私
抄
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
三
百
六
十
番
歌
合
五
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
実
隠〔陰
〕公
吟
藻
類
題
全
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（（
猿
丸
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
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（1（
（（
（
御
）
（（
（（
残
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（1
（（
（
御
）
（1（
ウ
（（
（（
三
条
右
大
臣
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
右
七
区
（（
（（
佐
久
良
の
林
一
冊
（11
（1（
無
（（
（（
三
代
集
間
之
事
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
三
代
集
抜
書
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（1
三
十
六
人
歌
合
三
冊
特
（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
　
候
補
書
他
に
多
数
あ
り
（（1
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
実
国
卿
歌
合
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
祭
主
家
歌
合
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
佐
夜
の
ね
覚
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
更
級
日
記
一
冊
三
部
（（（
（（
（
御
）
（1（
（1
（
御
）
女
（1（
オ
（（
（（
貞
敦
親
王
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
実
兼
公
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
実
澄
卿
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
雑
談
記
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
三
体
和
歌
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（1
三
部
抄
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
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（（
（（
三
百
六
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
山
家
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
（
三
部
抄
宗
養
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
三
部
抄
之
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（1（
ウ
（（
（（
財
葉
集
二
冊
（（
（（
三
十
六
人
女
歌
仙
一
冊
（（1
（1（
（
御
）
（（
（（
散
木
集
註
一
冊
（（（
（（
（
御
）
本
を
木
に
訂
正
（（
（（
山
家
心
中
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
三
代
秘
鈔
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（11
草
庵
集
難
注
一
冊
（（
（1（
作
例
初
学
考
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
右
八
区
（（
（1（
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
一
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（1（
三
体
詩
一
冊
（1（
オ
（（
（1（
荘
子
口
義
全
十
冊
（（（
（（（
無
（（
（1（
三
代
集
全
一
冊
（（
（1（
山
頂
湖
面
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（1（
三
十
六
人
歌
仙
一
冊
三
部
（1（
（（
（
御
）
（（
（1（
前
権
典
厩
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
前
長
門
守
時
朝
入
京
田
舎
打
聞
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
前
摂
政
家
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
歌
は
訂
正
し
て
書
す
（（
（（（
桜
宮
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（（
（（（
三
十
六
番
自
歌
合
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（（
草
偃
和
言
全
一
冊
（1（
―（（（
（
歌
）、（1（
―（（（
（
無
）あ
り
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（1（
ウ
（（
（（（
沙
弥
蓮レン
愉
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
運
を
蓮
に
訂
正
（（
（（（
三
十
六
人
歌
仙
伝
一
冊
二
部
（1（
（1
（
御
）
（（（
（（
無
（（
（（（
三
席
御
記
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（（
三
十
番
歌
合
二
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（（
（（（
左
大
将
家
百
首
歌
合
三
冊
（（（
（（（
無
（1（
オ
（（
（
近
代
類
句
全
八
十
冊
一
筥
（11
（
無
（（
（
訓
蒙
図
彙
全
十
五
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（
同
全
八
冊
（1（
（
無
（（
（
同
五
冊
（（
（
玉
山
講
義
附
録
全
五
冊
一
筥
（（（
（（1
無
（（
（
居
家
必
用
全
二
十
冊
一
筥
（1（
―（（
or
（1（
―（（
か
（（
（
行
書
類
纂
全
十
二
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
（
同
全
十
二
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（
金
史
全
二
十
四
冊
一
筥
（（
（1
近
思
続
録
全
六
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（1（
ウ
（（
（（
近
思
録
全
四
冊
一
筥
（1（
（（
無
（11
―（（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
（（
同
全
八
冊
一
筥
（（（
（（1
無
（（
（（
鏡
古
録
全
八
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
（（
魏
書
全
三
十
冊
一
筥
　
キ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（（
儀
式
全
四
冊
女
（（
（（
同
十
冊
（（（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
（（
近
思
録
示
蒙
句
解
全
五
冊
学
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（1（
オ
（（
（（
禁
秘
御
鈔
階
梯
上
中
下
三
冊
三
部
対
応
候
補
書
六
部
あ
り
（（
（（
近
代
年
中
行
事
細
記
一
冊
（1（
―（（（
or（（（
―（（（
か
（（
（1
金
槐
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
（
享
保
六
年
ヨ
リ
同
二
十
年
ニ
至
歌
書
十
冊
（（
（（
（
禁
裏
院
中
会
始
題
公
宴
七
夕
重
陽
題
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
堯
孝
法
印
集
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
禁
裏
歌
合
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
休
聞
全
十
五
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
近
代
風
体
抄
一
冊
（（
（（
近
来
風
体
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1（
ウ
（（
（（
禁
裏
御
会
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
他
に
も
候
補
書
あ
り‌
明
治
一
三
年
五
月
二
二
日
取
出
か（
侍
講
日
記
）
（（
（（
禁
裏
御
月
次
和
歌
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（1
金
花
集
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（
久
安
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
禁
中
御
着
到
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
麒
麟
抄
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
会
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
遊
部
類
記
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
禁
裏
御
当
座
一
冊
特
（（
（
御
）
（1（
オ
　
キ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（（
馭
戎
慨
言
全
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
近
世
外
史
六
冊
（（（
（1
無
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（（
（（
魏
鄭
公
諫
録
　
正
続
全
四
冊
京
大
（
―（（/
ｷ
/（
（（
（1
禁
秘
抄
全
一
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
（（
聞
賀
喜
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
清
輔
朝
臣
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（
（（
公
忠
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（
（（
清
輔
袋
草
紙
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1（
ウ
（（
（（
き
ぬ
か
つ
き
の
日
記
一
冊
（（（
（1（
（
御
）
（（
（（
禁
裏
御
会
一
冊
（（
（（
衣
笠
内
府
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
結
縁
経
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
近
代
風
体
一
冊
（（
（1
堯
孝
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
堯
孝
一
夜
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
金
葉
和
歌
集
全
一
冊
三
部
（（（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
京
大
（
―（（/
ｷ
/（（
（（
（（
近
葉
菅
根
集
全
五
冊
（（1
（（（
無
他
に
六
冊
御
歌
所
本
あ
り
（（
（（
琴
後
集
全
七
冊
（（1
―（（
と（（1
―（（
あ
り
（1（
オ
（（
（（
京
の
水
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
京
大
も
あ
り
（（
（（
今
古
和
歌
初
学
全
二
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
清
輔
雑
談
集
全
一
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
久
安
御
百
首
全
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
行
尊
大
僧
正
集
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
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（（
（1
清
正
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
行
基
菩
薩
等
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
製
共
九
人
和
歌
点
取
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（
北
野
宮
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
菊
十
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
ウ
（（
（（
金
玉
歌
合
一
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
（（
（（
禁
中
御
会
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
刑
部
卿
頼
輔
集
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（（
金
玉
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
北
山
抄
七
冊
端
本
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（1
京
羽
二
重
大
全
五
冊
端
本
（（（
（1（
無
（（
（（
鬼
神
新
論
全
一
冊
（1（
（（（
無
一
は
訂
正
の
上
に
書
す
（（
（（
京
町
絵
図
細
見
大
成
一
帖
（（（
―（（（
orB（
―（1（
か
（（
（（
結
題
五
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（1
オ
（
空
白
）
（（1
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
　
ユ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（
遊
仙
窟
一
冊
（（
（
行〔幽
〕宗
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（
斎
聞
書
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
　
メ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（
名
臣
像
讃
一
巻
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（（
（
明
月
記
一
冊
（（1
（（
（
御
）
巻
を
冊
に
訂
正
（（
（
め
の
と
の
文
一
冊
「
も
」
を
「
と
」
に
訂
正
（（
（
名
節
録
全
二
冊
（（1
（（（
無
対
応
書
は
一
冊
（（
（
妙
述〔術
〕博
物
筌
全
七
冊
（1（
（（
無
（（
（
名
数
画
譜
全
四
冊
（（（
（（（
無
（（
（
名
文
鳳
采
全
五
冊
（（（
（（（
無
（（
（
名
所
百
首
一
冊
明
治
九
年
五
月
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（（
ウ
（（
（
名
所
和
歌
類
聚
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（1
名
所
百
首
和
歌
一
巻
（（
（（
明
題
和
歌
集
四
冊‌
雑
下
一
冊
欠
（（
（（
名
所
新
松
葉
集
全
三
冊
（（1
（（（
（
歌
）
雑
を
新
に
訂
正
（（
（（
名
所
つ
い
ま
つ
全
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
名
所
補
翼
鈔
七
冊
（（（
（（
（
歌
）
他
に（（（
―（（（
あ
り
（（
（（
名
所
和
歌
集
全
一
冊
（（（
（11
（
歌
）
（（
（（
明
題
和
歌
全
集
全
十
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
名
所
方
輿
勝
覧
上
下
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
名
所
歌
枕
上
下
二
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（（
オ
（（
（（
名
所
小
鏡
全
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（1
名
所
部
類
考
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
明
倫
歌
集
全
五
冊
（（（
―（（
or（（（
―（（1
か（
歌
）
（（
（（
名
所
読
合
一
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（
名
所
四
百
首
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
明
題
部
類
抄
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
（（
（
岷
江
入
楚
全
五
十
五
冊
一
筥
（11
（
（
御
）（11
―（（
の
可
能
性
も
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ミ
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（
岷
江
入
楚
全
五
十
五
冊
（11
（（
（
御
）
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）　（11
―（
の
可
能
性
も
（（
（
水
鏡
上
中
下
三
冊
二
部
（（（
（1
（
御
）（1（
―（
か
（（
（
瑞
穂
鈔
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（
御
裳
濯
川
歌
合
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
明
星
抄
十
五
冊
（1（
（（
（
御
）
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
民
部
卿
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
道
行
触
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（
光
経
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
御
堂
関
白
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
水
無
瀬
殿
法
楽
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
水
無
瀬
殿
御
奉
納
百
首
続
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
未
来
記
注
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）（1（
―（（（
の
可
能
性
も
あ
り
（（
（（
未
来
記
抄
一
冊
四
部
（1（
（（（
（
御
）
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
水
無
瀬
殿
恋
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
慈
を
恋
に
訂
正
（（
（（
道
済
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
二
部
脱
か
　
他
に（1（
―（（（
あ
り
（（
（（
道
綱
母
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（
道
信
朝
臣
集
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
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（1（
（11
（
御
）
（（
（1
躬
恒
集
四
冊
（1（
（1（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
源
義
政
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
源
重
之
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
御
形
宣
旨
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
二
部
の
誤
り
か
　
他
に（1（
―（（（
あ
り
（（
（（
源
家
長
記
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
耳
底
記
全
一
冊
（（（
（1
無
（（
（（
水
無
瀬
宮
御
法
楽
一
冊
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
（（
（
新
類
題
和
歌
集
全
十
四
冊
一
筥
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（
新
類
題
全
十
三
冊
一
筥
（1（
（（
（
御
）
（（
（
同
全
七
冊
一
筥
（1（
（（
（
御
）
（（
（
新
和
歌
類
句
集
六
十
冊
一
筥
（（（
（（
（
歌
）
（（
（
十
一
代
集
全
十
八
冊
一
筥
（（（
（（
（
桂
）
六
を
十
に
訂
正
（（
（
正
倉
院
古
文
書
写
二
巻
一
筥
（（
（
同
三
巻
（（
（
神
遺
秘
法
方
禄〔録
〕
上
中
下
三
冊
一
筥
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
釈
日
本
紀
全
十
五
冊
一
筥
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
（1
春
樵
隠
士
家
稿
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
を
稿
に
訂
正
　
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（（
ウ
（（
（（
同
二
冊
端
本
（（
（（
諸
記
録
抄
書
　
入
記
添
百
二
十
二
冊
三
筥
（（（
（（
無
（（
（（
爾
雅
上
中
下
三
冊
一
筥
（（（
―（
or
B（
―（（
か
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（（
（（
同
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（
資
治
通
鑑
全
百
二
十
八
冊
一
筥
（（
（（
同
全
百
四
十
八
冊
二
筥
C（
（（
無
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
同
全
百
四
十
八
冊
一
筥
B（
（
無
（（
（（
同
全
百
四
十
八
冊
十
筥
女
（（
（（
同
全
五
十
冊
一
筥
十
帙
（（（
―（（
or
C（
―（（
か（
共
に
無
）
（（
（1
資
治
通
鑑
綱
目
全
百
十
七
冊
二
筥
（（（
（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（
同
五
冊
端
本
（（
（（
四
書
大
全
全
二
十
二
冊
一
筥
女
（（
（（
同
全
十
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
七
経
孟
子
考
文
補
遺
全
三
十
二
冊
一
筥
（（
（（
事
類
全
書
全
三
十
一
冊
一
筥
（1（
（1
無
（（
（（
集
古
帖
七
帖
一
筥
（1（
（（
無
明
治
一
一
年
七
月
二
五
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
春
秋
胡
氏
伝
全
二
十
冊
一
筥
二
帙
（（
（（
四
書
集
註
全
二
十
六
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
諸
史
品
節
全
八
冊
一
筥
（（（
（（
無
明
治
一
四
年
二
月
一
九
日
仮
皇
居
へ
持
参（
侍
講
日
記
）
（（
（1
朱
子
語
類
全
七
十
四
冊
二
筥
（11
（（
無
（（（
ウ
（（
（（
史
記
評
林
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（1
無
（（
（（
同
全
二
十
五
冊
（（（
（（
無
（（
（（
同
全
二
十
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
字
彙
全
十
四
冊
一
筥
（（（
（（
無
（（
（（
四
書
章
図
通
義
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（（
事
文
類
聚
全
百
一
冊
二
筥
（1（
―（（
or
（1（
―（
か
（（
（（
晋
書
全
五
十
三
冊
一
筥
（（
（（
同
全
三
十
冊
一
筥
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（（
（（
淳
化
法
帖
七
帖
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（1
同
九
帖
一
筥
（（（
オ
（（
（（
四
書
蒙
引
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
周
書
全
十
冊
一
筥
（（
（（
書
言
故
事
大
全
全
六
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（（
同
全
六
冊
学
（（
（（
四
書
詳
解
全
八
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（（
書
経
集
註
全
四
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（（
詩
体
明
弁
全
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
詩
経
集
註
全
四
冊
一
筥
（（（
（
無
（（
（（
同
一
冊
端
本
（（
（1
荀
子
全
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（（
ウ
（（
（（
初
学
記
全
十
二
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（（
四
書
白
文
四
冊
一
筥
　
一
冊
欠
（（（
（（（
無
対
応
書
、
五
冊（
補
写
あ
り
）
（（
（（
爾
雅
註
疏
全
四
冊
一
筥
（（（
（（
無
明
治
一
一
年
五
月
一
〇
日
当
局
へ
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
四
六
全
書
十
六
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
子
史
類
語
全
十
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（（
四
書
直
解
全
二
十
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
七
書
全
二
十
二
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
同
全
十
四
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
事
物
紀
源
全
十
一
冊
一
筥
（1（
―（（
or
（1（
―（（
か
（（
（1
史
記
全
二
十
六
冊
一
筥
（（（
オ
（（
（（
史
記
五
帝
本
記
一
巻
一
筥
（11
（（
無
（（
（（
事
林
広
記
全
十
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（（
四
書
参
全
十
冊
一
筥
（（（
（（
無
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（（
（（
清
三
朝
実
録
採
要
四
冊
一
筥
　
一
帙
（（（
（（
無
（（
（（
四
書
存
疑
全
十
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
四
書
正
文
全
四
冊
一
筥
（（（
（1
無
（（
（（
周
易
要
事
記
一
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（（
新
六
歌
仙
御
手
鑑
一
帖
一
筥
（（
（（
七
経
図
考
七
冊
一
筥
　
一
帙
B（
（（（
無
（（
（1
春
秋
左
氏
伝
杜
元
凱
註
全
三
十
冊
一
筥
（11
（（
無
（（（
ウ
　
シ
印
第
一
雑
書
　
　
戸
棚
壱
棹
内
左
一
区
（（
（（
助
字
全
三
冊
一
帙
（（（
（1
無
（（
（（
詩
学
大
成
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
新
古
今
和
歌
集
聞
書
全
四
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
袖
珍
歌
枕
全
一
冊
二
部
学
（（
（（
白
川
殿
七
百
首
一
冊
（（
（（
将
軍
家
御
百
首
一
冊
（（
（（
四
条
宮
下
野
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（1
オ
（（
（（
四
条
中
納
言
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
従
三
位
為
信
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
慈
道
親
王
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
深
心
院
関
白
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
新
歌
林
良
材
集
上
下
二
冊
　
左
二
区
（（
（（
春
江
志
別
詩
二
巻
（（
（（
修
学
院
離
宮
一
巻
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送（
侍
講
日
記
）
　
左
三
区
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（（
（（
袖
珍
略
韻
全
二
冊
（（（
（1
無
（（1
ウ
（（
（（
新
三
十
六
人
歌
合
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
掌
中
古
言
梯
全
一
冊
（（（
（
無
（（
（（
守
覚
法
親
王
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
重
之
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
浄
照
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
秋
夢
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
新
撰
和
歌
髄
脳
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
四
条
大
納
言
御
作
一
冊
（（
（（
紫
文
製
錦
全
二
冊
（（
（（
釈
教
題
林
和
歌
集
全
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（
親
王
家
点
取
一
冊
　
左
四
区
（（
（（
西洋
時
辰
儀
定
刻
活
測
一
帖
（（
（（
新
選
二
葉
草
上
下
二
冊
（（
（（
詞
艸
小
苑
全
一
冊
（（
（11
諸
名
記
一
冊
（（
（1（
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（1（
信
生
法
師
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1（
正
誤
か
な
遣
全
一
冊
（（（
（1（
無
　
左
五
区
（（（
ウ
（（
（1（
詩
歌
合
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
五
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
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（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1（
四
十
八
番
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
慈
昭
院
自
歌
合
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1（
四
季
物
語
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（1（
修
理
大
夫
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1（
崇
徳
院
「（貼
紙
（法楽
」
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
俊
成
卿
女
家
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
慈
鎮
和
尚
詠
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
詩
歌
晴
御
会
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
二
部
の
注
記
脱
か
　
他
に（（1
―（（（
あ
り
（（
（（（
七
玉
集
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（（
十
首
詩
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
従
三
位
雅
家
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
侍
従
大
納
言
家
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
拾
遺
抄
三
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（（
釈
門
卅
六
人
歌
仙
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（（
七
人
百
首
和
歌
一
冊
（1（
（（1
（
桂
）
（（
（（1
詩
歌
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
拾
遺
集
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
二
部
の
注
記
脱
か
　
他
に（1（
―（（（
あ
り
（（
（（（
釈
阿
九
十
賀
一
冊
（（（
（（
（（
（（（
俊
成
卿
九
十
賀
記
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（（（
守
覚
親
王
百
首
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（（
親
王
家
五
十
首
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
（（（
将
家
千
首
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
四
拾
番
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
十
首
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
正
中
三
年
和
歌
御
会
記
一
冊
特
（（
（
御
）
（（
（（1
新
歌
仙
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（（
俊
成
卿
九
十
賀
和
歌
一
冊
（（
（（（
清
水
谷
口
伝
一
冊
生
島
成
房
書
写
桂
宮
本（（（（
―（（（
）あ
り
（（
（（（
新
撰
大
和
詞
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（（（
オ
（（
（（（
俊
成
卿
女
集
二
冊
（1（
（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
左
六
区
（（
（（（
新
古
今
和
歌
集
抄
全
五
冊
女
左
六
区
の
下
に
追
記
（（
（（（
同
全
一
冊
左
六
区
の
下
に
追
記
（（
（（（
十
哲
伝
一
冊
（（（
（（1
無
（（
（（（
初
学
詩
法
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（（
臣
軌
上
下
一
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（（
―（（（
の
内
の
一
冊
女
（（
（（1
詞
華
集
注
一
冊
特
（1
（
御
）
（（
（（（
新
後
拾
遺
和
歌
集
下
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
秋
日
詠
庭
上
靏
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
従
三
位
為
理
家
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
自
葉
和
歌
集
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（（
ウ
（（
（（（
式
子
内
親
王
集
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（（
衆
妙
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（
（（（
種
玉
編
次
抄
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（（（
種
玉
庵
宗
祗〔祇〕
伝
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（（
秀
歌
大
体
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
詞
華
集
一
冊
（（
（（（
十
首
和
歌
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（（
入
木
道
之
事
一
冊
（（（
（（1
無
筆
勢
集（（（
―（（（
の
可
能
性
も
（（
（（（
深
山
麓
一
冊
　
左
七
区
（（（
オ
（（
（（（
神
徳
略
述
頌
全
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（（（
詩
原
一
冊
二
部
（（
（（（
詩
格
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（（
詩
文
作
方
一
冊
（（
（（（
書
叙
指
南
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
春
秋
名
号
帰
一
図
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（1
詩
聯
大
成
全
一
冊
一
帙
（（（
（（（
無
（（
（（（
慈
鎮
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
崇
徳
院
御
百
首
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
重
之
女
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（（（
従
二
位
顕
氏
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
拾
藻
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
春
樹
秘
抄
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（（
新
撰
朗
詠
集
上
下
二
冊
（（1
（
無
京
大
も
あ
り
（（
（（（
同
全
一
冊
三
部
（（1
（（
無
（1（
（（
（
御
）
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（（
（（（
拾
遺
百
番
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
左
八
区
（（
（（1
周
易
蓍
秘
全
一
冊
（（
（（（
勝
地
吐
懐
編
上
下
二
冊
（（（
―（（
or（（（
―（（（
か
（（
（（（
新
勅
撰
和
歌
集
全
一
冊
（（（
オ
（（
（（（
同
上
下
二
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（
（（（
初
学
和
歌
愚
問
抄
前
後
二
冊
（（1
（（（
（
歌
）
（（
（（（
新
後
撰
和
歌
集
一
冊
（（
（（（
秀
歌
之
体
大
略
四
冊
（（
（（（
新
内
裏
御
障
子
和
歌
集
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
真
字
百
人
一
首
一
冊
　
左
九
区
（（
（（（
新
古
今
和
歌
集
上
下
二
冊
五
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（1
同
全
一
冊
四
部
（（（
（（（
（
御
）
（（1
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（（
同
全
三
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（（
ウ
　
左
十
区
（（
（（（
時
代
不
同
歌
合
一
冊
四
部
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
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一
冊
四
部
勅
（（（
―（
―（（
明
治
一
九
年
三
月
宸
翰
掛
へ
引
渡
（
侍
講
局
雑
書
）
（（
（（（
詩
歌
御
遊
記
一
冊
詩
歌
御
会
部
類
記（（1
―（（（
（
歌
）
か
明
治
一
二
年
二
月
二
四
日
仮
皇
居
へ
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（（（
詞
林
拾
葉
跋
一
冊
（（
（（（
拾
遺
抄
物
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
真
字
伊
勢
物
語
上
下
二
冊
（（（
―（（（
or
（（（
―（（
か
（（
（（（
新
字
異
見
一
冊
（（
（（（
新
古
今
抜
書
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
書
文
式
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（1
従
政
名
言
一
冊
二
部
（（（
（（（
無
女
（（（
オ
（（
（（（
詩
懐
紙
写
上
下
二
冊
（（1
（（（
（
歌
）（（1
―（（（
は
上
一
冊
、（（1
―（（（
が
下
か
明
治
一
二
年
二
月
二
四
日
仮
皇
居
へ
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（（（
織
文
図
会
六
冊
（（
（（（
新
撰
年
表
全
一
冊
（（1
（1（
（
歌
）
（（
（（（
諸
家
々
業
全
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
拾
遺
愚
草
類
礎
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
新
古
今
集
聞
書
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（（
新
一
人
三
臣
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
　
左
十
一
区
（（
（（（
拾
遺
愚
草
上
中
下
三
冊
二
部
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（（
拾
遺
和
歌
集
上
下
二
冊
（（（
ウ
（（
（11
拾
遺
和
歌
集
全
一
冊
（（
（1（
同
一
冊
（1（
―（（（
（
御
）か
（（
（1（
壬
二
集
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（1（
拾
玉
集
五
冊
（（（
（（（
無
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（（
（1（
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（1（
拾
遺
愚
草
員
外
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
左
十
二
区
（（
（1（
職
原
抄
下
一
冊
（（
（1（
尚
書
注
疏
九
冊
一
冊
欠
（（（
（（（
無
（（（
オ
　
右
一
区
（（
（1（
新
題
林
和
歌
集
全
十
六
冊
（（
（1（
同
全
六
冊
（（
（（1
同
全
三
冊
学
or女
（（
（（（
同
全
二
冊
二
部
（（1
（（1
（
御
）
　
右
二
区
（（
（（（
真
艸
字
引
大
成
乾
坤
二
冊
（（
（（（
四
声
玉
篇
和
訓
大
成
全
六
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
新
類
題
和
歌
集
全
十
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（（
同
全
十
五
冊
（（（
（
（
御
）
（（（
ウ
　
右
三
区
（（
（（（
諸
陵
説
五
冊
二
部
（（（
―（（
or
（（（
―（1（
・（（（
―（（
か
（（
（（（
諸
陵
徴
四
冊
二
部
（（（
―（1
or
（（（
―（（
・（（（
―（1（
か
（（
（（（
神
道
行
要
集
上
中
下
三
冊
（（
（（（
秀
歌
大
略
代
講
書
上
下
二
冊
（（（
（（
（
御
）
　
右
四
区
（（
（（1
事
斯
語
上
中
下
三
冊
二
部
　
二
帙
（（（
（（（
無
学
or女
（（
（（（
神
代
系
図
一
冊
二
部
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
　
京
大
も
（（
（（（
同
一
幅
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（（
（（（
紫
明
抄
全
五
冊
（1（
（（
（
御
）
巻
一
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
（（（
オ
（（
（（（
十
口
抄
全
五
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
新
撰
六
帖
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
　
右
五
区
（（
（（（
鴨
乃
羽
掻
全
三
冊
二
部
（（（
（（（
無
刀
を
乃
に
訂
正
（（1
（1（
無
京
大
に
も
あ
り
（（
（（（
同
全
一
冊
（（
（（（
新
続
題
林
和
歌
集
全
六
冊
（（1
（（（
無
（（
（（（
同
全
四
冊
（（
（（1
新
三
玉
和
歌
集
類
題
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
（（
（（（
同
全
一
冊
学
（（
（（（
装
束
図
式
上
下
二
冊
（（（
―（（
or（（（
―（（（
か
（（（
ウ
（（
　
右
六
区
（（
（（（
初
学
和
歌
式
全
七
冊
（（1
（（（
無
（（
（（（
同
全
二
冊
四
部
（（（
（（（
無
（（（
（（（
無
　
右
七
区
（（
（（（
松
藤
幷
遠
情
鈔
一
冊
（（（
（1
（
御
）
（（
（（（
思
露
一
冊
勅
（（（
―（?
（（
（（（
似
雲
聞
書
上
下
一
冊
（（1
（（（
無
二
冊
中
の
一
冊
（（
（（（
似
雲
聞
書
続
編
全
一
冊
（（1
（（（
無
二
冊
中
の
一
冊
（（（
オ
（（
（（（
四
条
局
口
伝
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
秋
風
和
歌
集
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
釈
教
題
林
集
全
八
冊
（（（
（（（
無
（（
（（（
自
讃
歌
一
冊
三
部
（11
（（（
（
御
）
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（1（
（（（
（
御
）（（1
―（（（
or（（1
―（（（
か
（（
（（（
新
明
題
全
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（（
新
後
明
題
抄
全
二
冊
（（1
（（（
（
御
）
　
右
九
区
（（
（（（
神
代
合
解
全
四
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
職
事
補
任
乾
坤
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（（
新
撰
一
字
抄
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（（（
詩
仙
図
像
一
冊
（（（
（（（
無
　
右
十
区
（（
（（（
新
宮
撰
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
七
百
番
歌
合
序
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
常
桓
入
道
自
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
新
玉
津
島
社
歌
合
一
冊
三
部
（1（
（（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
将
軍
家
歌
合
二
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
自
讃
歌
序
一
冊
（（（
（（
無
（（
（（（
初
学
一
葉
上
下
二
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（（（
寂
蓮
集
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（1
オ
（（
（（（
出
観
集
一
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（（（
十
体
和
歌
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（（
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
全
一
冊
（（1
（（（
無
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（（
（（1
拾
遺
愚
草
注
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
詞
林
菜〔采
〕葉
抄
全
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
同
全
三
冊
京
大
（
―（（/
ｼ
/（（
（（
（（（
詞
林
三
知
抄
上
下
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
詞
林
采
葉
集
全
五
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（（
寂
然
法
師
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
右
十
一
区
（（1
ウ
（（
（（（
順
徳
院
御
集
一
冊
三
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
順
徳
院
百
首
御
歌
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
称
名
院
右
大
臣
三
十
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
新
撰
髄
脳
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（1
十
二
月
絵
詩
歌
一
冊
（（
（（（
称
名
院
右
大
臣
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（（
種
心
秘
要
抄
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（（
詞
華
集
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
秀
葉
抄
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
春
曙
鈔
上
下
二
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（（
オ
（（
（（（
称
名
院
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
称
名
院
右
府
七
十
賀
記
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
春
樹
顕
秘
増
抄
乾
坤
二
冊
（（
（（（
同
一
冊
（1（
（（（
無
（（
（（1
自
讃
歌
注
一
冊
特
（（
（
御
）
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（（
（（（
順
徳
院
御
製
一
冊
（（
（（（
春
夢
草
上
中
下
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
称
名
院
詠
幷
三
光
院
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（（
常
徳
院
詠
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（（
色
葉
和
歌
一
冊
（（（
ウ
（（
（（（
十
代
集
抜
書
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（（
思
女
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
右
十
二
区
（（
（（（
新
撰
姓
氏
録
全
四
冊
（（（
―（1（
or（（1
―（（（
か
（（
（（（
神
皇
正
統
記
全
六
冊
三
部
（（（
（（（
無
（（（
（（（
無
女
（（
（（1
神
功
皇
后
御
伝
記
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（（
詩
人
玉
屑
全
二
冊
（（（
（（1
無
　
シ
印
第
二
雑
書
　
　
戸
棚
壱
棹
内
左
（（（
オ
（（
（（（
象
山
先
生
集
要
全
八
冊
京
大
（
―（（/
ｼ
/（（
（（
（（（
尚
書
鈔
全
六
冊
（（（
（1（
無
（（
（（（
常
山
紀
談
全
三
十
冊
対
応
候
補
書
複
数
あ
り
（（
（（（
同
全
六
冊
一
帙
（（（
（（（
（
御
）
（（
（（（
周
易
精
義
全
十
七
冊
（（（
（（（
無
（（
（（（
尚
書
全
六
冊
明
治
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
当
局
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（（
周
易
全
五
冊
二
部
（（（
（（（
無
（（
（（（
四
書
全
十
冊
一
帙
（（（
―（（
か
（（
（11
詩
林
広
記
全
十
五
冊
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（（
（1（
七
書
俚
諺
抄
全
十
冊
学
（（（
ウ
（（
（1（
四
書
略
解
全
十
冊
（（（
（（
無
（（
（1（
袖
中
抄
全
五
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（1（
同
全
十
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（1（
十
八
史
略
全
三
冊
（（
（1（
諸
家
知
譜
拙
記
全
五
冊
（（（
（（1
（
歌
）
他
に
も
対
応
候
補
書
あ
り
（（
（1（
史
徴
八
冊
一
帙
（（（
（（
（
歌
）
明
治
九
年
六
月
一
八
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
　
右
（（
（1（
春
秋
左
氏
伝
校
本
全
十
五
冊
二
部
C（
（（（
（
御
）（（（
―（（（
or
（（（
―（（
か
（（
（1（
同
全
五
冊
一
帙
（（（
オ
（（
（（1
春
秋
左
伝
杜
林
善
本
全
十
六
冊
二
帙
（（（
（（（
無
（（
（（（
春
秋
左
氏
伝
綱
目
全
二
十
冊
（（（
（（（
無
（（
（（（
春
秋
左
氏
伝
全
十
五
冊
（（
（（（
同
二
冊
端
本
（（（
（（1
無
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
（1
（
百
首
部
類
六
十
二
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（1
（
同
二
十
冊
一
筥
学
（1
（
秘
笈
新
書
全
六
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（1
（
馮
紹
祖
楚
辞
全
八
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（1
（
百
人
一
首
一
巻
一
筥
（11
（（（
（
御
）
　
ヒ
印
第
一
雑
書
　
　
壱
箱
内
（1
（
百
練
抄
三
十
二
冊
（（（
（1（
（
歌
）
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送（
侍
講
日
記
）
（1
（
同
五
冊
（（（
（（
（
歌
）
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送（
侍
講
日
記
）
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（（（
ウ
（1
（
百
人
一
首
一
夕
話
全
九
冊
（（（
―（
or（（（
―（（（
or（（（
―（（（
（1
（
百
人
一
首
改
観
抄
全
六
冊
（（（
（1
（
歌
）
他
に（（（
―（（（
あ
り
（1
（1
同
全
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（1
（（
百
人
一
首
古
説
全
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
人
一
首
図
会
全
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
同
全
二
冊
（（（
（（（
無
　
ヒ
印
第
二
雑
書
　
　
壱
箱
内
（1
（（
百
人
一
首
講
話
秘
註
天
地
人
三
冊
内
と
同
行
に
書
す
　（1（
―（（（
or（（1
―（（（
か
（1
（（
卑
懐
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
オ
（1
（（
百
人
一
首
聞
書
一
冊
（11
（（（
（
御
）
（1
（（
日
吉
社
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
日
吉
社
御
法
楽
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
首
和
歌
四
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）（（1
―（（1
か
（1
（1
日
吉
社
法
楽
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
人
一
首
抄
十
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
一
二
部
各
一
冊
か
　
他
に
も
候
補
書
あ
り
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（1（
（
御
）
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（1（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
特
（（
（
御
）
（1
（（
百
首
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
か
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
首
類
聚
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
品
経
和
歌
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
番
歌
合
四
冊
（1（‌
（（
（（
）
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（1（‌
（（
（（（
）
（
御
）
特
（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（1
（（
百
五
十
番
歌
合
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
人
一
首
註
四
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
特
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
秘
点
書
一
冊
（1
（（
東
山
院
御
詠
草
写
一
冊
勅
（（（
―（
―（
明
治
一
四
年
一
一
月
宸
翰
掛
へ
引
渡（
図
書
録
）
（1
（1
百
人
一
首
実
葛
上
中
下
三
冊
（1（
（（1
無
（1
（（
百
番
詩
合
一
冊
（（（
（（
無
（1
（（
人
丸
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
無
（1（
（（（
無
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（1
（（
百
人
一
首
作
者
系
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
ヒ
印
第
三
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（（
オ
（1
（（
畢
酒
林
氏
万
国
公
法
全
二
冊
一
冊
本（（（
―（（（
（
明
治
元
版
）あ
り
（1
（（
鄙
乃
天
布
利
上
下
二
冊
（1
（（
一
歩
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
百
人
一
首
拾
穂
抄
三
冊
一
冊
本
・
四
冊
本
は
あ
り
（1
（（
簸
河
上
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（1
（（
広
田
社
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（1
秘
抄
一
冊
（1
（（
百
人
一
首
新
抄
全
一
冊
（（（
（（（
無
（1
（（
百
首
部
類
目
録
一
冊
（1
（（
肥
後
集
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（（
ウ
（1
（（
檜
垣
姫〔嫗
〕集
一
冊
三
部
（1（
（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
首
愚
草
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1
（（
百
人
秀
歌
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（1
（（
百
家
類
葉
上
下
二
冊
（1
（（
百
代
拾
葉
抄
上
下
二
冊
（1
（（
百
人
一
首
歌
古
鈔
全
一
冊
（1
（1
百
人
一
首
一
冊
七
部
（1（
（1（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（（
オ
（（
（
藻
塩
艸
全
十
冊
一
筥
（1（
（（
（
御
）
（（
（
同
全
十
冊
（（（
（（（
無
数
字
訂
正
の
上
に
書
す
か
193
［宮内庁書陵部所蔵京都御所旧蔵本の由来]……小倉慈司
（（
（
同
全
十
二
冊
学
（（
（
同
一
冊
（（
（
文
選
全
三
十
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
同
六
冊
（（（
（（
無
（（
（
文
選
音
註
全
二
十
一
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
摸
刻
論
語
集
解
一
巻
一
筥
（11
（（
無
　
モ
印
雑
書
　
　
一
筥
内
（（（
ウ
（（
（
文
選
纂
註
評
林
全
十
二
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（1
蒙
求
和
歌
一
冊
（1（
（（（
無
他
に
桂
宮
本（（（
―（（（
あ
り
（（
（（
師
兼
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
基
綱
卿
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
基
俊
集
三
冊
（（1
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
元
真
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
元
良
親
王
集
二
冊
（1（
（（1
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
持
和
詠
草
一
冊
（（1
（（1
（
御
）
（（
（（
元
輔
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（（
オ
（
空
白
）
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
（（
（
聖
賢
障
子
銘
九
枚
一
筥
（（
（
西
宮
記
二
十
三
冊
一
筥
（（1
（（
（
御
）
（（
（
同
六
冊
女
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（（
（
摂
海
両
海
門
砲
台
図
十
三
帖
一
筥
（1（
（（
無
和
漢
図
書
分
類
目
録
は
明
治
写
と
す
る
（（
（
潜
確
居
類
書
全
二
十
八
冊
一
筥
（1（
（（
無
（（
（
聖
図
殿
説
二
帖
一
筥
（1（
（（
無
（（
（
正
字
通
全
四
十
冊
一
筥
（（（
（（
無
明
治
八
年
一
〇
月
九
日
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（
性
理
大
全
全
十
四
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（
説
文
解
字
韻
譜
上
下
二
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（
（1
惺
窩
文
集
全
十
冊
一
筥
（（（
ウ
（（
（（
戦
国
策
全
八
冊
一
筥
（1（
（1
無
（（
（（
同
全
七
冊
（（（
（（
無
（（
（（
世
説
新
語
全
六
冊
一
筥
世
説
新
語
補‌（（1
―（（（
か
（（
（（
聖
学
十
図
一
冊
一
筥
　
セ
印
雑
書
　
　
戸
棚
壱
棹
（11
（（
無
内
左
一
区
（（
（（
前
賢
故
実
六
冊
（（（
（（（
無
明
治
一
一
年
五
月
一
〇
日
当
局
へ
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
前
賢
故
実
私
訓
三
冊
（（1
（（（
無
明
治
一
一
年
五
月
一
〇
日
当
局
へ
取
寄（
侍
講
日
記
）
（（
（（
撰
鈺
類
題
和
歌
集
全
六
冊
（（1
（（（
無
（（1
オ
　
左
二
区
（（
（（
千
慮
策
全
三
冊
一
帙
（（（
（1（
無
（（
（（
世
子
誥
文
一
冊
一
帙
（（（
（（
無
（（
（1
小
学
上
下
二
冊
京
大
（
―（（/
ｼ
/（（
（（
（（
説
法
用
家
集
全
一
冊
（（1
（（（
無
（（
（（
井
蛙
抄
全
二
冊
二
部
（1（
―（（
一
冊
本
あ
り
京
大
（
―（（/
ｾ
/（
（（
（（
同
全
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
雪
玉
類
礎
一
冊
（1（
（（
（
御
）
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（（
（（
雪
玉
類
句
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
千
百
人
一
首
上
下
二
冊
（（1
（（（
無
（（1
ウ
　
左
三
区
（（
（（
摂
津
守
有
綱
家
歌
合
一
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
聖
廟
御
法
楽
三
冊
（1（
（1
（
御
）
（（
（（
摂
政
家
歌
合
一
冊
（（（
（（（
（
御
）
政
は
重
ね
書
　
二
冊
の
誤
り
か（
対
応
書
二
部
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
正
風
体
抄
一
冊
四
部
（（（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
京
大
（
―（（/ｼ/（（
（1（
―（（（
か
（（
（（
正
治
百
首
上
下
二
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（
（（
正
徹
千
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
勢
州
古
今
名
所
集
三
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
仙
洞
百
首
歌
合
上
中
下
三
冊
（（
（（
仙
洞
御
講
釈
伊
勢
物
語
聞
書
三
冊
（（1
―（（（
・（（（
―（（
の
可
能
性
（（（
オ
（（
（（
正
徹
百
首
一
冊
（1（
（（1
（
御
）
（（
（（
撰
集
佳
句
部
類
四
冊
端
本
（（（
（（（
（
御
）
　
左
四
区
（（
（（
仙
洞
夜
話
一
冊
（11
（（（
（
歌
）
（（
（（
尺
牘
清
裁
一
冊
（（（
（（
無
（（
（1
仙
洞
歌
合
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
前
後
十
五
番
歌
合
一
冊
三
部
特
（（
（
御
）
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（1（
（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
摂
政
左
大
臣
家
歌
合
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
関
藤
川
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
聖
廟
住
吉
社
御
法
楽
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（（
清
少
納
言
集
四
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
四
部
各
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
京
大
（
―（（/ｾ/（（
（（
（（
仙
洞
褒
貶
御
会
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
逍
遥
院
内
大
臣
和
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
仙
洞
句
題
五
十
首
一
冊
二
部
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
千
首
和
歌
三
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
三
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（1
（
御
）
（（
（1
千
首
三
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
仙
源
抄
一
冊
二
部
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
禅
林
瘀
葉
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
清
慎
公
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
左
五
区
（（（
オ
（（
（（
雪
斎
運
金
図
譜
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
聖
賢
像
賛
全
二
冊
（（（
―（1（
or
（（（
―（（（
か
（（
（（
世
俗
浅
深
秘
鈔
一
冊
学
197
［宮内庁書陵部所蔵京都御所旧蔵本の由来]……小倉慈司
（（
（（
摂
津
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
禅
林
寺
殿
七
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
千
載
和
歌
集
全
一
冊
（（
（1
同
一
冊
（（
（（
仙
洞
和
歌
御
会
部
類
記
一
冊
（（（
（（1
（
御
）
（（
（（
正
治
院
御
百
首
上
下
二
冊
（（（
ウ
（（
（（
成
尋
阿
闍
梨
母
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
小
大
君
集
一
冊
二
部
（1（
（（（
（
御
）
（1（
（（
（
御
）
（（
（（
正
治
後
度
百
首
一
冊
　
左
六
区
（（
（（
小
学
句
読
口
義
詳
解
全
七
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
蕉
雨
園
集
上
下
二
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
千
五
百
番
歌
合
全
十
冊
（1（
（（（
（
御
）
　
左
七
区
（（
（（
千
字
文
注
一
冊
（（
（1
逍
遥
院
百
首
五
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
五
部
各
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
特
（（
（
御
）
特
（（
（
御
）
（1（
（（（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（
招
月
清
岩
和
歌
抄
一
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
逍
遥
院
五
十
首
部
類
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
逍
遥
院
入
道
前
内
府
詠
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
肖
柏
集
上
下
一
冊
（1（
（（（
無
198
国立歴史民俗博物館研究報告
第 186集　2014年 3月
（（
（（
少
輔
入
道
定
長
百
首
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
撰
集
抜
書
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
樵
談
治
要
一
冊
（1（
（（
（
御
）
　
右
一
区
（（
（（
摂
津
名
所
一
二
冊
（（（
―（（（
な
ど
複
数
あ
り
（（（
ウ
　
右
二
区
（（
（（
摂
津
名
所
三
冊
（（
（1
説
苑
全
十
冊
女
　
右
三
区
（（
（（
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
全
十
冊
（（（
（（（
無
　
右
四
区
（（
（（
洗
心
洞
箚
記
全
三
冊
一
帙
（（（
（（（
無
（（
（（
制
度
通
全
十
三
冊
二
部
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
（（（
（
歌
）
　
右
五
区
（（
（（
雪
玉
集
全
三
冊
（1（
（1（
（
御
）
（（（
オ
（（
（（
同
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
御
）
（（
（（
同
全
六
冊
（（（
（（（
（
御
）
　
右
六
区
（（
（（
説
文
韻
譜
全
十
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
清
少
納
言
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
御
）
現
書
名｢
枕
の
双
紙｣
（（
（（
清
少
納
言
枕
草
紙
上
中
下
三
冊
（（（
（（
（
御
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（1
同
一
冊
（1（
（（
（
御
）
明
治
九
年
二
月
二
四
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）（
二
冊
と
見
え
る
）
　
右
七
区
（（
（（
小
学
蒙
養
集
全
三
冊
（（（
（（（
無
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（（
（（
尺
牘
双
魚
全
四
冊
（（（
（（（
無
（（（
ウ
（（
（（
撰
集
抄
全
九
冊
二
部
（（（
（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
　
右
八
区
（（
（（
前
々
大
平
記
全
三
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
勢
語
臆
断
全
五
冊
（（（
（1（
（
歌
）
（（
（（
同
全
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
同
全
四
冊
（（（
（1
（
歌
）
（（（
オ
（（
（
住
吉
物
語
二
巻
一
筥
（11
（（（
（
御
）
現
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
（（
（
同
一
冊
二
部
（1（
（（
（
御
）
　
ス
印
雑
書
　
　
壱
箱
内
（（
（
水
日
集
一
冊
二
部
（（1
（（（
（
御
）
（（（
（（（
（
御
）
（（
（
同
三
冊
一
包
勅
（（（
―（
―（
明
治
一
六
年
九
月
宸
翰
掛
へ
引
渡
（（
（
資
隆
朝
臣
集
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（
（
水
滴
色
葉
類
聚
抄
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（
住
吉
社
歌
合
一
冊
（1（
（（
（
御
）
（（（
ウ
（（
（
周
防
内
侍
集
一
冊
勅
（（（
―（
―（
―（
―（
（（
（
資
平
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（1
輔
親
集
二
冊
（1（
（（（
（
御
）
対
応
書
は
二
部
各
一
冊
（（1
（（（
（
御
）
（（
（（
季
経
入
道
集
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
資
広
百
首
詠
歌
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
（（
（（
住
吉
社
法
楽
一
冊
（1（
（（（
（
御
）
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（（（
オ
　
目
録
外
大
祀
幷
年
中
公
事
調
度
図
　
壱
箱
　
内
以
下
（
宝
物
之
図
ま
で
底
本「
内
」に
続
け
て
二
段
書
す
る
も
体
裁
を
改
め
る
（（
（
雲
図
抄
二
巻
（11
（（
無
（11
―（（
の
内
の
二
巻
（（
（
宇
佐
神
宝
図
一
巻
（11
（（
無
（（
（
御
車
轅
之
図
二
巻
（11
（（
無
（（
（
神
宮
正
遷
宮
神
宝
之
図
二
巻
（11
（1
無
（（
（
大
祀
御
調
度
図
一
巻
（11
（（
無
（（
（
御
献
巻
物
図
一
巻
（（
（
御
献
図
十
八
冊
（（
（
宝
物
之
図
一
巻
（（
（
御
宸
筆
幷
雑
書
類
　
壱
箱
明
治
一
二
年
二
月
二
五
日
取
寄
（
侍
講
日
記
）
（（
（1
雑
書
類
　
壱
筥
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送
（
侍
講
日
記
）
（（
（（
無
外
題
雑
書
八
十
冊
一
筥
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送
（
侍
講
日
記
）
（（
（（
日
誌
類
三
百
二
冊
一
筥
（（（
ウ
（（
（（
大
日
本
史
進
献
上
表
一
巻
一
筥
（（（
（
（
御
）
（（
（（
御
即
位
次
第
書
四
包
一
筥
（（
（（
尊
号
御
辞
表
壱
筥
勅
（（（
―（
北
論
文
参
照
（（
（（
宇
多
賀
留
田
　
小
筥
十
八
ニ
入
壱
筥
（（
（（
古
今
歌
苅
田
　
三
十
八
帙
入
壱
筥
（（
（（
拾
遺
和
歌
集
歌
苅
田
　
四
十
帙
ニ
入
壱
筥
（（
（（
後
撰
和
歌
集
歌
苅
田
　
小
筥
十
八
ニ
入
壱
筥
（（
（1
法
御
書
付
類
壱
筥
勅
（（（
―（
明
治
一
一
年
一
一
月
二
六
日
仮
皇
居
へ
輸
送（
侍
講
日
記
）北
論
文
参
照
（（
（（
御
落
飾
書
類
壱
筥
勅
（（（
―（
北
論
文
参
照
（（
（（
新
熊
野
書
類
壱
筥
（11
（（
無

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（（（
オ
（（
（（
御
譲
位
行
幸
桜
町
殿
絵
巻
物
二
巻
一
筥
（11
（（
無
（（
（（
安
政
二
年
造
内
裏
御
間
以
下
御
下
絵
之
類
壱
筥
（（
（（
洋
書
九
冊
二
筥
（（（
ウ
（
空
白
）
（（（
オ
　
仮
皇
居
へ
取
寄
之
分
（（
（
日
本
書
紀
全
十
五
冊
（（（
（
（
御
）
（（
（
日
本
後
紀
全
十
冊
二
部
（（（
（（（
（
御
）
（（（
（（（（
（
御
）
（（
（
続
日
本
紀
全
四
十
冊
（（
（
同
全
十
冊
（1（
（
（
御
）
（（
（
続
日
本
後
紀
全
十
冊
二
部
（（
（
三
代
実
録
全
二
十
冊
二
部
京
大
（
―1（/
ｻ
/（
女
（（
（
文
徳
実
録
全
十
冊
（（
（
同
全
三
冊
（1（
（
無
（（
（
日
本
紀
通
証
二
十
一
冊‌
一
二
貳
冊
欠
B（
（（
（
歌
）
対
応
書
は
巻
一
を
補
配
（（（
ウ
（（
（1
釈
日
本
紀
全
十
五
冊
（（（
―（（
か
（（
（（
歴
代
詩
学
精
選
　
前
二
篇
全
十
七
冊
（（（
（（
（
御
）
前
編
（（（
（（
（
御
）
第
二
編
（（
（（
武
徳
安
民
記
全
三
十
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
山
州
名
跡
志
全
四
冊
（（
（（
紀
伊
国
名
所
図
会
全
七
冊
（（
（（
土
佐
軍
記
全
十
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
義
公
黄
門
仁
徳
録
全
三
十
冊
京
大
（
―（（/
ｷ
/（
（（
（（
鎌
倉
見
聞
誌
　
後
篇
三
篇
四
十
冊
（（
（（
保
元
平
治
闘
図
絵
上
下
二
冊
（（（
（1
（
歌
）
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（（
（（
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
上
中
下
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
オ
（（
（1
参
州
実
録
五
冊
端
本
（（（
（（（
無
（（
（（
東
海
道
名
所
図
会
全
六
冊
二
部
（（（
（（
（
歌
）
（（（
（（（
（
歌
）
京
大
に
も
あ
り
（（
（（
赤
城
義
士
年
鑑
全
八
冊
（（
（（
続
後
通
俗
三
国
志
全
後
篇
二
十
五
冊
（（（
（
無
五
八
冊
中
の
二
五
冊
（（
（（
木
曾
路
名
所
図
会
全
四
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
朝
鮮
軍
記
大
全
全
二
十
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
越
後
軍
記
全
十
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
北
陸
七
国
志
全
二
十
冊
（（（
（（1
無
（（
（（
義
経
勲
功
記
全
十
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
通
俗
唐
玄
宗
軍
談
全
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
ウ
（（
（1
通
俗
皇
明
英
烈
伝
全
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
石
田
軍
記
全
三
冊
（（（
（1（
（
歌
）
（（
（（
佐
々
木
軍
記
全
三
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（（
（（
信
長
記
全
五
冊
（（（
（（
無
（（
（（
信
長
記
拾
遺
全
二
冊
（（（
（（
無
（（
（（
東
遊
記
前
続
二
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（（
（（
西
遊
記
前
後
二
冊
（（（
（（1
（
歌
）
（（
（（
将
軍
記
全
四
冊
（（（
（（
無
（（
（（
曾
我
勲
功
記
全
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
通
俗
宋
史
太
祖
軍
談
全
四
冊
（（1
（1（
無
（（1
オ
（（
（1
源
平
盛
衰
記
全
六
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
通
俗
唐
太
宗
軍
艦
全
八
冊
（（1
（1（
無
（（
（（
鎌
倉
北
条
九
代
記
全
三
冊
（（（
（（
（
歌
）
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（（
（（
浅
井
三
代
軍
記
全
二
冊
（（（
（1（
無
（（
（（
都
林
泉
名
勝
図
会
乾
坤
二
冊
（（
（（
大
阪
物
語
上
下
二
冊
（（
（（
日
光
山
志
全
二
冊
（（
（（
播
州
名
所
巡
覧
図
絵
全
一
冊
（（
（（
和
泉
名
所
図
会
全
四
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
同
全
一
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（1
ウ
（（
（1
武
田
三
代
軍
記
全
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
北
条
盛
衰
記
一
冊
端
本
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
参
考
平
治
物
語
全
一
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
新篇
鎌
倉
志
全
十
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
他
に（（（
―（（
あ
り
（（
（（
近
江
名
所
図
会
全
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
尾
張
名
所
図
会
全
前
篇
三
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
参
考
保
元
物
語
上
下
二
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
平
家
物
語
全
十
二
冊
（（（
（
（
歌
）
他
に（（（
―（
あ
り
（（
（（
つ
れ
〱
艸
絵
抄
上
下
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
讃
岐
国
名
勝
図
会
全
二
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（（
オ
（（
（1
花
洛
名
勝
図
会
全
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
他
に（（（
―（（（
あ
り
（（
（（
厳
島
図
会
全
四
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
多
田
満
仲
五
代
記
全
十
冊
（（（
（11
（
歌
）
（（
（（
小
栗
実
記
全
十
三
冊
学
（（
（（
参
考
太
平
記
全
四
十
一
冊
（（（
―（1
or
（（（
―（1（
か
　
京
大
・
女
も
あ
り
（（
（（
絵
本
太
閤
記
全
二
十
八
冊
（（
（（
絵
本
朝
鮮
軍
記
全
五
冊
女
（（
（（
山
城
名
勝
志
全
二
十
一
冊
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（（
（（
同
全
十
五
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
京
大
絵
図
一
枚
（（（
（（（
無
（（（
ウ
（（
（1
通
俗
両
国
志
全
三
冊
（（（
（（（
無
（（
（（
江
戸
名
所
図
会
全
七
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
貞
観
政
要
十
冊
女
or博
（（
（（
同
一
冊
端
本
（（
（（
仮
名
貞
観
政
要
十
冊
（（（
（
無
（（
（（
貞
観
政
要
巻
物
一
軸
（（
（（
職
原
抄
上
下
一
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
職
原
抄
大
全
全
五
冊
（（（
（（（
（
歌
）
（（
（（
職
原
抄
参
考
上
下
二
冊
（（
（（
職
原
抄
私
記
上
下
二
冊
（（（
（（
（
歌
）
（（（
オ
（（
（1
令
義
解
全
十
一
冊
二
部
（（
（（
都
名
所
図
会
全
六
冊
二
部
京
大
京
ﾐ/（（
女
（（
（（
同
全
四
冊
二
部
（（
（（
同
全
三
冊
（（
（（
拾
遺
都
名
所
図
会
全
三
冊
女
（（
（（
源
氏
物
語
一
五
十
四
冊
一
筥
（（
（（
同
四
五
十
四
冊
一
筥
（（
（（
同
六
五
十
四
冊
一
筥
（（
（（
同
七
二
十
一
冊
一
筥
（（（
（1（
無
（（
（（
同
八
五
十
四
冊
一
筥
（（（
ウ
（（
（1
同
十
三
三
十
冊
一
筥
学
（（
（（
古
今
和
歌
集
十
七
冊
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（（
（（
同
八
冊
（（
（（
同
上
下
二
冊
二〻
部
（（（
（（
（
歌
）
（（
（（
同
上
下
一
冊
四
部
（（
（（
伊
勢
物
語
清
渚
抄
全
二
十
冊
（（（
（（（
（
歌
）
諸
を
渚
に
訂
正
（（
（（
伊
勢
物
語
新
釈
全
六
冊
（（
（（
伊
勢
物
語
古
意
全
六
冊
（（（
（1（
（
歌
）
（（
（（
大
阪
繋〔繁
〕昌
詩
全
三
冊
一
筥
（（（
（（（
無
（（（
オ
（
以
下
、
六
丁
空
白
）
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（
（
）　
東
山
御
文
庫
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
北
論
文
、
既
撮
影
公
開
分
の
書
目
に
つ
い
て
は
小
倉
a
目
録
を
参
照
（
二
〇
〇
七
年
度
以
降
の
撮
影
公
開
分
に
つ
い
て
は
『
書
陵
部
紀
要
』
六
〇
以
降
の
彙
報
欄
を
参
照
）。「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
成
立
過
程
・
問
題
点
に
つ
い
て
は
小
倉
c
論
文
、
具
体
的
書
目
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
目
録
を
参
照
。
（
（
）　
田
島
公
氏
を
研
究
代
表
と
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
が
一
九
九
八
年
よ
り
三
度
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
基
盤
研
究（
S‌
）「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充
―
天
皇
家
・
公
家
文
庫
を
中
心
に
―
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
（
）　
こ
れ
は
宮
内
省
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、当
時
の
書
籍
管
理
の
限
界
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
（
（
）　
侍
講
局
お
よ
び
図
書
寮
・
書
陵
部
の
書
籍
関
係
の
公
文
書
は
多
く
『
図
書
録
』
と
し
て
宮
内
公
文
書
館
に
て
整
理
保
存
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
『
図
書
録
』
と
の
み
記
す
こ
と
と
す
る
。
（
（
）　
実
際
に
は
そ
の
ま
ま
原
部
局
に
貸
付
け
ら
れ
た
り
、
ま
っ
た
く
引
継
手
続
き
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
〔
図
書
録
明
治
三
八
年
第
五
号
〕。
（
（
）　
当
資
料
に
つ
い
て
は
追
っ
て
翻
刻
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
（
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
現
在
「
桂
宮
本
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
に
も
ま
だ
京
都
御
所
よ
り
回
送
さ
れ
た
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
註
（
（（
）
参
照
）。
（
（
）　
な
お
、『
図
書
録
』
昭
和
一
四
年
第
一
一
九
号
「
壬
生
平
田
両
家
古
文
書
整
理
完
了
報
告
ノ
件
」
に
お
い
て
、「
当
時
壬
生
・
平
田
・
松
岡
等
ノ
旧
家
ヨ
リ
献
納
引
継
ニ
係
ル
モ
ノ
ト
看
做
セ
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
ナ
ル
モ
、
遂
ニ
之
カ
原
拠
ト
目
ス
ヘ
キ
関
係
書
類
見
当
ラ
ス
、
乃
チ
取
得
原
由
不
明
ノ
故
ヲ
以
テ
、
之
カ
取
扱
上
在
来
本
ノ
称
呼
ヲ
以
テ
セ
リ
（
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
日
図
書
課
長
伺
済
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（
）　
そ
の
一
部
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
い
た
り
、
図
書
寮
に
返
却
さ
れ
た
〔
図
書
録
同
年
第
七
六
号
、
伊
地
知
b‌
c
参
照
。
な
お
同
論
考
が
明
治
十
八
年
に
東
京
書
籍
館
に
借
用
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
〕。
（
（1
）　『
参
攷
図
書
寮
史
』
巻
五
に
は
「
侍
講
引
継
に
付
て
は
目
録
十
三
冊
あ
り
と
、
今
其
公
文
書
不
明
な
れ
ば
他
日
の
再
訂
を
待
つ
」
と
見
え
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
目
録
に
つ
い
て
は
現
在
も
所
在
不
明
と
思
わ
れ
る
。
（
（（
）　
そ
れ
は
『
図
書
録
』
明
治
七
年
第
一
号
文
書
と
現
書
陵
部
蔵
書
と
の
間
を
つ
な
ぐ
の
が
、『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
（
（（
）　『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
一
五
一
頁
。
旧
函
架
番
号
は
一
〇
〇
―
二
五
九
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
所
蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
宮
内
公
註
文
書
館
に
移
さ
れ
る
前
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）　
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
諸
家
蔵
書
目
録
』
甲
〔
R‌
S
四
一
〇
〇
―
一
三
七
〕
巻
二
に
「
宮
内
省
吹
上
御
文
庫
」
の
目
録
が
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。
（
（（
）　
侍
講
・
侍
講
局
の
職
務
日
誌
。
宮
内
省
官
制
と
し
て
の
侍
講
の
職
は
明
治
八
年
一
月
二
〇
日
に
置
か
れ
、
一
〇
年
八
月
二
九
日
に
侍
講
局
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
文
学
御
用
掛
が
附
属
さ
せ
ら
れ
た
。
一
二
年
四
月
二
一
日
に
は
御
系
譜
掛
・
御
陵
墓
掛
も
附
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る〔
以
上
、
明
治
天
皇
紀
参
照
〕。
（
（（
）　
図
書
寮
に
返
還
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
連
歌
初
学
抄
』〔
函
架
番
号
三
五
三
―
二
八
五
〕
な
ど
。
現
在
も
東
京
書
籍
館
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
国
会
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
仁
和
寺
再
興
縁
起
』〔
請
求
番
号
ひ
―
四
〕
な
ど
。
（
（（
）　
な
お
、『
図
書
録
』
明
治
一
六
年
第
一
号
文
書
に
は
明
治
一
四
年
第
一
号
文
書
に
見
ら
れ
る
書
目
も
含
め
て
、
二
三
冊
が
宸
翰
掛
へ
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
正
式
な
引
継
ぎ
は
明
治
一
六
年
に
行
な
わ
れ
た
か
。
（
（（
）　『
侍
講
日
記
』
同
月
二
六
日
条
に
貸
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
（
（（
）　
他
に
「
皇
城
御
文
庫
」
と
い
う
記
述
も
見
え
る
（
明
治
九
年
四
月
九
日
、
明
治
一
一
年
五
月
一
〇
日
条
等
）
が
、
こ
れ
は
宮
城
内
の
御
文
庫
の
総
称
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
）　
北
論
文
五
頁
に
よ
れ
ば
、「
寿
印
」
も
勅
封
。
（
（1
）　
東
山
御
文
庫
勅
封
一
二
四
箱
に
は「
公
卿
勅
使
」、勅
封
四
三
箱
お
よ
び
九
五
箱
に
は「
諸
社
」、
勅
封
一
二
一
箱
に
は
「
大
系
図
」、
勅
封
一
一
八
箱
に
は
「
雑
々
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
な
お
北
論
文
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
二
年
以
降
、
二
四
年
に
か
け
て
、
宸
翰
掛
が
東
京
に
お
い
て
旧
京
都
御
所
本
の
調
査
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
。
（
（（
）　
北
論
文
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
山
陵
一
条
書
物
納
」
は
現
東
山
御
文
庫
本
勅
封
一
一
四
―
六
、
「
御
辞
表
幷
勅
答
」
は
勅
封
一
一
三
―
六
に
相
当
し
、「
雑
々
」
も
勅
封
一
一
八
の
内
に
該
当
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
孝
明
天
皇
御
事
蹟
取
調
録
』
一
第
二
九
号
文
書
に
よ
れ
ば
、「
明
治
五
年
式
部
寮
ニ
於
テ
京
都
御
所
御
文
庫
取
調
之
節
合
印
御
書
類
ノ
外
ナ
ル
勅
封
書
類
十
一
箱
東
京
へ
持
帰
り
、六
年
一
月
十
四
日
宮
内
省
へ
引
渡
」
し
た
と
い
う
。
同
文
書
が
記
さ
れ
た
明
治
二
四
年
八
月
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
箱
の
所
在
は
四
箱
し
か
確
認
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
箱
の
中
に
は
こ
の
勅
封
書
類
一
一
箱
の
中
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
（（
）　
国
会
図
書
館
所
蔵
東
京
書
籍
館
文
書
明
治
八
年
「
本
省
交
付
書
籍
目
録
」
に
「
桃
蘂
編
外
四
百
十
三
部
」、
同
「
博
物
書
籍
両
館
書
類
」
に
「
長
持
五
棹
」、『
帝
国
図
書
館
年
報
』
所
収
「
東
京
書
籍
館
明
治
八
年
年
報
」
に
「
凡
三
千
冊
」
と
見
え
る
。
（
（（
）　
現
東
山
御
文
庫
本
勅
封
一
六
八
―
二
―
一
～
四
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
）　『
仁
智
要
録
』
は
現
所
在
不
明
。『
教
訓
抄
』
は
書
陵
部
五
五
三
―
二
一
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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伊
地
知
鐵
男
　
a
「
蔵
書
史
と
新
収
書
解
説
」『
書
陵
部
紀
要
』
一
　
一
九
五
一
年
　
　
　
　
　
　
b
「
東
西
の
三
つ
の
連
歌
集
成
」『
日
本
古
典
文
学
会
々
報
』
四
五
　
一
九
七
六
年
　
　
　
　
　
　
c
「
訪
書
愚
蒙
記
」
日
本
古
典
文
学
会
編
『
訪
書
の
旅
　
集
書
の
旅
』
貴
重
本
刊
行
参
考
文
献
会
　
一
九
八
八
年
　
初
出
一
九
七
八
年
伊
地
知
鐵
男
・
橋
本
不
美
男
　「
桂
宮
本
叢
書
」
の
称
呼
に
つ
い
て
」
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
桂
宮
本
叢
書
』
二
〇
　
養
徳
社
　
一
九
六
〇
年
太
田
彩
・
平
林
盛
得
　「
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
品
に
つ
い
て
」
三
の
丸
尚
蔵
館
展
覧
会
図
録
（（
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
―
雅
と
華
麗
』
菊
葉
文
化
協
会
　
一
九
九
六
年
小
倉
　
慈
司
　
a
「
東
山
御
文
庫
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
内
容
目
録
（
稿
）」（
一
）・（
二
）・
索
引
　
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
一
～
三
　
思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
九
年
　
　
　
　
　
　
b
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
奈
良
朝
写
経
の
来
歴
」
西
洋
子
・
石
上
英
一
編
『
正
倉
院
文
書
論
集
』
青
史
出
版
　
二
〇
〇
五
年
　
初
出
二
〇
〇
四
年
　
　
　
　
　
　
c
「『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
』
の
形
成
過
程
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
七
八
　
二
〇
一
三
年
北
　
　
啓
太
　「‌
東
山
御
文
庫
御
物
の
来
歴
」
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
一
　
思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇
三
年
　
初
出
二
〇
〇
〇
年
宮
内
庁
書
陵
部
　
a
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
上
・
下
　
同
部
　
一
九
五
二
、一
九
五
三
年
宮
内
庁
書
陵
部
編
　
b
『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』
上
　
同
部
　
一
九
九
六
年
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
編
　『
宮
内
省
の
編
纂
事
業
』
宮
内
庁
書
陵
部
　
二
〇
〇
七
年
久
保
木
秀
夫
　「‌
書
陵
部
御
所
本
に
よ
る
冷
泉
家
本
の
復
元
」
前
田
雅
之
編
『
中
世
の
学
芸
と
古
典
注
釈
』
竹
林
舎
　
二
〇
一
一
年
国
立
公
文
書
館
　『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
改
訂
増
補
版
　
同
館
　
一
九
八
一
年
　
初
版
一
九
六
九
年
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
［
八
］　『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
』
同
館
　
二
〇
〇
九
年
女
子
学
習
院
　『
女
子
学
習
院
五
十
年
史
』
同
院
　
一
九
三
五
年
田
中
　
　
登
　「‌
六
条
修
理
大
夫
集
」（
財
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
（（
平
安
私
家
集
（
　
朝
日
新
聞
社
　
一
九
九
七
年
中
村
　
一
紀
　「
宮
内
庁
書
陵
部
と
所
蔵
資
料
群
」『
古
文
書
研
究
』
六
二
　
二
〇
〇
六
年
【
付
記
】
本
稿
は
J‌
S‌
P‌
S
科
研
費
二
四
五
二
〇
七
九
〇
、二
四
二
二
二
〇
〇
一
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
国
会
図
書
館
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、史
料
の
同
定
に
際
し
て
高
田
義
人
氏
お
よ
び
新
井
重
行
氏
の
助
力
を
得
た
。
ま
た
『
吹
上
御
文
庫
書
籍
目
録
写
』
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
一
部
、高
田
宗
平
氏
の
協
力
を
得
て
い
る
。
以
上
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
二
〇
一
三
年
五
月
一
〇
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
審
査
終
了
）
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
（
（（
）　
お
お
よ
そ
現
東
山
御
文
庫
本
勅
封
一
七
八
―
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
書
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
）　
こ
の
他
に
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
月
に
九
部
一
六
二
冊
図
書
寮
所
蔵
本
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
す
べ
て
返
却
さ
れ
た
〔
図
書
録
大
正
二
年
第
一
二
号
〕。
（
（（
）　
計
算
上
で
は
三
五
五
部
約
二
九
〇
〇
点
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
の
は
一
八
五
部
七
六
七
点
（
合
本
前
の
点
数
。
現
在
の
数
え
方
で
は
六
二
二
点
）。
東
京
書
籍
館
へ
貸
与
し
た
と
き
の
目
録
は
東
京
書
籍
館
と
宮
内
省
の
双
方
に
存
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
は
共
に
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
（
（（
）　『
侍
講
日
記
』
に
は
「
但
書
名
、
目
録
扣
ニ
委
シ
」
と
あ
る
が
、「
目
録
扣
」
の
現
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
太
政
官
文
庫
の
蔵
書
は
現
在
は
国
立
公
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
に
は
「
同（宮
内
）省
か
ら
移
管
さ
れ
た
四
十
三
部
の
国
書
」
に
「
宮
内
省
図
書
印
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
の
記
載
が
見
え
る
。『
神
代
紀
葦
牙
』
の
請
求
番
号
は
一
四
三
―
四
一
〇
。
（
（（
）　
こ
れ
ら
の
蔵
書
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、『
女
子
学
習
院
五
十
年
史
』
に
は
、「
明
治
四
十
五
年
二
月
十
一
日
、
女
学
部
本
館
よ
り
発
し
た
る
火
災
の
為
、
図
書
も
亦
そ
の
大
部
分
を
焼
失
し
、
僅
か
に
和
漢
書
二
千
三
百
五
冊
、
洋
書
三
百
八
冊
を
残
し
た
る
の
み
な
り
。
因
り
て
当
座
の
用
に
充
つ
る
為
、
宮
内
省
図
書
寮
よ
り
百
四
十
二
部
二
千
九
百
二
十
四
冊
を
借
用
し
、（
こ
の
図
書
寮
本
は
後
に
本
院
に
移
管
せ
ら
る
。）（
後
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
三
九
八
頁
〕。
火
災
後
に
図
書
寮
が
貸
与
し
た
書
籍
の
こ
と
は
『
図
書
録
』
明
治
四
五
年
第
二
七
号
に
見
え
る
が
、
恐
ら
く
は
す
べ
て
刊
本
で
あ
ろ
う
。
（
（1
）　
帝
国
博
物
館
に
は
さ
ら
に
同
年
に
松
岡
本
の
譲
渡
も
行
わ
れ
て
い
る
〔
図
書
録
同
年
第
一
一
号
〕。
（
（（
）　
帝
国
図
書
館
に
貸
与
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
註（
（（
）に
記
し
た
よ
う
に
す
べ
て
返
却
さ
れ
た
。
（
（（
）　
久
保
木
秀
夫
氏
は
御
所
本
と
東
山
御
文
庫
本
『
歌
書
目
録
』
と
の
比
較
検
討
を
行
な
わ
れ
て
い
る
〔
久
保
木
〕
が
、
本
稿
に
お
け
る
成
果
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
結
果
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
ら
れ
る
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
（
（（
）　
現
在
、「
桂
宮
本
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
中
に
、
昭
和
一
一
年
に
帝
国
図
書
館
よ
り
返
却
さ
れ
た
東
京
書
籍
館
貸
与
本
が
含
ま
れ
て
お
り
（
た
と
え
ば
『
宗
祇
初
学
抄
』〔
桂
六
三
〕
な
ど
）、
旧
京
都
御
所
本
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
